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1 フレーム：
 a トップチューブ
 b ダウンチューブ
 c シートチューブ
 d チェーンステイ
 e シートステイ
 f リアサスペンション
2 サドル
3 伸縮式シートポスト
4 シートポストクランプ
5 リアブレーキ
6 スプロケット
7 リアディレイラー
8 チェーン
9 チェーンリング
10 クランクセット
11 ペダル

 ハンドル：
12 ブレーキレバー　フロン

ト／リア
13 シフトレバー
14  伸縮式シートポスト 

操作レバー
15 ステム
16 ステアリングヘッド
17 サスペンションフォーク：
 I クラウン
 II インナーチューブ
 III アウターチューブ
 IV フォークエンド
18 フロントブレーキ
19 ブレーキディスク

 ホイール：
20  クイックリリース／ 

スルーアクスル
21 リム
22 スポーク
23 タイヤ
24 ハブ
25 バルブ
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 注記
初めて乗車する前に必ず本書4～12頁を読んでおこう。乗車前には必ず、本書13頁および14頁
にある機能点検を実施すること。

 注記
重要！マウンテンバイクに同梱のクイックスタートガイドにある組立方法の説明を必ず読むこ
と。弊社ホームページ www.canyon.com にもクイックスタートガイドがあります。

 注記
君が買った自転車とこの取扱説明書は、EN ISO規格4210-2の安全基準に適合しています。

それぞれのマークは、次のような危険を表して
います。危険性についての説明がなくてもこの
マークを見たら必ず注意が必要です。 

本取扱説明書について
下記のマークには特別な意味があるので注意しよう:

 危険
このマークを見たら、指示に従って行動し
なかったり、適切な予防対策をとらない
と、重傷や死亡につながる危険があると考
えよう。

 注記
このマークは、安全に関する具体的な注意
事項や、製品の取扱や取扱説明書の各項目
に関する、特に注意の必要な情報を意味し
ます。

 要注意
このマークがあったら、負傷にはつながら
ないものでも、不適切な行動により、物を
破損したり、環境に害を及ぼすことがある
と考えよう。

 本取扱説明書について
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CANYONのお客様へ

この説明書では、君が手にしているCanyonの
バイク取り扱いに関するヒントや、自転車の仕
組みと整備および手入れなどについて役立つ
情報を盛りだくさんに紹介してあります。この
説明書を最後までよく読もう。自転車には子供
の頃から乗っているのでもう慣れているという
人も、きっと役に立つ情報があります。最近の
自転車の進歩は、めざましいものがあるから
です。 

新しいCanyonでライドを心ゆきなく楽しめる
よう、また自分の安全のためにも、本説明書お
よび君のモデルのクイックスタートガイドを最
後までよく読んで、以下の事項を守るようにし
よう。
	y「BikeGuardから取り出して組み立てる」の

項にある組立方法の解説通りに作業する
こと

	y「初めて乗車する前に」の項にある注意事
項を守ること

	y「意図される使用」の項を読んで、君のバイ
クがどのような用途のためのものか、また
許容総重量（ライダー体重・ウェア・携行品）
がどれくらいかを確認する

	y 乗車する前には必ず最低限の機能点検を行
うこと。機能点検の方法は、本説明書の「乗
車前に必ず確認」の項にあります。この点検
で少しでも問題があった場合には、絶対に
自転車に乗らないでください。

本説明書に添付されているデジタルメディア
には、各種の整備および修理作業の詳しい
解説があります。該当する作業を行う場合に
は、記載されている方法や注意事項がこの
Canyonバイクのみに関するもので、他の自
転車には適用できないことを忘れないでくだ
さい。多数の異なる仕様が存在し、モデルチ
ェンジも頻繁に行われるため、記載されてい
る作業内容が完全なものでない可能性があ
ります。そのため、弊社のサプライヤーである
それぞれのパーツメーカーの取扱説明書が
BikeGuardに入っていますので、必ずこちらに
も目を通すようにしよう。

記載されている解説やヒントは、作業を実施
する人の経験や手先の器用さ、また使用する
工具などによっては、さらなる補足が必要であ
ったり、他にも（特殊）工具や、記載されてい
ない手順が必要となる可能性があります。

弊社ホームページ www.canyon.com には、簡
単な修理や整備の作業を説明する動画も多数
掲載されています。自分の安全のためにも、無
理な作業はしないでください。自信がなかった
り、疑問がある場合には、弊社のホットライン
か、弊社ホームページ www.canyon.com にあ
る問合せフォームを利用してください。

知っておこう：この説明書だけで、自転車整備
士の技能を習得することはできません。さまざ
まな自転車と各種コンポーネントの無数にある
組合せを、一冊の説明書で網羅することはでき
ません。そのため本説明書では、君の買った自
転車と一般的なパーツのみについて、最も重要
性の高い注意事項や警告事項を示してありま
す。またこの説明書は、Canyonのフレームセッ
トから自転車を完全に自作するためのものでも
ありません。

この説明書を読んでも、自転車の乗り方を覚え
ることはできません。よって本説明書には、君
が買った自転車の説明と、最も重要性の高い注
意事項や警告事項のみが掲載されています。た
だし本説明書で、自転車の乗り方や交通規則
を学ぶことはできません。

自転車に乗る時には、その行為には危険が伴う
こと、また、自転車に乗る者が責任を持って自
分の自転車をコントロールしなくてはならない
ことを忘れてはいけません。

自転車での走行も、負傷の可能性のあるスポ
ーツであることには変わりありません。自転車
乗車時には、そのような危険があることを認識
し、承知の上で乗車する必要があります。自転
車には、自動車のボディやエアーバッグのような
安全装置がないということを常に意識して行動
しよう。 

本取扱説明書について
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ですから、走行時には常に注意を怠らずに、人
に迷惑をかけないようにしよう。

薬品や麻薬服用時および飲酒時、また疲労
時の走行は厳禁。二人乗りや手放し運転も禁
止。 

最後に皆さんにいくつかお願いがあります。自
転車に乗る時には、ほかの人に危険が及ばな
いように注意し、森や草原などでは自然を大
切にしよう。必ず適切な装備で自転車に乗ろ
う。自分のサイズに合った自転車用ヘルメット
やサイクリング用眼鏡、しっかりとした靴、自
転車に適した目を引く明るい色のウェアなど
が最低限必要なもの。 

Canyonバイクで最高の自転車ライフを楽しん
でください。　チーム一同 

自転車を配送する場合は、参 考となる各種
の 適 切な説 明書を製 造 者が添 付 する必 要
があります。参 考となる各種の説明書は、 
www.canyon.com にも掲載されています。

発行人：
Canyon Bicycles GmbH
Karl-Tesche-Straße 12
D-56073 Koblenz 

サービスホットライン：(+81) 050-3786-8496
オンラインのお問合せ：
www.canyon.com/contact

文、コンセプト、写真、制作： 
Zedler – Institut für Fahrradtechnik 
und -Sicherheit GmbH
www.zedler.de
更新：2024年1月，第6版

© 著者の書面による事前の承認なき転載･複
製、翻訳は、それが一部または電子メディアで
あっても、その他の形での使用と同様に固く
お断りします。

 本取扱説明書について

 注記
自分の安全のためにも、無理な組立や調整
作業はしないでください。自信がない場合
には、弊社のホットラインまたは弊社ホー
ムページ www.canyon.com にある問合せ
フォームを利用してください。

 注記
弊社ホームページ www.canyon.com も利
用してください。ニュースやお知らせ、役に
立つヒントや販売代理店に関する情報が掲
載されています。

 注記
本書は、自転車をパーツから組んだり、修
理したりするための解説書ではありませ
ん。技術仕様の一部が、本説明書に記載
の内容および写真とは異なることがありま
す。本取扱説明書は、EN ISO規格4210-2の
基準に適合しています。本説明書には欧州
法が適用されます。 

 危険
道路交通規則を守ろう：自転車乗車中に、
車などにつかまることは禁止されていま
す。手放し運転は禁止です。ペダルから足を
外すことが許されるのは、道路の状態によ
りやむを得ない場合に限ります。



6 意図される使用

意図される使用
さまざまなタイプの自転車の用途を定義する
ために、弊社の自転車はいつくかのカテゴリ
ーに分類されています。このような分類を行う
目的は、すでに自転車開発の段階でそれぞれ
の負荷に合わせたテスト要件を規定すること
で、完成した製品をお客様が使用する際に最
大限の安全性を確保することにあります。
これはすなわち、意図される使用の範囲を超
えて自転車を使用しないことが極めて重要で
あることを意味し、そうしないとその自転車の
負荷限度を超えフレームやその他のコンポー
ネントが破損する可能性があります。その結
果、重大な転倒事故につながる恐れがありま
す。 
最大許容総重量の120 kgを超えないようにし
てください。これとは異なる特別な最大許容
総重量がそのモデルにある場合には、フレー
ムに貼ったシールに表示されています。
最大許容総重量は次のように計算します。
 マウンテンバイクの重量（kg）
+ ライダーの体重（kg）
+  携行品の重量（リュックサック、許可されて

いる場合にはバッグ等）
= 最大許容総重量（kg）
君のマウンテンバイクがどのカテゴリーに含ま
れるかを必ず確認しよう。君のマウンテンバイ
クがどのカテゴリーに属するかは、フレームに
表示されている以下のマークを見ればわかり
ます。そのカテゴリーによって、走行することの
できる路面の種類や君のマウンテンバイクに
適した走行形態がわかります。
マウンテンバイクのカテゴリーがよくわからな
い場合には、弊社のホットラインに問合せる
か、弊社ホームページ www.canyon.com にあ
る問合せフォームを利用してください。

 危険
チャイルドシートの使用は一切認められて
いません。

 危険
チャイルドトレーラーの牽引は一切認めら
れていません。

 注記
君の新しいCanyonに同梱されている、こ
の他の追加説明書すべて、また各コンポー
ネントメーカーの説明書も必ず読んでおこ
う。

 注記
Eモデルのカテゴリー解説は、Canyonペデ
レック説明書および www.canyon.com に
掲載されています。
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7 意図される使用

条件1
カテゴリー1の自転車は、舗装された道を走行
するために設計されており、車輪が常に路面
に接している状態にあります。主にロードバイ
クで、ドロップハンドルやストレートハンドルを
備えたものがあり、トライアスロンバイクやタ
イムトライアルバイクなども含まれます。

最大許容総重量はライダー・携行品・自転車
を合わせて120 kgですので超過しないように
してください。この最大許容総重量は、使用さ
れているコンポーネントのメーカーの推奨値に
よって、さらに制限されることがあります。

このカテゴリーの特殊な例としては、シクロク
ロスバイクおよびグラベルバイクとして販売さ
れている自転車があり、ドロップハンドルを備
え、カンチレバーブレーキまたはディスクブレ
ーキが装備されています。このタイプの自転車
は、砂利道やオフロードコースでの走行にも適
しており、15～20 センチメートル程度の低い段
差によってタイヤが一時的に地表から離れる
ことがあります。

条件2
カテゴリー2の自転車は、固い路面用に設計さ
れており、車輪が常に路面に接している状態
にあります。このタイプの自転車は市街地の移
動用で、主に公道や自転車の走行が認められ
た一般道などのために設計されています。こ
のカテゴリーには、アーバンバイクやシティバ
イク、トレッキングバイクなどが含まれます。 

最大許容総重量はライダー・携行品・自転車
を合わせて120 kgですので超過しないように
してください。この最大許容総重量は、使用さ
れているコンポーネントのメーカーの推奨値に
よって、さらに制限されることがあります。
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8 意図される使用

条件3
カテゴリー3の自転車は、カテゴリー1および2
の自転車の用途を含み、さらに、ラフな地なら
しされていない路面の走行に適しています。散
発的なジャンプも、最高60センチメートルまで
の高さについては該当する自転車の使用範囲
内です。ただし、この程度の高さのジャンプで
あっても、未熟なライダーはスムーズに着地で
きない可能性があり、作用する力が増大して、
損傷や負傷につながることがあります。MTB
のハードテイルや、フルサスペンションでもス
トロークの短いタイプのものはこのカテゴリー
です。

条件4
カテゴリー4の自転車は、カテゴリー1～3の自
転車の用途を含みます。それに加え、非常にラ
フで凸凹もある路面で傾斜がきつく、それに
伴う高速走行に適しています。熟練したライダ
ーが頻繁に軽いジャンプをしてもこのカテゴリ
ーの自転車では問題ありません。ただし、この
カテゴリーの自転車を、頻繁かつ長期的に、ノ
ースショアコースやバイクパークで使用するこ
とは避けてください。このカテゴリーの自転車
は、負荷が大きいため、使用の度に損傷がな
いかどうか点検してください。フルサスペンシ
ョンのバイクで、ミドルストロークのものがこ
のカテゴリーの代表格です。 
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 危険
特殊な用途のため、ブレーキがひとつだけ
のダートバイクもあります。

 危険
ほとんどの自転車キャリアは、断面積の大
きなフレームチューブをクランプが押しつ
ぶしてしまう恐れがあります。カーボンフ
レームはそのまま使い続けると突然折れる
危険があり、アルミ製フレームはすぐにへ
こんでしまいます。専用のキャリアが自動
車用品店にあります。

 注記
常に最新情報満載の弊社のウェブサイト 
www.canyon.com も確認してください。ウ
ェブサイトには、モデルごとに用途範囲が
図でも分かりやすく表示されています。

 意図される使用

条件5
この用途は、非常に難易度が高く、激しい凸凹
のある急傾斜の地形で、技術的に習熟した、ト
レーニング状態が非常に良好なライダーのみ
が走りこなすことのできるコースを対象として
います。高速走行中に高いジャンプをしたり、
専用のバイクパークやダウンヒルコースを集中
的に利用するのが、このカテゴリーの特徴で
す。このタイプの自転車では、使用後には必ず
損傷がないかどうかを徹底的に点検する必要
があります。損傷のある状態で再び使用する
と、それほど負荷が大きくなくても部品が折れ
たりする可能性があります。また、安全に係わ
るコンポーネントを定期的に交換することも
大切です。特殊なプロテクターを必ず装着する
ことを推奨します。フルサスペンションのバイ
クでロングストロークのもののほか、ダートバ
イクもこのカテゴリーの代表的なものです。

 危険
荷台を取り付けることはできません。荷物
を携行したい場合には、専用のサイクリン
グ用リュックサックを使用するのが唯一の
方法です。
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外装変速機（ディレイラー）

フロントブレーキを強く引きすぎたところ。真似しない
でください

初めて乗車する前
に
1. マウンテンバイクに乗った経験がある？オ

フロードでの走行には、普段とは違う集中
力や体力、技量が必要となるので注意して
ください。まず人通りの少ない場所で新し
いMTBに慣れてから、徐々にレベルを上げ
て、走ってみたいコースに挑戦するようにし
よう。テクニック講座に参加しよう。詳しく
は www.canyon.com を参照。

2. ブレーキの操作がいつもと違いませんか？
通常Canyonのバイクは、前輪のブレーキを
左側のブレーキレバーで操作する仕様で出
荷されます。フロントブレーキを慣れている
いつものブレーキレバーで操作できるかど
うかを確認しよう。慣れているレバーでは
ない場合には、新しい配置に慣れるまで徹
底的に練習しないと、誤って前輪のブレー
キをかけてしまい、転倒事故につながる恐
れがあります。どうしてもブレーキの配置を
変更したい場合には、専門店で改造しても
らおう。

 新型のブレーキの制動力は、これまで乗っ
ていた自転車のブレーキよりもはるかに強
力かもしれません。用途が特殊なため、ダ
ートバイクにはブレーキがひとつしかない
ものがあります。

 あらかじめ車の通らない所で、ブレーキを
試してみることは必須です。ブレーキを徐
々に強く引いてみて、減速が最大になるま
で試してみます。ブレーキに関する詳細は「
ブレーキ」の項にあります。 

3. 変速機のタイプとその仕組みを理解してい
ますか？人通りの少ない場所で変速機に慣
れておくようにしよう。フロントとリアのギ
アを同時に切り替えないことと、ギアチェ
ンジ中は力を入れてペダルを踏まないない
ように注意。変速機に関する詳細は「変速
機」の項にあります。

 要注意
ブレーキレバーの配置は国により異なるこ
とがあるので注意してください。どのブレ
ーキがどのレバーで動作するかを確認しよ
う。慣れている配置と異なる場合には、改
造してもらうこともできます。 

 危険
MTBのハンドルでバーエンドバーを握って走
行していると、他の握り位置よりもブレーキ
レバーまでの距離が遠くなります。したがっ
て、停止するまでの距離も長くなります。常
に危険の予測に努め、停止するまでの距離
が長くなることを計算に入れて走るようにし
よう。 

初めて乗車する前に



ビンディングペダル用のシューズ

スタンドオーバーハイトの確認

ビンディングペダル
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4. 適切なフレームサイズで、サドルとハンドル
が適正な位置になっていますか？トップチ
ューブをまたいでみて、股下に手の幅より
も広いスペースがあるかどうか確認します。
十分な余裕がない場合には、弊社のホッ
トラインに連絡するか、弊社ホームページ 
www.canyon.com にある問合せフォーム
を利用してください。

 フレームが大きすぎると、不意に下車しな
くてはならなくなった場合に怪我をする恐
れがあります。クロスカントリーやマラソ
ン用のバイクでは、ペダルが一番低い位置
にある状態で、ペダルにかかとがぎりぎり
触れるように、サドルを調整します。サドル
に座った状態で、つま先が地面に届くかど
うか確認してください。オールマウンテン
やエンデューロ、フリーライド用のバイク
では、サドルを低めにするのが普通です。
特に山の下りではサドルを下げるのがお
奨めです。サドルの位置についての詳細は、
「Canyonバイクの身体に合わせたフィッ
ティング」の項にあります。

5. ビンディングペダルと専用のシューズで走
った経験がある？このタイプのペダルが初
めての場合は、走り出す前にまず停車した
状態で、固定と解除の方法に慣れるまで
何度も練習する必要があります。最初は壁
に寄りかかりながら練習すると、横転しな
いですみます。必要に応じてペダルの固定
と解除の強さを調整します。必ず最初に
BikeGuardに入っている取扱説明書をよく
読んでおこう。ペダルについての詳細は「ペ
ダル」の項にあります。 

 危険
慣れていなかったり、ビンディングペダルの
クリート固定力が強すぎると、ペダルから
シューズを外せなくなることがあります。転
倒の危険があります。



オフロード走行

カーボン素材

サスペンションつきの自転車

12 初めて乗車する前に

6. Canyonのバイクは、所定の用途にのみ
使用してください。クロスカントリーやマ
ラソン用のマウンテンバイクは、凹凸の激
しいハードなダウンヒルやジャンプなどに
は適していません。オールマウンテンやエ
ンデューロ用には専用のモデルがありま
す。Torqueシリーズの各種モデルではフリ
ーライドもできます。プロがバイクを操作す
るのを見ると簡単そうに見えますが、実は
大量の練習と経験がその陰には隠されて
います。自分の技量を過信してはいけませ
ん。自分の安全のためです。 

 
通常Canyonの自転車は、許容総重量（ライ
ダー・携行品・自転車すべて合わせて）120 
キログラムで設計されています。この上限
を絶対に超えないようにしてください。自
転車の用途に関する詳細は「意図される使
用」の項にあります。 

7. 君の自転車にはカーボン製パーツが使用
されていますか？カーボンという素材には
特に注意が必要で、慎重に取り扱う必要
があります。必ず「カーボン素材の注意事
項」の項をよく読んでください。

8. 君が買った自転車にサスペンションがつい
ている場合には、フォークの空気圧を確認
してください。BikeGuardに調整用のポン
プが入っている場合には、そのポンプを使
ってください。設定が誤っていると、サスペ
ンションフォークが十分に機能しなかった
り、破損したりする恐れがあります。設定が
不適切だと必ず走行特性が悪化しますの
で、自転車走行時の操作性にも不安が生じ
ます。詳細は、「サスペンションフォーク」
および「フルサスペンション」の項にありま
す。

 危険
Canyonのマウンテンバイクは、ハイエンド
のスポーツ用製品です。最高の技術力を駆
使した軽量構造が採用されています。君も
自転車の取扱のプロになろう。誤った使用
や、不適切な組立、不十分な整備などは、
レース用マシンである自転車の安全性を損
なうことがあります。事故の危険がありま
す。



レバーがハンドルにつくまで引けてしまうような状態は
許されません

タイヤの空気圧を点検する

 危険
クイックリリースが正しく閉じていないと、
自転車から部品が外れてしまう恐れがあり
ます。転倒の危険があります。

 危険
この項目のどれかに不具合がある場合に
は、Canyonには乗らないでください。 

13 乗車前に必ず確認 

乗車前に必ず確認 
乗車する時には走り出す前に必ず以下の項
目を点検する必要があります。 

1. スルーアクスルやクイックリリースがしっか
りと締まっていますか？詳細は「スルーアク
スルの取り扱い」の項参照。 

2. タイヤの状態は良好で、十分なエアーが入っ
ていますか？タイヤをそれぞれ回転させて、
振れがなく真円であることを確認します。
振れを確認することで、タイヤ側部が破損
していたり、軸やスポークが破断していてい
たりする場合の早期発見につながります。
詳細は「ホイール ― タイヤ・チューブ・空
気圧」の項参照。 

3. 停車したままで、ブレーキの状態を確認す
るため、ブレーキレバーをハンドルの方向
にしっかりと引きつけます。少し引いた所か
らブレーキが効き始め、次第に強くなって
ゆくはずです。ただし、ブレーキレバーを最
大限に引いてもハンドルの手前で止まらな
くてはなりません。油圧式の（ディスク）ブ
レーキでは、液体の漏れがないことを確認
します。ブレーキに関する詳細は「ブレー
キ」の項を参照。 



非常用アイテム一式

無灯火での夜間走行は絶対にやめよう

 危険
Canyonには、路面の影響と、ライダーが
バイクに加える力によって、大きな負荷が
かかります。このような動的な負荷を受
けた各種コンポーネントには、劣化や疲
労が生じます。劣化の兆候がないかどう
か、Canyonをこまめに点検して、消耗の兆
しや、キズや湾曲、変色などがないか、また
小さな亀裂が入っていないかを確認してく
ださい。耐久期間を過ぎたコンポーネント
は、何の前触れもなく急に破損することが
あります。Canyonを一定の期間ごとに点検
に出して、随時消耗部品を交換してもらって
ください。保守と走行の安全に関する詳細
は「手入れと点検についての一般的注意
事項」、「推奨締め付けトルク」、「点検・
整備頻度」の項にあります。 

 要注意
Canyonの損傷を防ぐために、最大重量を
超えないようにして、「意図される使用」
の項に記載されている荷物の運搬および
子供の同乗に関する規則を守ってくださ
い。また、自家用車や飛行機でバイクを搬
送しようとする時は、事前に「Canyonバイ
クの搬送」の項を読んでおこう。

14 乗車前に必ず確認

4. 一般公道や夜間の走行には、ライトを点検
します。ライトについては「法律で定められ
た要件」の項を参照。 

5. Canyonを軽く持ち上げてから、手を離して
地表に落とします。カタカタという異音がし
た場合には、その発生源を探します。状況
に応じて、各種軸受やボルト接合部を確認
してください。 

6. フリーライドバイクやダウンヒルバイクな
ど、Senderのようなモデルには、その用途
から特に大きな負荷がかかります。該当す
るバイクを持っている場合には、乗車前に
必ず、材質劣化や疲労を示すひび割れやへ
こみ、曲がり目などがないかどうか検査して
ください。

7. 自転車でのライドを安心して楽しむために
最も大切なアクセサリは、サドルの下に取
り付ける工具を入れた小さなバッグです。
工具バッグには、プラスチックのタイヤレ
バー2本とよく使用するサイズの六角棒レン
チ、タイヤの交換用チューブ、パッチキット、
携帯電話や現金なども入れておきます。エ
アポンプもフレームに取り付けて携行しよ
う。

8. 頑丈な鍵も持って行こう。Canyonを駐車し
ておきたい時に役立ちます。Canyonを停
めておく時は、盗難を防ぐために必ず固定
物に繋いだ状態で鍵をかけよう。 



 危険
カーボン製のフレームやシートポストを作
業スタンドのクランプに挟まないでくださ
い。シートポストやフレームが破損する恐
れがあります。堅牢な（アルミ製の）シート
ポストを取り付けて、そのシートポストをク
ランプに挟むか、フレームを内側から3点で
固定する作業台や、フォークとボトムブラ
ケットシェルで固定する作業台などを使用
してください。

 危険
自転車本体の作業にはカッターを使用しな
いでください。パーツに傷をつけたり、また
自分が怪我をする恐れがあります。切断す
る必要がある場合にはハサミを使ってくだ
さい。

 注記
せ っ か くの 新 し い C a n y o n で す か
ら、BikeGuardから出して組み立てるのも
誰かに手伝ってもらって一緒に楽しみなが
ら作業を進めよう。

 注記
君 の モ デ ル の 梱 包 の 解 き 方 、組 立 、
調 整 方 法 に 関 する 詳 細 は 、h t t p s : / /
www.canyon.com/en-jp/customer-ser-
vice/mountain/のサービスセンターにあり
ます。

15 BIKEGUARDから取り出して組み立てる 

BIKEGUARDから取
り出して組み立てる
際の注意事項
自転車をBikeGuardから取り出して組み立てる
のは難しくありませんが、慎重かつ入念に作業
を進めてください。不適切な組み立ては、自転
車の安全性を損なう恐れがあります。

まず、君のCanyonには、どのようなパーツがあ
るかを見てみよう。

マ ウ ン テ ンバ イク 取 扱 説 明 書 の 表 紙 に
つ いて い る見 開 きペー ジ を 広 げ てくだ さ
い。Canyonマウンテンバイクの写真に主要な
パーツの名称が書き込まれています。これを見
れば、各項の説明にでてくるパーツがどれのこ
とだかすぐにわかります。

写真はCanyonマウンテンバイクの一例です。
これとは外観が異なるモデルもあります。

君のCanyonマウンテンバイクの組立に関する
詳細は、君のモデルのクイックスタートガイド
にあります。

マウンテンバイクの組立に関する一般事項

君の買ったCanyonは、工場で完全に組立を終
了し、調整を行ってあります。以下に解説する
手順に従って自転車を組み立てれば、調整を
行わなくても支障なく機能します。作業が終わ
ったら、人のいない広場や道で試乗してみてく
ださい。

クイックスタートガイドには 組み立て方法
がごく簡単に説明されています。自転車の
組み立てに詳しくない人や、あまり経験のな
い人は、この取扱説明書の詳しい解説を読
んでください。各メーカーのホームページや 
www.canyon.com にあるコンポーネントメー
カーの説明書も確認してください。

初めて乗車する前には必ず、「乗車前に必ず確
認」の項目に記載されている点検作業を行っ
てください。

https://www.canyon.com/en-jp/customer-service/mountain/
https://www.canyon.com/en-jp/customer-service/mountain/
https://www.canyon.com/en-jp/customer-service/mountain/


 注記
Canyonを組み立てるには、BikeGuardに
同梱されているCanyonトルクレンチを使
用してください。

 注記
自転車作業スタンドを使うか、誰かに手伝
ってもらうと、簡単かつ確実に自転車を組
み立てることができます。

必要な工具一覧

君の新しいCanyonバイクを組み立てるために
は小型パーツの箱に入っている下記の工具が
必要です：
	y Canyonトルクレンチ　交換用ヘッド付（1）
	y サスペンションフォーク用ポンプ（2）
	y オプション：Canyonアッセンブリーペースト（3）

1

3

2
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CANYONトルクレンチの使用

部品同士を確実に固定するためには、トルクレ
ンチの使用が不可欠であるとCanyonでは考え
ています。

クランプボルト（ステムやシートポスト、シート
ポストクランプなど）の最大締め付けトルクを
超えると、締め付け力が強くなりすぎます。そ
の結果部品が破損する恐れがあり、事故の危
険が大きくなります。さらに、この場合には製
品の保証が無効となります。ボルトの締め付
けが弱すぎたり、強すぎたりすると、部品が外
れたり破損したりして事故の原因となる恐れ
があります。Canyonの指定トルクを必ず正確
に守ってください。
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サイズの合う交換用ヘッドをCanyonトルクレ
ンチの受けに差し込みます。六角棒レンチをボ
ルトの穴にしっかりと差します。

Canyonトルクレンチの取っ手をゆっくりと廻
します。ボルトが締まるにつれて、針が目盛り
の上を動いてゆきます。針が所定の締め付けト
ルクを示す数字の位置に達したら廻すのを止
めてください。

 BIKEGUARDから取り出して組み立てる 



 注記
シートポストにはアッセンブリーペーストを
使用してください。確実に固定することが
できます。フレームに挿したシートポストの
高さを頻繁に変えると、表面にいくらか傷
がつきます。これは通常の消耗ですので、ク
レームの事由とはなりません。ドロッパー
シートポストでは引っかき傷の問題はあり
ません。
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CANYONアッセンブリーペーストの使用

カーボン製の部品は、締め付け力が強すぎる
ことによる損傷を特に受けやすい性質があり
ます。Canyonアッセンブリーペーストを使用す
ると、表面同士の密着度を高めることにより、
締め付けに必要な力を最大30パーセント低く
することができます。

これは特に、ハンドルとステムやステアリング
コラムとステム、シートポストとシートチューブ
などの三箇所の締め付けに重要で、締め付け
力が強すぎると部品が破損する恐れがあり、
また保証が受けられなくなります。Canyonア
ッセンブリーペーストを使用することで締め付
け力を低下させ、カーボン繊維の破損を予防
することができます。また、締め付け部から異
音がすることを防ぐ効果もあります。

さらに、防食性も最適で、濡れた状態でも腐
食を効果的に防止します。Canyonアッセンブ
リーペーストは、カーボン製およびアルミニウ
ム製の結合部すべてに使用することができま
す。硬化しないため、この用途に最適です。

Canyonアッセンブリーペーストを塗る前に、
部品の表面の汚れや潤滑油の残りを取り除い
てください。そしてきれいになった表面に、刷
毛やセームタオルなどを使ってCanyonアッセ
ンブリーペーストを薄く均一に塗ります。 

ペーストを塗ったら部品を所定の位置に取り付
けます。Canyonトルクレンチを使って、所定の
最大締め付けトルクを絶対に超えないように
してください。多すぎたCanyonアッセンブリー
ペーストは拭き取って、ペーストの袋をしっかり
と閉じます。



 危険
自転車やその一部を固定しないまま車内に
おいて運ぶのはやめてください。走行中に滑
って車内を移動することがあり危険です。

 要注意
発送時にCanyonが適切に梱包されていな
かった場合には、運送中の損傷に対する
補償をCanyon Bicycles GmbHから受ける
ことができなくなります。ビデオは https://
www.canyon.com/en-jp/customer-ser-
vice/repair-spares-warranty/reboxing.
html にあります。

 要注意
ホイールの大きなマウンテンバイク（27.5
および29インチ）はCanyon BikeShuttle
には収まらないことがあります。梱包には
Canyon BikeGuardを使ってください。

 要注意
フレームサイズがL以上の場合は、後輪を
外さないとBikeGuardに収まらないことが
あります。

 要注意
ほとんどの自転車キャリアは、断面積の大
きなフレームチューブをクランプが押しつ
ぶしてしまう恐れがあります。カーボンフレ
ームはそのまま使い続けると突然折れる危
険があり、アルミ製フレームはすぐにへこん
でしまいます。専用のキャリアが自動車用
品店にあります。 

 危険
自動車で運送する時には、外れる可能性の
あるもの（工具・バッグ・チャイルドシート
等）が自転車についていないことを確認し
てください。事故の危険があります。

 注記
点検のために、弊社のサービスパートナ
ーにバイクを持ち込むこともできます。
サービスパートナーの一覧は、 https://
www.canyon.com/en-jp/customer-ser-
vice/repair-spares-warranty/bike-ser-
vice-finder.html にあります。

19 梱包

CANYONバイクの
梱包
Canyonを弊社のマイスター整備工場に点検の
ため送ったり、旅行に持って行くために梱包す
る必要がある場合には、いくつかの注意事項
を守ることで、大切な自転車が無事に目的地
に届きます。

Canyonを梱包する手順をひとつずつ説明した
ビデオが弊社公式ホームページにあります。 
https://www.canyon.com/en-jp/custom-
er-service/repair-spares-warranty/reboxing.
html

飛 行 機 で 移 動 す る 時 に
は、CanyonのBikeGuardを使って梱包する
か、CanyonのBikeShuttleなどの適切な自転車
用ハードケースを使用してください。 

自 動 車 で 運 ぶ 時 には 、バイクを 確 実 か つ
滑る心 配がないように固定してください。
自信がなかったり、疑問がある場合には、
弊 社のホットラインか、弊 社ホームページ 
www.canyon.com にある問合せフォームを
利用してください。

Canyon BikeShuttle
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 危険
ホイールが正しく取り付けられていないと、
重大な転倒や事故につながる恐れがあり
ます。

 危険
ホイールがしっかりと固定されていること
を乗る前に必ず確認しよう。万が一走行中
に車輪が外れたら、転倒してしまいます。

 注記
自転車をどこかに停めておく場合には、ク
イックリリースで固定されたホイールも、フ
レームと一緒に固定物に繋いだ状態で鍵
をかけよう。

クイックリリースレバーを開く

クイックリリースレバーを閉じる

20 スルーアクスル

スルーアクスルの取
り扱い
操作方法が簡単なクイックリリースですが、取
り扱いを誤ったことによる事故は後を絶ちま
せん。 

スルーアクスルの操作には、次の部品が重要
です：
	y ハブの片側にあるクイックリリースレバー：レ

バーを閉じる動きをカムによって締め付け
力に変換する機能があります。
	y フォークのレッグのネジ山と噛み合うスルー

アクスルのネジ山。

ホイールを確実に固定するには
	y クイックリリースレバーを開きます。この状

態ではOPENの文字が見えているはずで
す。 
	y レバーを締め付け位置の方向に戻します。

レバーの外側にCLOSEの文字が見えるよう
になります。レバーを閉める時に、最初の半
分ぐらいまでは力を入れなくてもレバーが
動く状態（まだ締め付けていない状態）でな
くてはいけません。 
	y 残りの半分は、レバーの力がどんどん強くな

ってゆくはずです。最後にはクイックリリー
スレバーを動かすのが難しい状態になりま
す。フォークやフレームなどを指でつかみな
がら、親指の付け根の母指球でレバーを押
してください。ただし、ブレーキディスクを
つかんではいけません。 
	y クイックリリースレバーの最終位置は、車輪

に平行になっている必要があります。つま
り、レバーが横方向に突き出した状態では
いけません。クイックリリースレバーは、フレ
ームに沿った、不意に開いてしまうことのな
いような位置にくるようにしてください。



 危険
クイックリリースのリリースレバーは前輪後
輪とも常にCanyonの左側（チェーンの反
対側）にあることを覚えておこう。そうすれ
ば、前輪を裏返しに取り付けてしまうこと
がありません。 
スルーアクスルRockShox Maxleの場合に
は、Maxleリリースレバーは常に右側にあり
ます。 

 危険
クイックリリースレバーとスルーアクスルが
完全に閉じていないとホイールが外れるこ
とがあります。事故の原因となり非常に危
険です。

 危険
ディスクブレーキを搭載している自転車で
は、標準装備されているクイックリリース
を、軽量構造と呼ばれるパーツと絶対に交
換しないでください。

 注記
クイックリリースを車輪盗難防止用のロッ
キングスキュアーに付け替えることもでき
ます。ロッキングスキュアーを開くには、特
殊な専用のレバーか六角棒レンチが必要と
なります。自信がなかったり、疑問がある
場合には、弊社のホットラインか、弊社ホ
ームページ www.canyon.com にある問合
せフォームを利用してください。

フレームに対してサドルをひねることができるか試して
みよう

クイックリリースレバーを母指球で押して閉じる
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	y しっかり固定されているかどうかを確認する
ため、閉じた状態のクイックリリースレバー
を左右に廻してみます。 
	y クイックリリースレバーが回転してしまう場

合には、ホイールが確実に固定されていま
せん。レバーを一旦開いて、固定力を強くす
る必要があります。
	y 再び同じ手順でクイックリリースを閉じ、し

っかりと固定されたかどうかもう一度確認
します。クイックリリースレバーを廻すことが
できなくなっていれば、しっかりと固定され
ています。
	y 次にホイールを地面から数センチ程度持ち

上げて、タイヤを上から軽く叩いてみましょ
う。車輪がしっかりと固定されていれば、フ
レームのドロップアウトから外れることはあ
りません。

サドルのクイックリリースが確実に固定されて
いるかを確認するには、フレームを押さえてサ
ドルをひねることができるか試してみます。



22 スルーアクスル

スルーアクスル式ホイールの取り付けに関す
る注意事項

スルーアクスルが採用されるのは、バイクに対
する負荷が大きなフリーライドやダウンヒル、
ジャンプなどで使用するモデルです。スルーア
クスルを使用することによってサスペンション
フォークの剛性が向上します。

現在市販されているスルーアクスル製品には、
さまざまなものがあります。その中には、クイ
ックリリースで固定するタイプのものもありま
す。それ以外のタイプでは、取り付けや取り
外しに特殊な工具が必要となることがありま
す。 

自信がなかったり、疑問がある場合には、
弊 社のホットラインか、弊 社ホームページ 
www.canyon.com にある問合せフォームを
利用してください。

各種スルーアクスルに関する詳細は、君のモ
デルのクイックスタートガイドにあります。

 注記
通常スルーアクスルには、メーカーの詳細
な説明書が添えられています。説明書の内
容をよく読んでから、ホイールの取り外し
や整備作業をするようにしよう。

 要注意
アクスルを固定する時は、メーカーが推奨
している工具以外は絶対に使用しないで
ください。作業には必ずトルクレンチを使
ってください。締め付けトルクを少しずつ

（0.5Nmずつ）規定の最大締め付けトルク
まで上げてゆくようにして、こまめにコンポ
ーネントが確実に固定されているかどうか
を確認してください。メーカー指定の最大
締め付けトルクを超過しないようにしてく
ださい。アクスルを強く締めすぎると、アク
スルやフォークのブレードが破損すること
があります。



照明セット：フロントライトとバックライト

ドイツの認証マークつきテールランプ

23 アクセサリと改造

アクセサリの取付や
改造を行う際の注
意事項
Canyonの自転車は、それぞれの用途に合わ
せた仕様のスポーツ用製品です。マッドガード
などを取り付けることによって機能に支障を
きたし、その結果として走行時の操作性が劣
化することがあります。アクセサリの購入お
よび取り付けの前に、そのアクセサリが君の
Canyonに取り付け可能な互換性があるかどう
かの確認が必要です。ベルやライトなどを取り
付ける時には、その製品が認可された検査済
みのものであり、道路交通法により使用が許
されているものであるかどうかを、よく確かめ
てください。電池・充電式バッテリーを使用す
るライトには、波線マークとアルファベットのK
が表示されている必要があります。（「法律で
定められた要件」の項参照）

チャイルドシートおよび（子供用）トレーラー
をCanyonで使用することは一切認められてい
ません。

荷台を取り付けることは、シートポストがカー
ボン製の自転車では許されていません。 

自信がなかったり、疑問がある場合には、
弊 社のホットラインか、弊 社ホームページ 
www.canyon.com にある問合せフォームを
利用してください。

自分が完璧にこなすことのできる作業だけを
するようにしよう。

ハンドルやハンドルステム、フォークなどの交
換は、必ず専門の技術者に依頼することをお
奨めします。どのような場合にも、必ずアクセ
サリメーカーの取扱説明書に従ってください。
新たなコンポーネントやアクセサリを取り付け
る時には、その適切な取り付けを行う責任は
常に君自身にあります。少しでも疑問がある場
合には、君のCanyonを弊社のマイスター整備
工場に送ってください。

 危険
マッドガードや荷台などを後から取り付け
ることにより、君のCanyonの機能を損なう
ことがありますので、なるべく弊社のライ
ンナップにあるアクセサリを使ってくださ
い。そうすれば、確実に適合品を使用する
ことができます。 

 危険
取り付けに問題があると、コンポーネント
が外れたり、折れたりして、重大な転倒事
故の原因になる恐れがあります。安全に関
わる固定ボルトは、規定のトルクで締め付
けてください。

 注記
アクセサリの取り付けやコンポーネントの
互換性、改造などについて疑問がある場合
には、本説明書後述のさらに詳しい解説を
読んでください。自信がなかったり、疑問
がある場合には、弊社のホットラインか、
弊社ホームページ www.canyon.com にあ
る問合せフォームを利用してください。



カーボン素材
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 危険
走行中の状態に注意しよう。カーボンコン
ポーネントから異音がしたら、機材の不具
合が発生する予兆かも知れません。すぐに
自転車の使用をやめて弊社の整備工場ホ
ットラインに連絡し、その後の対応を相談
してください。自分の安全のためにも、カー
ボン製パーツの修理は絶対に禁物です。破
損したものは直ちに交換し、取り外したも
のを第三者が使用することが絶対にないよ
うにしてください。 

 危険
カーボン製コンポーネントは、絶対に高温
にさらしてはいけません。パウダーコーティ
ングや焼付塗装などは禁物です。その際に
必要な高熱によってコンポーネントが破壊
される恐れがあります。また、炎天下の車
内に保管したり、熱源の近くに置いておか
ないでください。

カーボン素材

カーボン素材の注
意事項
カーボンという素材は、正しくは炭素繊維強化
プラスチック、略称CFRPとも呼ばれ、他の軽量
素材とは異なる特殊な点があります。その特
性を知ることは極めて重要です。そうすれば、
君の大切なCanyonを末永く楽しむことができ
ると同時に、いつも安心してその機材に身を
任せることができます。 
炭素繊維強化プラスチックが自転車競技に適し
ていることは、無数の勝利によって実証されてい
ます。この素材は、素材に適した設計・加工・取
扱により、極めて強度が高く、高負荷に耐えるコ
ンポーネントの大幅な軽量化を可能にします。
カーボンの物性で非常に特殊なのは、素材の
脆性です。このような弱点があるために、カー
ボンは負荷がかかっても塑性変形はしません
が、内部構造はすでに傷んでいる可能性があ
るのです。極端な場合には繊維が分離してし
まい、いわゆる剥離現象が発生して、コンポー
ネントの強度が著しく低下することがありま
す。過度の負荷がかかって内部の繊維がすで
に損傷していても、スチールやアルミのように
曲がったりすることがないので、見ただけでは
わからないのです。 
そのためカーボン製のパーツは、過度の負荷が
かかった後もそのまま使用し続けると折れるこ
とがあり、転倒や不測の事態に至る恐れがあり
ます。過度の負荷がかかるような出来事があっ
たら、そのパーツ、できればCanyonのバイク全
体を弊社のマイスター整備工場かサービスパー
トナーに検査させることを強くお奨めします。 
サービスパートナーの一覧は、 https://
www.canyon.com/en-jp/customer-service/
repair-spares-warranty/bike-service-finder.
html にあります。
Canyonを停めておく時は、必ず丁寧に倒れな
いように立てかけてください。カーボンフレー
ムやカーボン製コンポーネントは、自転車が倒
れただけでも破損することがあります。

 危険
カーボン製ハンドルとバーエンドバーを絶
対に併用しないでください。専用のバーエ
ンドバーだけは例外です。カーボン製ハン
ドルをカットしないでください。またブレー
キレバーやシフトレバーをハンドルの表示
位置より内側や必要以上に内側に固定し
ないでください。折れる危険があります。

https://www.canyon.com/en-jp/customer-service/repair-spares-warranty/bike-service-finder.html
https://www.canyon.com/en-jp/customer-service/repair-spares-warranty/bike-service-finder.html
https://www.canyon.com/en-jp/customer-service/repair-spares-warranty/bike-service-finder.html
https://www.canyon.com/en-jp/customer-service/repair-spares-warranty/bike-service-finder.html


特殊なシールがカーボンを保護

25

 注記
ライダーと携行品（リュックサック）、自転
車を合わせた総重量が120 kgを超えるこ
とは許されません。トレーラーの使用は一
切認められていません。

 要注意
ほとんどの自転車キャリアは、断面積の大
きなフレームチューブをクランプが押しつ
ぶしてしまう恐れがあります。そのようなカ
ーボンフレームを使用し続けると、何の前
触れもなく急に破損することがあります。
カーボンフレームも運べる特殊なタイプの
キャリアがあります。

 要注意
カーボン製のフレームやシートポストを作
業スタンドのクランプに挟まないでくださ
い。破損する場合があります。堅牢な（アル
ミ製の）シートポストを取り付けて、そのシ
ートポストをクランプに挟むか、フレームを
内側から3点で固定する作業台や、フォー
クとボトムブラケットシェルで固定する作
業台などを使用してください。

 要注意
ダウンチューブの下側など、カーボンフレー
ムの傷つきやすい場所には専用の保護シー
ルを貼って、ケーブルが擦れたり、石がぶつ
かることによる損傷から保護してください。

 要注意
カーボン製コンポーネントにオイルやグリ
スを塗ることは禁物です。グリスが表面に
侵入して蓄積され、摩擦係数が下がること
により、許容締め付けトルクの範囲内で確
実に固定することができなくなります。カ
ーボン製コンポーネントに一度グリスがつ
いただけでも、確実な締め付けがまったく
できなくなる場合があります。 

 カーボン素材

手入れについて 
炭素繊維強化プラスチック製コンポーネントの
清掃には、柔らかい布ときれいな水を使い、必
要に応じて少量の洗剤を水に加えます。落ちに
くい油やグリスなどの汚れは、石油系クリーナ
ーを使用するときれいになります。アセトンやト
リクロロエチレン、塩化メチル等を含有する脱
脂剤や、溶剤ないし溶剤を含む非中性洗剤や
化学洗剤などは表面が腐食しますので絶対に
使用しないでください。 
表面を保護し光沢を出すには、カーワックスを
使用することもできます。研磨液や塗装面クリ
ーナーには固体成分が含まれており、表面に
傷をつける恐れがあります。 

 危険
それぞれの使用状況によってCFRP製の軽
量構造パーツは劣化が早くなることがあり
ます。そのため、必ず点検間隔を守って定期
的に軽量構造パーツを弊社サービス工場ま
たはその他の専門工場で点検してもらい、
必要に応じて交換してもらいましょう。

 危険
自転車の清掃時など、定期的にカーボン製
コンポーネントに切欠きや亀裂、へこみ、変
色などの外的損傷がないかどうか点検して
ください。布がどこかに引っ掛かるようなこ
とがあれば、その箇所を検査する必要があ
ります。Canyonの使用をやめてください。
直ちに弊社のホットラインに連絡するか、弊
社ホームページ www.canyon.com にある
問合せフォームを利用してください。



Sender

必ず専用のプロテクタを装着してください

26 フリーライドバイク

 危険
ダートバイクやフォークロス、デュアルスラ
ローム、ダウンヒル、フリーライドなどに使
用するバイクは、生粋のスポーツ用マシン
です。自分を過信してはいけません。自分
の安全のためです。プロのアクションやショ
ーは簡単そうに見えても、身体と生命の危
険を孕んでいます。必ず十分な専用のプロ
テクタを装着してください。

 要注意
フリーライドバイクのコンポーネントには大
きな負荷がかかります。君のバイクのコン
ポーネントを一年に一度は点検し、必要に
応じて交換してください。

フリーライドバイク
に関する注意事項
フォークロスやデュアルスラローム、ダウンヒ
ル、フリーライドなどは、最も過酷な自転車競技
ということができます。ジャンプしたり、段差を
走ったり、高速のダウンヒルや急カーブなど、凹
凸の激しいコースを走るのは、人間にも、機材
にも大変な負担がかかります。このような競技
で使用する自転車は非常に堅牢でなくてはなら
ず、競技によっては高性能のサスペンションも要
求されます。クロスカントリーやツーリング、マラ
ソン用などのマウンテンバイクでは、負荷に耐え
られず重大な事故につながることでしょう。
上記の種類のバイクはスポーツ性の高い過酷な
使用のために設計されているとは言っても、ど
んな負担にも耐えられるわけではありません。
特に次に挙げるような状況では、機材への負担
が大きくなりすぎて破損する恐れがあります。
	y 技術的に問題のあるジャンプ、鋭い角への

着地、前輪だけで着地するジャンプ、短すぎ
るジャンプ、トリックがジャンプの着地まで
に完了しない場合
	y 対向斜面への着地、ふたつの斜面の間への

着地、平坦なエリア（フラット）での着地では
回転つきジャンプや、走行方向に垂直な向き
のジャンプ、ハンドルから手を離したり、ペダ
ルから足を外したりするジャンプなど

この他にも次のような行為は機材に過度の負
担をかけ、摩耗が早く進行したり、不具合が生
じる可能性もありますので、できる限り避けて
ください。
	y チェーンの張りが弱すぎる状態で走行しチェ

ーンに過大な負荷をかけること
	y グラインド（チェーンまたはチェーンリングで

スライド）
	y 空気圧が低すぎる状態で走行しホイールに

過大な負荷をかけること
	y サスペンションを柔らかすぎる設定にした

状態での走行や、フレームおよびドロップア
ウトなどでスライドし、フレームやパーツに
過大な負担をかけること



フリーライドなどではサドルが後ろに傾いているのが普
通

伸縮式シートポスト

27 フリーライドバイク

 危険
このタイプのマウンテンバイクは、一年の
シーズンが終わっただけですでに摩耗が
進み、主要部品ないし構造を支える部品の
交換が必要となる場合もあります。このタ
イプの自転車は少なくとも3ヶ月から4ヶ月
に一度徹底的なチェックが必要です。

 注記
RockShoxのReverbなどのような伸縮式シ
ートポストでは、ハンドルからボタン操作
ひとつでサドルの高さを変えることができ
ます。付属のコンポーネントメーカーの説明
書を読んでください。

 注記
MTBで急坂を下りるときはサドルを低く下
げることをお奨めします。サドルを下げて長
距離を走ると、膝の痛みが生じることがあ
ります。

適正なサドルの高さ

ダートバイクやフリーライド、デュアルスラロー
ム、ダウンヒル用のバイクでは、用途によりサ
ドルの調整を変える必要があります。他の種
類の自転車とはまったく性格が異なり、自転車
の操縦性と体の動きやすさを最重視します。

長距離を走る場合には、必要なサドルの高さ
が、ペダルをこぐ動作によって決まります。拇指
球をペダルの軸上に乗せるのが、よいこぎ方
です。クランクが一番下のペダルがサドルから
最も遠い位置でも、脚が伸びきった状態にな
ってはいけません。脚が伸びきってしまうと、
ペダリングが丸くスムーズにならなくなってし
まいます。

サドルの高さを検査するのは簡単です。大事な
のは靴底が平らな靴を履いていることです。サ
ドルに座って、一番低い位置にしたペダルにか
かとを乗せます。この状態では足が伸びきって
いるのが適正な状態です。腰が斜めに傾かな
いように注意してください。

スポーツ性の高いフリーライドやダウンヒルな
どでは、サドルは非常に低く下げて、後ろに傾
斜させるのが普通です。正しい乗車ポジション
については、君のコーチや所属するスポーツク
ラブの人に聞くか、弊社のホットラインに問い
合わせてください。
または、弊社ホームページ www.canyon.com 
にある問合せフォームを利用してください。

サドルの位置を変更する方法については、
「Canyonバイクの身体に合わせたフィッティン
グ」の項にあります。



前輪を押さえてハンドルをひねることができるか試して
みる

スプロケットを後ろから見た時に、リアディレイラーの
ガイドプーリが、正しいスプロケットの歯の真下にある
かどうかを確認

ホイールがしっかりと留まっているか確認しよう

28 転倒してしまったら

転倒してしまったら
1. ホイールがまだしっかりと車輪の受け（フ

ォークエンド／ドロップアウト）に固定され
ていることと、リムがフレームないしフォー
クの中央に位置していることを確認してく
ださい。両輪を回転させます。そうすれば、
振れがなく真円であるかどうかがわかりま
す。ホイールに目で見えるような振れがあ
る場合には、ホイールの振れ取りをする必
要があります。詳細は「ブレーキ」および「
ホイール」の項を参照。

2. ハンドルとステムが曲がっていたり、欠けて
いたりしないか、また傾いていないか確認
します。ステムがフォークにしっかり固定さ
れていることを確認するために、前輪を押
さえてハンドルをひねってみます。また、ブ
レーキレバーに体重をかけてみることで、
ステムにハンドルがしっかり固定されてい
ることを確認します。詳細は「Canyonバイ
クの身体に合わせたフィッティング」および
「ステアリングヘッド」の項を参照。

3. チェーンがまだチェーンリングとスプロケッ
トにかかっているかどうかを確認します。自
転車が変速機側に倒れた場合には、変速
機が問題なく機能するか確認しておこう。
誰かにサドルを持って自転車を持ち上げお
いてもらい、ゆっくりと全段シフトしてみま
す。特にギアの軽い方に向かってチェーンが
大きなスプロケットに移動してゆく時に、リ
アディレイラーがどこまでスポークに近づ
くかに注意してください。リアディレイラー
やドロップアウトが歪んでいると、ディレイ
ラーがスポークにぶつかり、転倒の危険が
あります。

 注記
「カーボン素材の注意事項」の項にある
注意事項も確認しておこう。 



リアディレイラーがスポークに絶対に触れないことを確
認してください

サドルの向きをトップチューブに合わせて、ねじれていな
いことを確認します

軽量構造のパーツは、自分の安全のため、転倒後は交
換しておこう

29 転倒してしまったら

 危険
衝撃的な力がかかったカーボン製のコン
ポーネントや、曲がったアルミ製のパーツ
は、突然折れることがあります。変形を直す 

（まっすぐに戻す）こともできません。まっ
すぐに直しても、破断する危険性が大きい
ことには変わりありません。特に危険なの
はフォークやハンドル、ステム、クランク、シ
ートポスト、ペダルなどです。安全が第一で
すので、確信が持てない場合には、該当す
るパーツを交換することをお奨めします。 

 リアディレイラーや後輪、フレームなどが
破損する恐れがあります。フロントディレイ
ラーを点検してください。位置がずれてい
るとチェーンが外れて自転車の推進力が失
われます。（「変速機」の項も参照）

4. サドルの向きを、トップチューブに合わせる
か、ボトムブラケットシェルに向かって見て、
サドルがねじれていないことを確認します。

5. 自転車を数センチ程度持ち上げてから、手
を離して地表に落とします。その時に何か
音がしたら、緩んでいるボルトがないかど
うか確認しよう。

6. そして最後にもう一度自転車全体をよく眺
めてみてみると、歪みや変色、亀裂などに
気がつくことがあります。 

すべての確認を行って問題がなかった場合にの
み、くれぐれも慎重に自転車に乗って帰宅してく
ださい。急に加速したり、ブレーキをかけたりす
ることは避けて、立ちこぎもしないでください。

自転車の走行能力に疑問がある場合には、念
のため、自動車で迎えに来てもらってくださ
い。自宅に戻ったら、改めて自転車を詳細に点
検する必要があります。パーツが破損してい
る場合には、修理ないし交換が必要です。本
説明書後述のさらに詳しい解説を読んでくだ
さい。自信がなかったり、疑問がある場合に
は、弊社のホットラインか、弊社ホームページ 
www.canyon.com にある問合せフォームを
利用してください。



フレームセット 
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 注記
君のCanyonは弊社の整備工場に組み立て
てもらおう。 

 注記
実際に作業を行う人の経験や手先の器用
さによっては、本説明書の記載内容では十
分ではない可能性もあります。作業によっ
ては、専用の引抜き工具などの特殊な工具
や、さらに別の説明書が必要となることも
あります。 

 要注意
フレームのチューブを挟んで自転車作業ス
タンドに固定しないでください。薄肉のチ
ューブが破損する恐れがあります。まず堅
牢な（アルミ製の）シートポストを取り付け
てからクランプに挟むか、フレームを内側
から3点で固定する作業台や、フォークとボ
トムブラケットシェルで固定する作業台な
どを使用してください。 

フレームセット ― 組み立て時の注意事項

フレームセット 
組み立てに関する
注意事項 
技術仕様
Canyonは高品質のカーボンフレームおよびア
ルミフレームを単体でも自分の好みに合わせ
て組み上げたい方のためにご提供しておりま
す。

Canyonのマウンテンバイクフレームに取り付
けるフォークは、適正なストローク長に合わせ
て選ぶ必要があります。自信がなかったり、疑
問がある場合には、弊社のホットラインか、弊
社ホームページ www.canyon.com にある問
合せフォームを利用してください。

したがって、フレームを組み上げパーツを取
り付ける人が、責任を持って部品の互換性
と適正な組み立てを確保する必要がありま
す。市販されているパーツは無 数にあるた
め、Canyonの本説明書でそのすべてを網羅す
ることはできません。Canyonは、部品のあら
ゆる組合せについての責任は負いかねます。 

また、各パーツメーカーの説明書を必ずよく読
むことを強くお奨めします。原則として、パー
ツの組合せに問題があると、君のCanyonの安
全性が損なわれる可能性があります。そのた
め、組み立ては専門業者か、弊社のマイスター
整備工場に依頼することをお奨めします。自分
の安全のためにも、無理な作業はしないでく
ださい。 



所定の締め付けトルクを必ず守ってください

作業にはトルクレンチが必需品

31 フレームセット ― 組み立て時の注意事項

フレームはすぐに組み上げられる状態になっ
ており、ネジ切りや、各種軸受およびシートチ
ューブのリーマー加工は済んでいます。フレー
ムに作業を行う必要はありません。フレーム
や、位置を変えることができるケーブルガイド
などの補助パーツなどを、分割したり、穴開け
などで改造しないでください。

パーツをフレームに取り付ける時には必ず（カ
ーボン製シートポスト、コラムがカーボン製の
フォークに取り付けるステム、カーボン製フレ
ームに取り付ける場合のあらゆるタイプのシー
トポストなどを除く）高品質のアッセンブリー
グリスを使ってください。これが腐食の防止に
なります。グリスを塗っておかないと、時間が
経過した時に、君のCanyonを分解することが
できなくなる可能性があります。

Canyonバイクの場合には、ステアリングヘッド
およびフォークは取り付け済みです。

必ず、締め付けトルクを弱い状態から徐々に
最大締め付けトルクまで上げてゆくようにし
て、コンポーネントが確実に固定されているか
どうかを確認する方法は、各項の解説に従って
ください。

締め付けトルクの範囲がわからないパーツ
は、締め付けトルクを少しずつ上げてゆくよう
にして、こまめにコンポーネントが確実に固定
されているかどうかを確認してください。

 危険
Canyonのフレームを完成車に組み上げる
人が、自分で責任を持って、パーツの構成
がメーカーの指針や一般の規格、現在の科
学技術の水準に適合するものであることを
担保する必要があります。個々のパーツの
フレームとの互換性に関して疑問がある場
合には、弊社のホットラインまたは弊社ホ
ームページ www.canyon.com にある問合
せフォームを利用してください。

 注記
最大締め付けトルクは、コンポーネント自
体や、君のモデルのクイックスタートガイ
ド、またはコンポーネントメーカーの取扱
説明書に記載されています。

 要注意
同梱されているステムのみの使用が許され
ています。



クラウンはフレームに接触することなく回転しなくては
なりません

サスペンションフォークのフォーク長に注意してくださ
い
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 危険
フォークが合っていないと走行特性が変化
し、最悪の場合には自転車が操縦不能に
なります。

フレームセット ― 組み立て時の注意事項

ステアリングヘッド/ヘッドセット

フレームはすべて、カップが圧入された一体型
ヘッドセット（インテグレーテッド ヘッドセッ
ト）仕様で出荷されます。

サスペンションフォーク

Canyonのマウンテンバイクフレームに取り付
けるサスペンションフォークは選択肢の中から
お選びいただけます。 

フォーク長がフレームのジオメトリーに合うも
のである必要がありますので注意してくださ
い。君のサスペンションフォークのフォーク長
およびステアリングコラム直径公称値は弊社
の公式ウェブサイト www.canyon.com に掲
載されています。

それ以外のフォークを取り付けると、少なくと
も走行特性の劣化につながります。場合によっ
ては君のCanyonバイクが操縦不能になり、転
倒の危険があります。また、フォークのクラウ
ンがフレームの下でも自由に回転することを
確認してください。



交換式ディレイラーハンガーを取り替える時には、最大
締め付けトルクを絶対に超えないこと

ボトルケージ指定の締め付けトルクを守る

ベアリングメーカー指定の締め付けトルクを超えないよ
うに

33 フレームセット ― 組み立て時の注意事項

ケーブルエンド

力のかかる方向に合わせてケーブルエンドがリ
ベット留めされているCanyonのMTBカーボン
フレームでは、シフト用ケーブルの方向のみに
負荷をかけてください。斜め方向や、ケーブル
の方向に反する負荷は、フレームの損傷につ
ながる恐れがあります。

 注記
ディレイラーハンガーを交換する時は、デ
ィレイラーハンガーとフレームの間に少量
のグリスを塗ることを忘れないで！

 注記
最大締め付けトルクは、コンポーネント自
体や、君のモデルのクイックスタートガイ
ド、またはコンポーネントメーカーの取扱
説明書に記載されています。



シートポストがフレームにぴったり合うことを確認して
ください

シートポストクランプは指定の締め付けトルクを守って
ください
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 危険
シートチューブとシートポストの直径が完
全に一致していないと、フレームやカーボ
ン製シートポストが折れる恐れがあります。
それが事故やライダーの負傷を招く結果に
なる可能性があります。 

 危険
カーボン製シートポストやカーボン製フレ
ームのシートチューブには絶対にグリスを
塗らないでください。 

 危険
シートポストは最 低でも先端がトップチ
ューブの下まで入るか、シートポストの最
低ラインが中に入るまで、フレームに差
し込む必要があります。シートポストの最
低ラインが見えている状態では、絶対に
Canyonに乗らないでください。 

 注記
Canyonの専用カーボンアッセンブリーペ
ーストを使用して、シートポストをしっかり
と固定しよう。

 注記
弊社ホームページ掲載のシートポストの直
径に関する注意事項を確認してください。 
https://www.canyon.com/en-jp/sup-
port-articles/seat_post_diameters.html

フレームセット ― 組み立て時の注意事項

シートポスト

新しいシートポストを取り付ける時には、必ず
公称直径がフレームのシートチューブと同じで
あることを確認してください。シートポストは、
圧力をかけたり、回転させたりしなくてもスム
ーズにフレームに入らなくてはいけません。フ
レームとシートポストの寸法に差があると、シ
ートポストが折れる可能性があります。

シートポストをフレームに取り付ける前に、シ
ートチューブに鋭い角や縁がまったくないこと
をよく確認してください。カーボン製のシート
ポストやカーボン製シートチューブを使用する
場合には、どちら側にもグリスやオイルがまっ
たくついていないことを確認してください。必
要に応じてシートチューブの清掃とバリ取りを
行います。

シートポストクランプのボルトを強く締めすぎ
ないようにしてください。「適正なサドルの高
さ」の項にある注意事項および「手入れと点
検についての一般的注意事項」の項に記載さ
れている許容締め付けトルクを守り、コンポー
ネントメーカーの所定値も遵守してください。
締めすぎるとシートポストが破損することがあ
り、その結果として事故やライダーの負傷の原
因となる可能性があります。

https://www.canyon.com/en-jp/support-articles/seat_post_diameters.html
https://www.canyon.com/en-jp/support-articles/seat_post_diameters.html


フレームには十分な股下の余裕が必要

フリーライドで下りを走るときの一般的な姿勢

35 身体に合わせたフィッティング

 危険
次に解説する作業はどれも、ある程度の経
験と適切な工具、手先の器用さが必要とさ
れます。組み立てが終わったら必ず簡易テ
スト（「乗車前に必ず確認」の項参照）を行
って、人のいない広場や道で試乗してみて
ください。そうすれば、落ち着いてすべてを
再確認することができます。不安な人は、
位置の確認だけにしておくのが賢明です。
必要ならCanyonを専門の知識がある人に
みてもらおう。 

CANYONバイクの
身体に合わせたフィ
ッティング
C a n y o n の ク ロ ス カ ントリ ー レ ー サ ー
に 乗 っ て 風 を 切 り な が ら 疾 走 し た い 人
も、CanyonのNerveシリーズのオールマウン
テンバイクで楽しく走りたい人も同じです。 

（座る）姿勢が、Canyonの乗り心地やライダ
ーのパフォーマンスを決めます。だから、君の
Canyonのサドルとハンドルを、自分のニーズ
に合わせて精密に調整しよう。

基本的に、マウンテンバイクはスポーツ用製品
です。したがって、マウンテンバイクに乗る人に
は、体幹部および頸背部や肩に、ある程度の
筋力があることを前提としています。

ライダーの身体のサイズによって、Canyonの適
切なフレームサイズが決まります。選んだ自転
車のタイプによって、乗車時の姿勢がおのずと
決まってきます。ただし、Canyonに搭載されて
いるコンポーネントの中には、身体の寸法に合
わせてある程度の調整がきくものがあります。
そのようなコンポーネントには、シートポスト、
ハンドルステム、ブレーキレバーなどがありま
す。

フレームサイズを選ぶ時には、スタンドオーバ
ーハイトに十分な余裕があることを確認して、
トップチューブにぶつかって痛い思いをする心
配がないようにしよう。

Canyonのパーフェクト・ポジション・システム（PPS）
を使えば、Canyonに試乗してみなくても、自分に
ぴったりのフレームサイズを選ぶことができま
す。PPSは弊社ウェブサイトwww.canyon.com で
利用できます。



一番低い位置にしたペダルにかかとを乗せた状態では
足が伸びきっていなければなりません

サドルの高さを調整するには、シートクランプを緩める
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 危険
カーボン製フレームのシートチューブでア
ルミのスリーブがない場合には絶対にグリ
スを塗らないでください。カーボン製シー
トポストの使用時には、金属製のフレーム
もグリスは厳禁です。カーボン製パーツは
一度グリスがついただけで、確実な締め付
けができなくなる場合があります。

 要注意
シートポストとフレームで、所定の最低差し
込み長が異なることがあります。その場合
は長い方の差し込み長に従ってください。

身体に合わせたフィッティング　 サドルの高さ

適正なサドルの高
さ
必要なサドルの高さは、クロスカントリーやマ
ラソン、ツーリングなどの場合、ペダルをこぐ動
作によって決まります。

重要：ペダルをこぐ時には、足の親指の付け根
の拇指球をペダルの軸上に乗せるのが、よい
こぎ方です。その状態で、クランクが一番下の
位置にあっても、脚が伸びきった状態になって
はいけません。サドルが高すぎると、この一番
低い位置を通過するのが難しくなり、ペダリン
グの動きが丸くスムーズにならなくなってしま
います。サドルが低すぎると、膝の痛みの原因
になります。ですから、次のような簡単な方法
を用いて、サドルの高さを検査しよう。検査に
は靴底が平らな靴を履いてください。

	y サドルに座って、一番低い位置にしたペダル
にかかとを乗せます。この状態では足が伸
びきっている必要があります。腰が斜めに
傾かないように注意してください。

サドルの高さを調節するには、シートクランプ
のボルトまたはクイックリリースを緩める必要
があります。（その前に「スルーアクスルの取
り扱い」の項を読んでおいてください。）シー
トクランプのボルトを適切な工具で反時計回
りに廻して緩めます。

シートポストについているマークよりも先まで
シートポストを引き出さないでください。シー
トチューブが長く、トップチューブよりも上まで
突き出ているタイプのフレームでは、シートポ
ストの先端が最低でもトップチューブの下まで
入るように差し込む必要があります。従って、
最低でも差し込みが10センチ以上必要となる
可能性があります。 



サドルの向きをトップチューブに合わせて、ねじれていな
いことを確認します

フレームに対してサドルをひねることができるか試して
みよう

37サドルの高さ 　身体に合わせたフィッティング

	y 緩めたシートポストの高さを調整します。シ
ートチューブの中に入る部分には常にしっ
かりとグリスを塗っておくようにしてくださ
い。（カーボン製のフレームおよびシートポ
ストを除く）シートポストがシートチューブの
中で簡単に滑らない場合でも、けっして無理
な力をかけないでください。不明な点があ
ったら、弊社のホットラインまたは弊社ホー
ムページ www.canyon.com にある問合せ
フォームを利用してください。
	y サドル先端の向きを、ボトムブラケットに向

かって見るか、トップチューブに合わせて、サ
ドルが真っ直ぐ前を向くようにします。
	y シートポストのクランプを締めます。締める

にはサドルクランプのボルトを時計回りに
廻します。それほど手に強い力を入れなくて
も、十分な固定作用が得られるはずです。
得られない場合には、シートポストがフレー
ムとうまく合っていない可能性があります。
自信がなかったり、疑問がある場合には、
弊社のホットラインか、弊社ホームページ 
www.canyon.com にある問合せフォーム
を利用してください。
	y シートポストがしっかりと固定されているか

確かめよう。サドルの前後を両手でしっかり
と押さえてひねってみます。サドルが回転し
なければ、シートポストは固定されていま
す。

 危険
シートクランプのボルトを強く締めすぎな
いように注意してください。ボルトを締めす
ぎるとシートポストやフレームが破損する
恐れがあります。事故の危険があります。

 注記
RockShoxのReverbなどのような伸縮式シ
ートポストでは、ハンドルからボタン操作ひ
とつでサドルの高さを変えることができま
す。メーカーの取扱説明書を読むか、弊社
のホットラインに問合せるか、弊社ホーム
ページ www.canyon.com にある問合せフ
ォームを利用してください。



最適な踏み位置：拇指球がペダルの中央にある時に
は、膝は軽く曲がった状態になる必要があります
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	y これで脚の伸び方がよくなったかどうか、再
度確認しましょう。足をペダルの最適な踏
み位置にもってゆきます。拇指球がペダルの
中央にある時には、膝は軽く曲がった状態
になってなければなりません。そうなってい
れば、サドルの高さは適切です。
	y また、その状態で確実に足が地面に届くか

も確認しておこう。届かない場合は、サドル
をもう少し下げる必要があります。 

スポーツ性の高いダートバイクやフリーライ
ド、ダウンヒルなどでは、サドルは非常に低く
下げて、後ろに傾斜させるのが普通です。詳
細は、「フリーライドバイクに関する注意事
項」の項にもあります。君のコーチや所属する
スポーツクラブの人に聞くか、弊社ホームペー
ジ www.canyon.com にある問合せフォーム
を利用してください。

 危険
最低ラインが見える所までシートポストが
引き出された状態では、絶対に自転車に乗
らないでください。シートポストが折れた
り、フレームが損傷する恐れがあります。シ
ートチューブがトップチューブよりも上に延
びているフレームでは、シートポストを最低
でもトップチューブないしシートステイの下
まで差し込むことをお奨めします。

 要注意
締め付けトルクを少しずつ（0.5Nmずつ）
規定の最大締め付けトルクまで上げてゆく
ようにして、こまめにコンポーネントが確実
に固定されているかどうかを確認してくだ
さい。メーカー指定の最大締め付けトルク
を超過しないようにしてください。

 注記
成長期の子供は、サドルの高さを2～3ヶ月
ごとに検査してください。



Aheadset®ステム

ハンドルの高さによって上半身の傾斜が決まります
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 危険
ステムは自転車の主要部品です。変更を加
えることにより、安全上の問題が生じる場
合があります。ステムおよびハンドルのボ
ルトは、適正に締め付ける必要があるので
注意してください。最大締め付けトルクは、
コンポーネント自体や、君のモデルのクイッ
クスタートガイド、またはコンポーネントメ
ーカーの取扱説明書に記載されています。
変 更を計 画中で疑 問がある人は、弊 社
のホットラインまたは弊社ホームページ 
www.canyon.com にある問合せフォーム
を利用してください。

 注記
同梱されているコンポーネントメーカーの
説明書も確認してください。

 要注意
ハンドルとステムの組合せは、ハンドルお
よびステムのメーカーが互換性を確認して
いるものを選んでください。

適正なハンドルの
高さ
ハンドルの高さによって上半身の傾斜が決まり
ます。ハンドルの取り付け位置が低いほど、上
半身が前に傾斜することになります。その方が
ライダーの受ける空気抵抗が減り、前輪に体重
をかけることができますが、強い前傾姿勢は
体力を消耗し、手首や腕、上半身やうなじへの
負担が増すため乗り心地も悪くなります。

AHEADSET®ステム/スレッドレス式
（Aheadset®は、Dia-Compe社の登録商標で

す。）

Aheadset®タイプのステアリングヘッドを搭載
する自転車では、ステムを利用してステアリン
グヘッドの調整も行います。ステムに変更を加
えた場合には、軸受を再調整する必要があり
ます。（これに関しては「ステアリングヘッド」
の項参照）高さを調節するには、スペーサーと
呼ばれる中間に挟まっているリングの構成を
変更するか、いわゆるフリップフロップタイプ
のモデルではステムを上下逆にすることが唯
一の方法です。



軸受を改めて調整し直したら、ステムのボルトをしっか
りと締めます

ステムの横にあるボルトをそれぞれ緩めます

スペーサーを外してステムを取り付け、外したスペーサ
ーはステムの上に乗せます
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 危険
ステムによって、長さや直径およびハンドル
クランプ内径の寸法にはさまざまなものが
あります。その選択を誤ると危険を招く場合
があります。ハンドルやステムが折れて、事
故の原因となる可能性があります。部品交
換時には、表示のある適切な純正部品のみ
を使ってください。

 注記
スペーサーの数を減らしたい場合には、ス
テアリングコラムを短くする必要がありま
す。そうすると、もう元に戻すことはできま
せん。そのため、その前傾姿勢が間違いな
く自分に合っていることが確実な場合に
のみ、変更を行うようにしてください。こ
の作業は専門業者に依頼してください。ス
テアリングコラムをカットする際に取り扱
いを誤ったり、誤った工具を使用したりす
ると、修復不能な、場合によっては危険を
伴う素材の損傷につながる恐れがありま
す。Canyonでは、不適切な取り扱いより生
じたステアリングコラムの損傷について一
切責任を負いかねます。その場合保証は消
滅します。弊社のホットラインに連絡する
か、弊社ホームページ www.canyon.com 
にある問合せフォームを利用するのが最善
の方法です。

 注記
ハンドルクランプの縁が鋭利になっていな
いように注意してください。不明な点があ
ったら、弊社のホットラインまたは弊社ホ
ームページ www.canyon.com にある問合
せフォームを利用してください。

身体に合わせたフィッティング　 ハンドルの高さ

	y ステアリングコラムの上についているプレシ
ャープラグのボルトを取り外し、キャップを
外します。
	y ステムの横にあるボルトをそれぞれ緩めま

す。ステムをフォークから抜き取ります。
	y これでスペーサーが外れるようになりまし

た。
	y Canyonのカーボンアッセンブリーペースト

をステムを固定する部分に少量塗ってくださ
い。
	y ステムをコラムの一番奥まで通して、取り外

したスペーサーをすべてステムの上に嵌めま
す。



ステムの前にあるボルトをすべて外します

ボルトを再び締めます
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 危険
君のCanyonマウンテンバイクにカーボン
製のステアリングコラムが搭載されている
場合（ステムのスリット内が黒または黒光り
しているのでわかります）には、細心の注
意が必要です。専門家に頼みましょう。 

 危険
ステムおよびハンドルのボルトは、規定の
トルクで締め付ける必要がありますので
注意してください。締め付けトルクが適正
でないと、ハンドルやステムが外れたり、
折れたりする可能性があります。重大な事
故につながる恐れがあります。最大締め付
けトルクは、コンポーネント自体や、君の
モデルのクイックスタートガイド、またはコ
ンポーネントメーカーの取扱説明書に記
載されています。不明な点があったら、弊
社のホットラインまたは弊社ホームページ 
www.canyon.com にある問合せフォーム
を利用してください。

 注記
ハンドルクランプの縁が鋭利になっていな
いように注意してください。不明な点があ
ったら、弊社のホットラインまたは弊社ホ
ームページ www.canyon.com にある問合
せフォームを利用してください。

ステムを裏返す場合には、さらにハンドルも取
り外す必要があります。

	y ハンドルを外すには、ステムの前方にあるハ
ンドルを固定するボルトを外して、ハンドル
を慎重に取り外します。
	y こちら側の固定部分にもCanyonのカーボン

アッセンブリーペーストを塗って、ステムを
裏返したらハンドルを再び固定します。
	y また、ハンドルをステムの中央に合わせてく

ださい。
	y ステムのクランプボルトはすべてトルクレン

チで所定値に従って締め付けてください。カ
ーボンアッセンブリーペーストを使用してい
れば、通常なら最大の締め付けトルクまで
締め付ける必要はありませんので注意して
ください。ボルトの締め付けは指定値より
も20～25パーセント低いトルク、たとえば指
定値が8Nmであれば6Nmの締め付けで十
分です。こうすれば素材への負担を軽くでき
ます。
	y 軸受を改めて調整し直します。
	y ステムが前輪と一直線になり、ハンドルが進

行方向に対して垂直になるように位置を合わ
せます。ステムの位置を合わせたらボルトを
締めて、ひねりテスト（「ステアリングヘッド」
の項参照）を行ってください。



ハンドルのグリップ部分とサドルの距離は前傾姿勢の
角度に影響を与えます

サドルの上面が水平になったままできるだけ動かないよ
うに
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サドル・ハンドル間
距離とサドルの調
整
サドルの位置は、走りの感覚や走行時の痛み
を防ぐために決定的なものです。

ハンドルとサドルの距離は、前傾姿勢の角度
に影響を与えるため、乗心地や走行性の変化
にもつながります。ハンドルとサドルの距離
は、サドルクランプをずらすことで、わずかなが
ら変更が可能です。ただし、シートポスト上で
サドルの位置を移動すると、ペダルの踏み方も
変わってきます。座る位置が後ろにずれれば、
その分だけ後方からペダルを踏むことになる
からです。

サドルが水平になっていないと、リラックスし
て走行することができません。常にハンドルで
身体を支えるか、ハンドルにつかまっていない
と、サドルから滑り落ちてしまうからです。

ボルトを締める時には、サドルの上面が水平に
なったまま動かないように注意してください。
サドルの調整は、自転車が水平な地面におい
てある状態で行ってください。

フルサスペンションのマウンテンバイクでは、
サドルの前部を少し下げて、軽く傾斜させた方
がよいことがあります。

 危険
シートポストのボルト類は、規定のトルク
で締め付ける必要がありますので注意して
ください。トルクレンチを使用し、最大締
め付けトルクを超過しないようにしてくだ
さい。最大締め付けトルクは、コンポーネン
ト自体や、君のモデルのクイックスタートガ
イド、またはコンポーネントメーカーの取扱
説明書に記載されています。 

身体に合わせたフィッティング　 サドル・ハンドル間距離とサドル
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サドルで調整が可能な範囲は、ごくわずかし
かありません。長さをもっと大幅に変更するに
は、可変式ステムやステムの長さを変えるとい
う方法があります。この方法なら、場合によっ
ては10cm以上の変更も可能です。ただしその
場合には、シフトケーブルやブレーキケーブル
の長さもそれに応じて変更する必要がありま
す。不明な点があったら、弊社のホットライン
または弊社ホームページ www.canyon.com 
にある問合せフォームを利用してください。

取り付けが終わったら、サドルの前後両端をつ
かんで交互に力をかけてみることにより、サド
ルが傾かないか確認してください。

 危険
サドルを絶対にサドルレールの湾曲してい
る部分では固定しないでください。必ずま
っすぐな部分で固定します。

 注記
サドルで調整が可能な範囲は、ごくわずか
しかありません。ステムの長さを変える方法
であれば、最大で十センチを超える距離の
変更が可能になります。ただしその場合に
は、各種ケーブルの長さもそれに応じて変
更する必要があります。このような改造を行
う際には、必ず専門の自転車整備工場に依
頼してください。質問や予約は、弊社のホッ
トラインに問合せるか、弊社ホームページ 
www.canyon.com にある問合せフォーム
を利用してください。



2本のボルトを交互に均一に締めてゆき、最大許容締め
付けトルクを絶対に超えないようにする

ボルトを締めたら、サドルが傾かないか確認
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 要注意
コンポーネント自体や、君のモデルのクイッ
クスタートガイド、またはコンポーネントメ
ーカーの取扱説明書に記載されている値
に合っているかどうか、毎月一回ボルトを
点検してください。

身体に合わせたフィッティング　 サドル・ハンドル間距離とサドル

サドルの位置と角度の修正

特許技術のクランプ　ボルト1本締めタイプ
および平行2本締めタイプ

特許技術を搭載するこのシートポストでは、サ
ドルの角度および水平方向の位置を固定する
ヘッドを、中央の六角穴ボルト1本または2本で
押さえています。ほとんどのシートポストは、
ボルトが2本並んで配置されています。

サドルの位置を調整するには、シートポストの
頭部にある1本ないし2本のボルトを緩めます。
ボルトは2～3回転だけ緩めます。それ以上緩
めると、クランプ全体がばらばらになってしま
うことがあります。サドルを水平方向に動かし
てサドル・ハンドル間距離を調整します。サド
ルを軽く叩くと動くことがよくあります。サドル
のレールについているマークに従って、その範
囲を守ってください。

好みの位置が決まったら、上下のクランプがサ
ドルレールにはまっているのを確認します。

ボルトを締め始めた時に、サドルおよび固定ク
ランプがシートポスト頭部にある区切りのひと
つに「はまる」ようにしてください。ボルトを少
しずつ締めてゆきます。

問題がなければ、トルクレンチでボルトを所定
値に従って締め付けてください。



両方のボルトを2～3回転だけ緩める

両方のボルトを交互かつ均一に規定の締め付けトルク
で締める

レールのマークされている範囲内で固定するように位
置を調整

45サドル・ハンドル間距離とサドル 　身体に合わせたフィッティング

前後一列に配置された2本のボルトで固定す
るクランプ

このタイプのクランプを搭載するシートポスト
では、サドルの角度および水平方向の位置を
固定するヘッドを、2本の垂直の六角穴ボルト
で押さえています。ボトルの1本はシートポスト
の後ろにあり、もう1本はシートポストの前か中
央にあります。

サドルの位置を調整するには、両方のボルトを
2～3回転だけ緩めます。それ以上緩めると、ク
ランプ全体がばらばらになってしまうことがあ
ります。サドルを水平方向に動かしてサドル・
ハンドル間距離を調整します。サドルを軽く叩
くと動くことがよくあります。サドルのレールに
ついているマークに従って、その範囲を守って
ください。好みの位置が決まったら、上下のク
ランプがサドルレールにぴったりとはまってい
るのを確認します。

推奨締め付けトルクを守ってください。ボルト
を締めたら、サドルの前後両端をつかんで交
互に力をかけてみることにより、サドルが傾か
ないか確認してください。 

 危険
シートポストのクランプがサドルレールの
規定の範囲内にくるように位置を決めてく
ださい。規定範囲がマークされていない場
合には、サイドレールの直線部分に固定す
るようにして、前と後ろの湾曲部には絶対
に固定しないでください。折れる危険があ
ります。 

 危険
サドルを交換する場合、シートポストが通
常は直径7ミリのサドルレール用に設計さ
れている点に注意してください。異なる仕
様のサドルレールを使用すると、シートポ
ストが折れて転倒事故につながる恐れがあ
ります。 



ステムの前についている六角穴ボルトを緩める

両方のボルトを規定の締め付けトルクで締める

指をブレーキレバーに乗せた状態で腕と手が一直線に
なるのが理想的

ブレーキレバーとシフトレバーを規定の締め付けトルク
で締める

46 身体に合わせたフィッティング　 ハンドルとブレーキレバー

ハンドルとブレーキ
レバーの調整
マウンテンバイクのハンドルは、両端にいくら
か角度がついているものが大多数です。ハン
ドルの位置を調整して、手首に無理のない、あ
まり外側にひねった状態にならないようにしよ
う。

ハンドルを回転させて位置を調整

	y ステムの前についている六角穴ボルトを緩
めます。
	y ハンドルを回転させて、好みのポジションに

してください。
	y ステムのクランプがハンドルの中央からず

れないように注意してください。
	y そしてボルトをトルクレンチでゆっくりと締

め直します。規定の締め付けトルクを守って
ください。最大締め付けトルクは、コンポー
ネント自体や、君のモデルのクイックスター
トガイド、またはコンポーネントメーカーの
取扱説明書に記載されています。ハンドル
の位置を直したら、ブレーキレバーとシフト
レバーも調整する必要があります。
	y レバーを固定している六角穴ボルトを緩め

ます。
	y ブレーキレバーおよびシフトレバーをハン

ドル上で回転させます。サドルに座った状態
で、指をブレーキレバーにかけてみてくださ
い。腕と手が一直線になっているかどうかチ
ェックしよう。
	y レバーのクランプを再び 締めて固定しま

す。
	y ハンドルがしっかり固定されていることを

確認するために、Canyonの前に立って、両
側のブレーキレバーを持ってハンドルを掴
みます。そしてぐっと力を入れて下に押した
時に、ハンドルが回ってしまってはいけませ
ん。回ってしまう場合は、固定用のボルトを
慎重に締め直してください。



バーエンドバーをつけると、ハンドルの持ち方のパター
ンが増えます

ボルトを必要な締め付けトルクで締める
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 危険
ステムやハンドル、エンドバー、ブレーキな
どのボルトは、規定のトルクで締め付ける
必要がありますので注意してください。締
め付けトルクが適正でないと、コンポーネ
ントが外れたり、折れたりする可能性があ
ります。重大な事故につながる恐れがあり
ます。最大締め付けトルクは、コンポーネン
ト自体や、君のモデルのクイックスタートガ
イド、またはコンポーネントメーカーの取扱
説明書に記載されています。 

 危険
バーエンドバーを垂直につけたり、後ろ向
きにつけないでください。転倒した時に負
傷の原因となることがあります。

 危険
ブルホーンハンドルで走行時は、停止する
までの距離が長くなりますので注意してく
ださい。ハンドルを持つ位置によって、ブレ
ーキレバーとの距離が遠くなります。

ハンドルとブレーキレバー 　身体に合わせたフィッティング

バーエンドバーをつけると、ハンドルの持ち方
のパターンが増えます。バーエンドバーは、ライ
ダーがダンシングと呼ばれる立ちこぎをしてい
る時に楽に掴めるような位置に合わせるのが
一般的です。そうするとバーエンドバーは地面
とほぼ平行になるか、約25度上向きの角度に
なります。 

	y ボルトを緩めます。ボルトは大体バーエンド
バーの下面または上面についています。1～2
回転緩めてください。
	y エンドバーを使いやすい位置まで回転させ

ます。左右のバーが同じ角度になるように注
意してください。
	y ボルトを必要な締め付けトルクで締め直し

ます。
	y しっかりと固定されているかどうかを確認す

るため、エンドバーを廻そうとしてみてくだ
さい。
	y カーボンハンドルにバーエンドバーを取り付

ける場合には、特殊なバーエンドキャップを
使用する必要があります。カーボンハンドル
の取扱説明書を必ず確認してください。ハ
ンドルのメーカーによってバーエンドバーの
使用を厳しく制約していることがあります。



ブレーキの握り幅

ブレーキレバーの握り幅調整
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 危険
ブルホーンハンドルで走行時は、停止する
までの距離が長くなりますので注意してく
ださい。ハンドルを持つ位置によって、ブレ
ーキレバーとの距離が遠くなります。

 危険
ステムやハンドル、ブレーキなどのボルト
は、規定のトルクで締め付ける必要があり
ますので注意してください。締め付けトル
クが適正でないと、コンポーネントが外れ
たり、折れたりする可能性があります。重
大な事故につながる恐れがあります。最大
締め付けトルクは、コンポーネント自体や、
君のモデルのクイックスタートガイド、また
はコンポーネントメーカーの取扱説明書に
記載されています。 

 危険
ブレーキレバーがハンドルバーにつくまで
引けてしまうような状態は許されません。
それよりも前の時点で制動力が最大に達
する必要があります。

 注記
ブレーキメーカーの説明書も確認してくだ
さい。

ブレーキレバーの
握り幅調整
ブレーキレバーの多くは、レバーとハンドルの
距離を調整できるようになっています。手が
小さいライダーのために、ブレーキレバーを掴
みやすいようにハンドルに近づけることがで
きます。ブレーキが効き始めるレバーの位置
も、指の長さに合わせて調整する必要があり
ます。 

	y ブレーキパッドが制動面に接触する位置を
確認してください。レバーを引き始めてすぐ
にその位置に達してしまう場合には、ブレー
キをずらす必要があります。握り幅を調整し
たい場合には、まずブレーキを調整するた
めに「ブレーキ」の項を参照してください。
修正しないまま握り幅を調整すると、ブレー
キが擦れる可能性があります。しかしそうで
はなく、レバーをストロークの半分以上引い
た時点でようやくブレーキが効き始めるよう
であれば、レバーの握り幅を狭くする余裕が
あります。
	y 通常は、ブレーキのホースがレバーに挿入さ

れている部分の近くに、小さなボルトがつい
ています。ボルトを締めてみてレバーが動く
かどうか確認してください。
	y 油圧式ブレーキの場合には、通常レバーに

アジャスターボルトがついています。このボ
ルトで位置を変更できます。
	y 好みの握り幅になったら、パッドが制動面に

触れるまでのレバーの遊びが十分にあるか
どうか確認してください。

身体に合わせたフィッティング　 ハンドルとブレーキレバー



ビンディングペダル

ビンディングペダル用のシューズ

49 ペダル

ペダル
どのような靴でもサイクリングに適しているわ
けではありません。自転車に乗るときに履く
靴は、靴底が硬いしっかりとしたものが好適
です。靴底が柔らかすぎると、ペダルが靴底を
通して足にあたり、足が痛くなる恐れがありま
す。かかとの部分の靴底はあまり幅が広すぎる
と、ペダルをこいだ時にフレームのステイにぶ
つかってしまい、自然な足の位置でペダリング
ができないのでよくありません。膝の痛みの原
因になる恐れがあります。

さまざまなタイプのペダルの仕組み

好ましいペダルとしては、脱着可能なメカニズ
ムで足をペダルに固定するビンディングペダル
と呼ばれるタイプのものがあります。足が固定
されているため、高速のペダリング時や凹凸
の激しい所を走行時にも、ペダルから足が滑っ
てしまうことがありません。また、足がしっか
りと固定されていると、ペダルを前後に動かし
たり引き上げることもできるので、ペダリング
の動きがスムーズになります。さらに、足の親
指の付け根の拇指球がうまくペダルの軸の上
にあたることや、ハンドルを切った時に誤って
足の先で前輪をロックしてしまうことがないと
いう利点もあります。 

 注記
ビンディングペダルには必ず専用のシュー
ズが必要になります。

 注記
ペダルメーカーの取扱説明書を読むか、弊
社のホットラインに問合せるか、弊社ホー
ムページ www.canyon.com にある問合せ
フォームを利用してください。



固定を解除するには、かかとを外側にひねります

靴底に組み込まれた小さな固定プレート（クリート）
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 危険
ペダルをクリートに引っ掛ける動作やペダ
ルに固定する動作、そしてかかとを外側に
ひねって固定を解除する動作を、最初は停
車した状態で練習してから、人のいない道
でさらに技術を磨こう。ペダルメーカーお
よびシューズメーカーの取扱説明書をよく
読んでください。自信がなかったり、疑問
がある場合には、弊社のホットラインか、
弊社ホームページ www.canyon.com にあ
る問合せフォームを利用してください。

ペダル

ビンディングペダルでは、専用のサイクリング
シューズがペダルと噛み合って固定されるよう
になっており、スキーのビンディングに似てい
ます。まずクリートの先端でペダルを回転させ
て、ペダルが水平になったところで踏み込んで
力をかけます。マウンテンバイクのペダルはほ
とんどが両面仕様になっていますので、ペダル
の向きを直す必要はありません。カチッという
音とともにシューズがペダルにはまる感触が伝
わってきます。その音がクリックとも聞こえる
ためドイツではクリックペダルとも呼ばれてい
ます。

固定を解除するには、かかとを外側にひねる
タイプが一般的です。初めて足をペダルに固
定・解除する練習をする時には、壁に寄りかか
るか、誰かに支えてもらってください。

ペダルのタイプによる機能面の違いは、形状
や解除角度、クリート固定力などの点にありま
す。膝の弱いライダーは、「足の遊び」があるペ
ダルを選ぶことをお奨めします。このタイプの
ペダルでは、シューズが固定された状態でかか
とを左右にある程度動かすことができるよう
になっています。

ビンディングペダルの中には、クリートが靴底
に埋め込まれていて、歩行時にも邪魔にならな
いものがあります。 



足はペダルを踏む時に自然な姿勢になっていることが
大切

ペダルのクリート固定力は自分の好みに合わせて調整
する

51 ペダル

調整と整備

ペダルのタイプによって技術仕様が大きく異
なる部分もあります。しかし、基本的な調整の
仕方はすべての仕様に共通です。 

	y シューズのクリート固定位置は、親指の付け
根の拇指球がペダルの軸の上にくることが
目安となります。
	y 足はペダルを踏む時に自然な姿勢になって

いることが大切です。自然な姿勢では、ほと
んどの人のかかとがいくらか内側に寄ってい
ます。
	y 固定用のボルトが常に硬く締まっていること

を確認する必要があります。クリートが固定
されていないと、ペダルから外れなくなりま
す。転倒の危険があります。
	y ペダルのクリート固定力を自分の好みに合

わせて調整してください。最初の内は弱くし
ておくのが賢明です。小さな六角穴ボルト
を廻して、脱着時のバネの強さを確認しま
す。
	y むき出しになっているバネや機械部分は定

期的にゴミを落としてオイルを注す必要が
あります。
	y クリートから異音がする場合には、クリート

とペダルが接する部分に少量のオイルを注
すことで解消できることがあります。
	y 定期的にクリートの摩耗状態を確認してく

ださい。ペダルに固定してもがたつくような
ときは、クリートか靴底がすり減っている可
能性があります。

 危険
ペダルと靴底にゴミや異物がついていない
ことを確認し、定期的に固定部分に注油し
てください。

 危険
ペダル脱着がスムーズにできなかったり、
クリートの摩耗が激しい状態だと、シュー
ズがペダルから勝手に外れたり、外れにく
くなったりして転倒の危険があります。 



ブレーキレバー

ディスクブレーキ

ブレーキをかけると重心が後ろから前に移動します

52

 危険
ブレーキに慣れるまではくれぐれも慎重に
行動しよう。非常時の急ブレーキの練習を
車の通らない場所で繰り返して確実にコン
トロールできるようにしておこう。それが公
道での事故の防止につながります。 

 要注意
濡れていると制動力が低下します。雨の日
は停止距離が長くなることを意識しよう。 

ブレーキ

ブレーキ
一般的なブレーキの用途は、Canyonで走行中
に交通状況に合わせて速度を調整することで
す。しかし、ブレーキを強く握ってCanyonを急
停止させる必要が生じることもあります。急ブ
レーキをかけるときに知っておかなければな
らないのが物理の法則です。ブレーキをかけ
ると重心が後ろから前に移動して、後輪が軽く
なります。ブレーキが強すぎると、乾燥したグ
リップの良い路面では、タイヤのグリップが失
われるよりも、後輪が浮き上がって自転車が前
転しそうになるのが先です。特に下り坂では、
その危険が大きいので注意してください。急ブ
レーキをかける際には、できる限り後方に体重
を移動してください。 

前輪と後輪のブレーキを同時にかける場合に
は、グリップの良い路面で重心が前に移動する
と、前輪のブレーキのほうがはるかに制動力
が強くなる点に注意してください。

左右のブレーキレバーの、前輪と後輪のブレー
キ本体との対応（左のレバーで前輪のブレーキ
が作動など）が異なることがあります。ブレー
キは、自転車に初めて乗車する前に、自分が使
いやすい配置に改造してもらおう。

ディスクブレーキでは、ブレーキをかけ続けた
り、擦れる状態が持続するとブレーキが過熱
状態になります。その結果制動力が低下した
り、まったくブレーキが効かなくなったりして、
重大な事故を招く恐れがあります。 

自分の走り方にこのような観点から問題がな
いかもう一度見直して、ブレーキは短い時間だ
けしっかりとかけるようにして、頻繁にブレー
キを解除する習慣をつけよう。過熱している心
配がある場合には、一旦停車してブレーキレバ
ーから手を離し、ブレーキディスクないしリム
が冷めるのを待とう。 



後輪のディスクブレーキ

53 ブレーキ

仕組みと摩耗 

レバーを引くと、固定されたブレーキシューが
回転しているブレーキ面に押しつけられて摩
擦が生じます。この摩擦によって車輪の速度が
落ちるのです。ブレーキシューをブレーキ面に
押しつける力と、互いに擦れ合う物体の摩擦
係数が重要になります。

水分や汚れ、油などが摩擦面につくと、摩擦
係数が変化します。雨天時にディスクブレーキ
の反応がやや遅く、ブレーキの効きも悪くなる
のはこのためです。摩擦によりブレーキパッド
が摩耗しますが、それはブレーキディスクも同
じです。擦れ合うふたつの物体の摩耗は、雨
天走行が多いほど進行が早まります。

 危険
油圧式ブレーキのホースに漏れがあるとブ
レーキがまったく効かなくなる恐れがあり
ます。漏れは直ちに修理してください。そう
しないと事故の危険があります。 

 注記
汚れが激しかったり、濡れていたりすると、
ブレーキの鳴きが発生することがありま
す。

 注記
部品交換時には、表示のある、そのブレー
キに合った純正部品のみを使ってくださ
い。 

 要注意
ブレーキディスクとブレーキパッドに、ワッ
クスやグリス、オイルなどの付着が一切な
いことを確認してください。一度オイルが
ついてしまったブレーキパッドから油を除
去することはできません。交換が必要にな
ります。



ディスクブレーキ

摩耗したブレーキパッドは交換が必要です

ブレーキレバーの握り幅調整
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 危険
ブレーキパッドやローターが汚れていると、
制動力が極度に低下する恐れがあります。
オイルなどの液体がブレーキにつかないよ
うに注意してください。自転車の掃除やチェ
ーンの注油の時などに注意が必要です。一
度汚れてしまったブレーキパッドはもうきれ
いになりませんので、交換が必要となりま
す。ブレーキディスクは、ブレーキクリーナ
ーを使うか、やむを得ない場合にはお湯と
洗剤を使って汚れを落としてください。

 注記
ディスクブレーキには、メーカーの詳細な説
明書が添えられています。説明書の内容を
よく読んでから、ホイールの取り外しや整備
作業をするようにしよう。

 注記
部品の交換時には、純正部品のみを使って
ください。

ブレーキ　ディスクブレーキ

ディスクブレーキの
点検と微調整
濡れているときのブレーキの効き方は、ディス
クブレーキの方がリムブレーキよりもはるかに
早く反応します。また、整備の必要性が比較的
少なく、リムが摩耗することもありません。ディ
スクブレーキの欠点は、濡れると音が出やすい
ことです。ブレーキを最善の状態で操作できる
ように、ディスクブレーキのブレーキレバーも、
手の大きさに合わせることができます。通常
は、そのための小さな六角穴ボルトがレバー自
体についています。

機能の点検
ホースや接続部に漏れがないかどうか、レバ
ーを引いた状 態で定期的に点検してくださ
い。油圧オイルやブレーキフルードが漏れて
いたら、直ぐに適切な措置をとってください。
漏れがあるとブレーキがまったく効かなくな
る恐れがあります。不明な点があったら、弊
社のホットラインまたは弊 社ホームページ 
www.canyon.com にある問合せフォームを
利用してください。
パッドの摩耗状態はキャリパーの下に突き出し
ているか、キャリパー上部ののぞき窓にある金
属の突起を見て確認します。突起部分がディス
クに約1ミリの距離まで近づいてきたら、メー
カーの説明書に従ってパッドを取り外し、良く
点検して、必要があれば交換する時期です。



SRAM製ブレーキのパッド点検―プレートは絶対にディ
スクに接触してはいけません

シマノ製ブレーキのパッド点検―プレートは絶対にディ
スクに接触してはいけません

ディスク

ブレーキパ
ッド

プレート

ブレーキパ
ッド

ディスク

プレート
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ディスクブレーキ

これらのモデルでは、ブレーキパッドの摩耗状
態が自動的に補正されます。乗車前には必ず、
レバーがハンドルにつくよりも前に、はっきり
と止まる点があることを確認してください。定
期的にブレーキパッドの厚みが十分であるか
どうかを点検してください。 
ブレーキメーカーによっては、同梱の輸送用パ
ッドスペーサーに切り抜きがあります。パッド
がその中に入るようになったら交換の時期が
来ています。 
交換用のパッドは純正品のみを使用し、ブレ
ーキメーカーの説明書に記載されている指示
に従ってください。少しでも不安がある人は、
この作業は専門業者に依頼してください。 

 危険
ディスクブレーキは制動時に非常に熱くな
ります。長い坂を下りてきた直後など、ブレ
ーキを頻繁に使用した後は、ローターやキ
ャリパーに手を触れないでください。 

 危険
接続部分が閉じていなかったり、ホースに
漏れがあったりすると、ブレーキの制動力
が大きく低下します。事故の危険がありま
す。システム系統に漏れがあったり、ホース
が折れていたりする場合には、専門業者に
見てもらうか、弊社のホットラインまたは
弊社ホームページ www.canyon.com にあ
る問合せフォームを利用してください。

 危険
サドルとハンドルを下にしてCanyonを輸送
しないでください。ブレーキがまったく効
かなくなる恐れがあります。

 注記
各社ウェブサイトに掲載されている注意事
項も確認してください：
https://www.rideformula.com
https://www.magura.com/en/EUR/
https://si.shimano.com
www.sram.com

 注記
ディスクブレーキのパッドが新品の場合に
は慣らしが必要で、最初はブレーキの効き
がよくありません。約30 km/hまで加速して
ブレーキをかけ停止する動作を30～50回程
度繰り返してください。 

 注記
ホイールを取り外した状態で、ブレーキレ
バーを引いてはいけません。両側のパッド
がくっついてしまって、ホイールを取り付け
られなくなります。ホイールを取り外した
ら、同梱のパッドスペーサーをパッドの間
に挟んでください。



外装変速機（ディレイラー）

リアディレイラー
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 注記
ギアチェンジ中はペダルから力を抜こう。そ
うすることでギアの切り替え動作が正確に
行われ、異音が発生することを防ぎ、摩耗
を減らすことができます。

 要注意
必ず先が細くなったズボンをはくか、ズボ
ンクリップなどを使用してください。幅の
広いズボンはチェーンやギアに巻き込まれ
て、転倒の原因となる恐れがあります。

変速機

変速機
変速機がCanyonについているのは、地形や出
したい速度に合わせて、自分の力を調整する
ためです。変速機があっても、力学的な仕事の
量が減るわけではありません。移動距離と速
度が同じであれば仕事の量も変わらないから
です。しかし、クランクを1周廻すのに必要な力
は変わってきます。簡単に言えば、ギアを低く
すれば急坂でもそれほど力を入れずに登るこ
とができるということです。ただし、そのかわ
りペダルを踏む頻度が上がります。

下りは、高いギアに切り替えます。クランク1回
転あたりの移動距離が長くなり、速度もそれ
に応じて速くなります。体力を温存するために
は、頻繁にギアを切り替える必要があります。
自動車と同じように、自転車に乗る人も自分の
「エンジン」をフル回転させなければ、最大の
能力を発揮することはできません。

平地での常識的なクランク回転数（ケイデン
ス）は、1分あたり60回転以上です。ロードレー
スの選手は、平地なら1分間に90～110回転程
度のケイデンスで走っています。登り坂ではも
ちろん回転数がいくらか減ります。それでもリ
ズム良くペダルを踏み続けて下さい。最近の
自転車は、ギアの段数が細かく分かれており、
操作もしやすくなっているので、効率の良い走
りをするための最善の条件が揃っています。ま
た、チェーンやカセットスプロケットの摩耗と、
膝の関節への負担も大幅に少なくなっていま
す。

チェーンを使った変速機は、自転車では最も
効率の良い伝動方式です。ディレイラーが良く
整備され注油状態も良好であれば、ライダー
がした仕事のおよそ97～98パーセントが後輪
に伝達されます。変速機の操作の面でも、ブ
レーキの制動力の点でも、まず申し分のない
高性能のものとなっています。

 危険
負荷状態でのギアの切り替えはやめよう。
チェーンの寿命が大幅に短くなります。ま
た、チェーンがチェーンステイとチェーンリ
ングの間に噛み込む（チェーンサック）恐れ
もあります。ペダルに思い切り力を入れてこ
いでいる時にギアを切り替えるのはやめて
ください。



シマノの押ボタン式シフター

SRAMの押ボタン式シフター

シマノのシフター
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歯が特殊な形状になっているスプロケットや、
柔軟性のあるチェーン、各段が正確に位置決め
されたシフトレバーなどのおかげで、ギアチェ
ンジも簡単です。変速機はほとんどの場合、現
在のギアの位置がハンドルに表示されるよう
になっています。

仕組みと操作

押ボタン式のシフターは、左右で仕組みが異
なります。ほとんどのタイプでは、大きなボタ
ンを押すと大きい歯車に切り替わります。ライ
ダーから見てハンドルよりも前にある小さなレ
バーを押すと、チェーンが小さい歯車に移りま
す。これは、右手の親指で大きなボタンを押し
てギアを切り替えたときには、ギアが軽くなる
ことを意味します。その一方で、左手の親指で
大きなボタンを押すと、大きなチェーンリング
に切り替えることになり、ギアは重くなるので
す。

負荷状態でのギアの切り替えによってチェーン
の寿命は大幅に短くなります。ペダルに思い切
り力を入れてこいでいる時にギアを切り替え
るのはやめてください。

シマノのシフターは親指と人差し指で操作し
ますが、SRAMのシフターは親指だけを使いま
す。いずれの場合にも、大きい方のレバーで大
きいスプロケットに切り替わるのは同じです。

シフトレバーからシフトケーブルを通じて、ギ
アの切り替え指示がディレイラーに伝達され
ます。するとディレイラーがシフトして、チェー
ンが隣のスプロケットに移動します。ギアの切
り替え操作で重要なのは、チェーンがスプロケ
ットの間を移動中は均一かつあまり力を入れ
ずにペダルをこぎ続けることです。スプロケッ
トには特殊なスライダーが組み込まれている
ため、負荷がかかっている状態でもギアの切
り替えには問題ありません。

 危険
ギアの切り替えを車の通らないところで練
習しよう。そうして各種のレバーの使い方
に慣れておくようにしよう。一般道でギア
チェンジの練習をすると、それに気を取ら
れて道路交通の危険を察知できない恐れ
があります。 



リアディレイラーのシフトケーブルのテンションを調整：
まずシフトケーブルを張っているボルトを緩めます

そうするとシフトケーブルを手で引っ張ることができる
ようになります
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 注記
誰かに後輪を持ち上げていてもらうのが、
切り替えの具合を試してみる簡単な方法
で、クランクを自分で回しながらギアを切
り替えてみます。

変速機　点検と微調整

変速機の点検と微調整

ディレイラーは出荷前にCanyonのチームが細
心の注意を払って調整してあります。しかし、
新車はしばらく乗っているとシフトケーブルが
初期伸びをして、ギアがうまく切り替わらなく
なることがあります。チェーンが大きいスプロ
ケットに上がりにくくなるのです。

リアディレイラー

	y ケーブルがシフトレバーまたはリアディレイ
ラーに入る部分にあるアジャスターボルトを
廻してケーブルのテンションを上げます。
	y テンションを上げたら必ず、チェーンがスム

ーズに隣の大きなスプロケットに上がるかど
うか確認してください。確認するには、クラ
ンクを手で回すか、Canyonに乗って走って
みる必要があります。
	y チェーンが楽に上がるようなら、小さいスプ

ロケットの方向にもスムーズに移行するかど
うか試してみます。完璧に調節するには、何
度も試してみる必要があります。



スプロケットを後ろから見た時に、リアディレイラーの
ガイドプーリが、正しいスプロケットの歯の真下にある
かどうかを確認

ディレイラーの可動範囲をアジャスターボルトで限定す
る

ディレイラー可動範囲アジャスターボルト
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ディレイラー可動範囲の調整

リアディレイラーやチェーンがスポークにぶつ
かったり、チェーンが一番小さなスプロケット
の外側に落ちてしまうことを防ぐため、アジャ
スターボルトによってリアディレイラーの可動
範囲は限定されています。通常の使用でこの範
囲が変化することはありません。

ただしCanyonが横転すると、リアディレイラー
やその固定部分が曲がってしまう恐れがありま
す。そのような事故があった時や、新しい後輪を
取り付けた時などは、ディレイラー可動範囲を
確認してください。

	y シフトレバーで一番高いギア（一番小さいス
プロケット）に切り替えます。そうするとケー
ブルは完全に弛緩状態で、チェーンが自然と
一番小さいスプロケットに掛かっている状
態です。スプロケットを後ろから見た時に、
リアディレイラーのガイドプーリが、そのス
プロケットの歯の真下にあるかどうかを確
認します。
	y 真下になっていない場合には、アジャスター

ボルトで位置を修正する必要があります。通
常リアディレイラーには、“ハイギア”を意味
するHおよび“ローギア”を表すLのマークが
ボルトについています。ここでいう高いギア
とは、ギア比が大きいという意味で、つまり
小さいスプロケットのことです。 
	y ボルトにマークがついていない場合には、試

してみるしか方法はありません。廻した回数
を数えながら、どちらかのボルトを廻してみ
て、その時のリアディレイラーの動きに注目
します。動かないとしたら、廻しているボル
トは逆側のボルトです。また同じ回数だけボ
ルトを逆に廻して元に戻します。
	y ボルトを右回りに廻すとプーリは内側に移動

し、逆に回すとプーリが外側に移動します。



リアディレイラーがスポークにぶつからないかどうか確
認
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 危険
ディレイラー可動範囲が適切でなかった
り、リアディレーラーの固定部分が曲がっ
ていたりすると、自転車が大きく破損し、
後輪がロックする恐れがあります。事故の
危険があります。

	y 一番大きいスプロケットに切り替えます。そ
の時にリアディレイラーがそのままスポーク
にぶつからないように注意が必要です。チェ
ーンが一番大きなスプロケットに掛かった
ら、さらにレバーを押してわざとギアを無理
に切り替えようとしてみてください。そして、
手でもリアディレイラーをスポークの方に押
してみます。この作業はホイールを回転させ
ながら行います。
	y この時にプーリケージがスポークに接触し

たり、チェーンがスプロケットを超えてホイ
ール側に落ちてしまうようなら、可動範囲を
狭くする必要があります。Lのマークがつい
たボルトを廻して、スポークにぶつかる可能
性が完全になくなるまで範囲を狭めます。
	y ここでプーリケージとスプロケットの位置関

係を見てください。ガイドプーリと一番大き
なスプロケットの間は、コマひとつないしふ
たつ以上の間隔が適切です。

 要注意
ディレイラーの調整は、熟練した整備工
でないと難しい作業です。自分でやりた
いという人 は 、変 速 機 メーカー の 取 扱
説明書も読んでください。変速機につい
て困ったことがあったら、弊 社のホット
ラインに問合せるか、弊社ホームページ 
www.canyon.com にある問合せフォーム
を利用してください。



プーリケージとスプロケットの距離を調節するには、ド
ロップアウトの正面側を押さえるボルトを廻す
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 危険
自転車が横転したり、後ディレイラーに何
かがぶつかったりした場合には、後ディレ
イラー自体や、ディレイラーハンガーと呼
ばれる後ディレイラーの固定部分が曲がっ
てしまい、スポークの中に突き出してしま
う恐れがあります。そのような事故があっ
た時はディレイラーハンガーの方向を点検
し、新しい後輪を取り付けた時は、ディレ
イラー可動範囲を確認のうえ、必要に応じ
てアジャスターボルトを調整してください。

 要注意
変速機やチェーンの調整作業が終わった
ら、必ず平坦で車の通らない所（駐車場な
ど）でCanyonの試乗を行ってください。調
整に問題がある場合、そのまま公道を走行
すると、走行中に不具合が生じて自転車の
操縦ができなくなる恐れがあります。

 要注意
リアディレイラーやフロントディレイラーを
新たに完全に調整するのは、熟練した整
備工でないと難しい作業です。調整を誤る
と、メカニズムの重大な破損を招くことも
考えられます。これに関しては変速機メー
カーの取扱説明書に従ってください。変速
機について困ったことがあったら、弊社の
ホットラインに問合せるか、弊社ホームペ
ージ www.canyon.com にある問合せフォ
ームを利用してください。

	y この距離を調節するには、リアディレイラー
についている、ドロップアウトの正面側を押
さえるボルトを使用します。このボルトを締
めて、望ましい距離をとります。確認のため
に、クランクを逆に回してみてください。チェ
ーンを逆に回してもガイドプーリがスプロケ
ットに接触してはいけません。
	y それでも距離が十分でなく、狭すぎてギヤ

の切り替えに支障をきたす場合には、あと
はチェーンをひとコマ縮める方法しかありま
せん。そうするとリアディレイラーの張りが
いくらか強くなります。ただし、チェーンを前
後共に大きな歯車に掛けても問題がないこ
とを確認する必要があります。ただ、このよ
うなギアはチェーンが極端な斜め掛けにな
るため、走行中に使用することはお奨めで
きません。

点検と微調整 　変速機

 要注意
変速機の調整を行った後は、必ず車の通ら
ないところで乗ってみてください。



Di2のリアディレイラー

操作スイッチ
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 危険
新しいDi2を使う時には、必ず車の通らな
いところで乗ってみてください。変速モード
を切り替えてみて、素晴らしいシフト性能
を試してみよう。

 注記
同梱されている変速機メーカーの取扱説
明書も読んでください。

SHIMANO DI2

Di2はシマノの高性能コンポーネントの電動版
です。ケーブルを機械的に引くのではなく、電
気信号をコードで伝達する方式です。リアとフ
ロントのディレイラーは小さな電気モーターに
よって作動します。Di2にはチェーンが斜め掛
けになっているとフロントディレイラーの位置
が自動的に調整されて摩擦音や不要な摩耗を
防ぐ機能もついています。

走行時には三種類のモードを選択できます。
そのうちの二つは半自動式の「シンクロシフ
ト」です。これは右のリアディレイラー用シフト
スイッチを切り替えるだけで、フロントディレイ
ラーも自動的に所定の組合せに従って二速ま
たは三速のチェーンリングが切り替わる方式で
す。三つ目のモードでは従来通りフロントとリ
アのディレイラーをそれぞれ左右のスイッチで
切り替えることができます。

さらに新しいのは、サービス用ツールによって
変速装置のプログラムを変更することが可能
になった点です。変速段数やシフトの速度を
プログラミングすることができます。希望によ
りCanyonでは各操作ボタンの機能をシステ
ム内で変更することが可能で、たとえばスイッ
チの機能を入れ替えたりすることができます。
そのためにはシマノの特殊な試験装置が必要
で、故障の診断にもこの装置を使います。

電源はフレームやシートポスト内に固定された
バッテリーを使います。

変速機　点検と微調整



システムインフォメーションディスプレイ

63

 注記
ア プ リ や ブ ル ー ト ゥ ー ス 接 続
で 設 定 を 行 う こ と も で き ま
す：http://e-tubeproject.shimano.com/

 注記
シマノのXTR Di2シンクロシフトに関
す る 詳 細 お よ び 機 能 解 説 ビ デ オ は 
www.shimano.comのXTR Di2のページに
あります。

操作

XT Di2とXTR Di2では従来のシマノのシフトレ
バーではなく、電子式のシフトスイッチを使い
ます。

マニュアルモードでは、基本的に機械式と同
じシフト操作になります。これまでのように上
または下のシフトレバーを奥まで押し込む必
要はなく、Di2では操作ボタンを軽くタッチす
るだけです。大きな歯車に切り替えるには下の
大きい方の操作ボタンを押します。

上にある小さな方の操作ボタンを押すとチェー
ンが小さい方の歯車に移動します。リアディレ
イラーでは一度に数段シフトすることができま
す。何段シフトするかはプログラミングにより
ます。

システムインフォメーションディスプレイのボ
タンを押せば二通りあるシンクロシフトモード
を切り替えられます。モードによってシフトす
るギアの段差が異なります。

シンクロシフトモードでは右の大きな操作スイ
ッチを押せばギアが軽くなり、その上にある小
さなスイッチを押すとギアが重くなります。リア
とフロントのディレイラーが連動しており、リ
アをシフトすると同時に必要に応じてフロント
のチェーンリングもシフトします。ライダーが考
えなければいけないのは、正しいシフト方向の
ボタンを押すことと、ペダルから少し力を抜い
てチェーンが次の段まで滑ってしまうことなく
シフトするようにすることだけです。

点検と微調整 　変速機



Di2のリアディレイラー
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 危険
バッテリーを長期間使用しない場合には、
十分に充電した状態（50%以上）で乾燥し
た涼しい場所に子供の手が届かないように
保存する必要があります。

 危険
バッテリーの充電には必ず同梱の充電器
を使ってください。

 注記
（空になった）バッテリーの充電には約1.5

時間かかります。

 要注意
三ヶ月に一度は充電残量を確認してくださ
い。保管時には必ず同梱の保護キャップを
バッテリーの端子部分につけておこう。

変速機　点検と微調整

バッテリー

バッテリーが新品で完全に充電されていれば
約800～1,000キロメートルの走行が可能で
す。バッテリーの残量が約25パーセントあれ
ば、あと200～250km程度ならまだ走れます。

バッテリーが少なくなるとフロントのディレイ
ラーがリアよりも先に動作しなくなります。こ
の状態になると、リアディレイラーで変速しな
がら走れるのはあと数キロメートルだけです。
できる限り早く充電してください。バッテリー
が完全になくなると最後に切り替えたギアで
リアディレイラーが止まります。そうなるともう
ギアを変えることはできません。 

時間が経つにつれてバッテリー容量が減って
ゆくため、可能な走行距離も短くなります。こ
れはやむを得ません。走行距離が自分の期待
に添うものでなくなったらバッテリーを交換す
るしかありません。

バッテリー残量はいつでも確認できます。操
作ボタンのどれかを最低0.5秒間長押ししてく
ださい。 

コントロールユニットのLEDがバッテリー残量
を表示します。
	y 緑が約2秒間点灯： 

バッテリー残量100 パーセント
	y 緑が5回点滅： 

バッテリー残量約50 パーセント
	y 赤が約2秒間点灯： 

バッテリー残量約25 パーセント
	y 赤が5回点滅： 

バッテリー残量なし



SRAMのバッテリー

SRAMのバッテリーを取り外して充電

SRAM Eagle AXSのロッカースイッチ
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SRAM Eagle AXS

SRAM Eagle AXSでは、ハンドルバーのロッカ
ースイッチを押すことで、リアディレイラーがシ
フトします。

低いギアにシフト（後ろのスプロケットを大き
く）するには、コントローラーのロッカースイッ
チを下方向に押します。高いギアにシフト（後
ろのスプロケットを小さく）するには、コント
ローラーのロッカースイッチを上方向に押しま
す。

ロッカースイッチを長押しすると、連続シフト
できます。SRAM AXSアプリを使えば、変速機
の様々な個人設定が可能です。

SRAMバッテリーを充電するには、リアディレ
イラーからバッテリーを取り外してください。
バッテリーを同梱の充電器で充電します。

詳細は www.sram.com にあります。

点検と微調整 　変速機



できるだけきれいな状態のチェーンのコマに、チェーン
オイルを塗布

布でチェーンの汚れと油を拭き取る
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 危険
潤滑油がブレーキディスクやブレーキパッ
ドにつかないように、くれぐれも注意してく
ださい。油がつくとブレーキが効かなくな
る恐れがあります。

 注記
環境保護のために、生分解性の潤滑油の
みを使用しよう。チェーンの潤滑油は走行
中常に少量ずつ地表に落ちてゆくからで
す。 

変速機　チェーン

チェーンの手入れ

注油すれば走りが良くなるというのは、今も昔
も変わらぬ鉄則です。しかし肝心なのは潤滑
油の量ではありません。いかにオイルをまんべ
んなく広げるかと、注油の頻度です。 

	y オイルのついた布を使ってチェーンを拭い
て、たまった汚れや油を取り除くことも、あ
る程度の周期で必要となります。特殊なチェ
ーン潤滑油を必ずしも使用する必要はあり
ません。
	y できるだけきれいな状態のチェーンのコマ

に、チェーンオイルやチェーングリス、チェー
ンワックスなどを塗布します。
	y 塗布するには、クランクを回しながらローラ

にオイルをたらしてゆきます。
	y 注油が終わったら、チェーンを数回廻してみ

ます。潤滑油がチェーンの内部まで浸透する
ように、Canyonをそのままにして数分間待
ちます。
	y 最後につきすぎた潤滑油をぼろ布で拭き取

っておけば、走行中に油が飛び散ったり、ゴ
ミがつきやすくなったりする心配がありませ
ん。



プロ用の摩耗測定スケール

チェーンの状態を点検
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 危険
ピンによるチェーンの連結状態が悪いと、
チェーンが切れて転倒事故につながること
があります。チェーンの交換は専門業者に
依頼してください。

チェーン 　変速機

チェーンの劣化

チェーンはCanyonに使用されている消耗部
品のひとつですが、その寿命はライダーの乗
り方によっても変わってきます。ですから、定
期的にチェーンの注油を行うようにしてくださ
い。特に雨天走行後は注油が大切です。チェー
ンがあまり斜め掛けにならないギヤをなるべ
く使うようにしよう。できるだけケイデンスを高
く（60～70回転/分以上）しよう。

MTBの外装変速機の場合、800キロメートル
程度の走行距離でチェーンが摩耗寿命の限界
に達してしまうこともよくあります。チェーンの
摩耗伸びが進むと、ギアが入りにくくなります。
また、スプロケットやチェーンリングの疲労も
激しくなります。このような部品の交換をする
となると、チェーンの交換よりも高くつきます。
ですから、チェーンの摩耗状態をこまめに確認
するようにしよう。

確認するには、前のギアを（装備されている
場合には）一番大きなチェーンリングに切り替
えます。チェーンを親指と人差し指でチェーン
リングからつまみ上げてみてください。チェー
ンリングから明らかに離れるようだと、コマの
摩耗伸びがかなり進行しています。新しいもの
に交換する必要があります。

チェーンの精密な検査には高精度の測定装置
があります。チェーンの交換は専門の知識を持
った人にやってもらいましょう。というのは、
最近のチェーンはマスターリンクがないタイプ
がほとんどだからです。エンドレス仕様になっ
ているため、特殊な工具が必要になります。自
転車店に行けば、君の変速機に合ったチェー
ンを選んで取り付けてもらえます。



タイヤの寸法と適正空気圧範囲

ホイール

リムの中にはリムテープが
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 危険
標準搭載されているタイヤとは異なる、幅
の広いタイヤや高いタイヤを取り付ける
と、低速走行時に足が前輪にぶつかる恐れ
があります。サスペンションが沈んだ瞬間
にホイールがロックする恐れもあります。事
故の危険があります。

ホイール　タイヤとチューブ

ホイール ― タイヤ・
チューブ・空気圧
ホイールは、Canyonと路面の接点となります。
ライダーの体重や荷物の重量、路面の凹凸な
どによって、強い負荷がかかります。ホイール
は細心の注意を払って製造され、振れ取りを
行って出荷されていますが、使用開始直後に
はスポークが初期伸びします。したがって100
～300キロメートル程度の短距離しか走行して
いない時点でも、ホイールを振れ取りし直す必
要が生じることがあります。この位の距離を走
ったら、ホイールの点検をこまめに行う必要が
ありますが、スポークテンションの修正が必要
になることはめったにありません。

ホイールは、ハブとスポーク、リムを組み立て
たものです。リムの上にはタイヤが取り付けら
れており、タイヤの中にはチューブが入ってい
ます。傷がつきやすいチューブを保護するため
に、スポークのニップルと、尖った部分のある
ことが多いリムの底面にリムテープが巻かれて
います。

新しいタイヤを取り付ける時には、現在使用中
のタイヤの種類と寸法を確認してください。タ
イヤの側面に書いてあります。表示には二種
類ありますが、ミリメートル単位の表示がより
正確な値です。57-622という数字は、エアーを
入れた状態でのタイヤの幅が57 mmで、（内）
径が622 mmであることを意味します。もうひ
とつの表示は、同じタイヤのサイズをインチで
表したもので、29 x 2.25となっています。これ
よりも大きなタイヤを使うと、フォークやフレ
ームにタイヤが擦れてしまうことがあります。
ですから、すでに取り付けられているタイヤの
サイズに合わせてください。



仏式バルブ

プラスチックキャップを外す

psi bar kPa
30 2.1 210
40 2.8 280
50 3.5 350
60 4.1 410
70 4.8 480
80 5.5 550
90 6.2 620

空気圧　単位：psi/bar/kPa

69タイヤとチューブ 　ホイール

タイヤが良好に機能するためには、適正な空
気圧で充填されている必要があります。適切
な空気圧とすることで、パンクにも強くなりま
す。特に、段差を通過した時にチューブが押し
つぶされるスネークバイト（リム打ちパンク）
は、空気圧が低すぎることが原因です。

メーカーの推奨空気圧は通常タイヤの側面
か型番ラベルに記載されています。空気圧の
値の低い方にすると、クッション性が増して乗
り心地良くなり、オフロード走行に最適です。
空気圧が上がるほど転がり抵抗は低下します
が、その一方で乗り心地が悪くなります。しか
し空気圧の高い硬いタイヤは、自動車道や状
態の良い未舗装道を走るのには最も適してい
ます。オフロードでは空気圧が低い方が転が
り抵抗や牽引が良くなる傾向にあります。

空気圧をイギリスの単位psi（pounds per 
square inch）で表示することがよくあります。
下の表は、一般的な値を換算したものです。

タイヤとリムだけでは空気を密封することはで
きません。例外：マウンテンバイクのチューブレ
スタイヤ。内部の圧力を維持するため、チュー
ブがタイヤの中に入っています。チューブには
バルブから空気を充填します。Canyonではロ
ードバイク用ともいわれる仏式バルブを採用し
ていますが、このバルブは現在ではあらゆるタ
イプの自転車に使われるようになっています。
バルブは、プラスチック製のキャップで汚れか
ら保護されています。 

 危険
5 bar以上の空気圧を入れることができる
タイヤは、クリンチャーリムに取り付ける必
要があります。

 危険
適正空気圧範囲を超えるエアーをタイヤに
入れることは厳禁です。タイヤが走行中に
リムから外れたり、破裂することも考えら
れます。転倒の危険があります。

 危険
標準搭載のタイヤよりも幅の広いタイヤを
使用すると、サスペンションフォークが最
大限沈み込んだ時に、タイヤがフォークの
クラウンに接触する可能性があります。

 危険
空気圧が低すぎる状態で走行すると、タイ
ヤがリムから外れる恐れがあります。



仏式バルブでは、バルブを緩める必要があります

バルブのアダプター
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 危険
トレッドがすり減ってしまったタイヤや、側
面が傷んでいるタイヤは、交換することを
お奨めします。湿気やゴミが侵入すること
によって、タイヤ内部の構造が破壊される
恐れがあります。

 危険
常に規定の空気圧のタイヤで走行し、一
定期間ごとに空気圧を確認するようにしよ
う。少なくとも一週間に一度は確認。

 危険
リムテープに問題がある場合には、すぐに
交換する必要があります。例外：Mavicのホ
イールシステムではリムテープが不要にな
っています。

 危険
タイヤに損傷があると、最悪の場合には不
意にチューブが破裂して事故につながる恐
れがあります。 

 注記
仏式バルブでは空気を入れる前にサムナッ
トを少し緩めてから、一瞬だけバルブの方
向に押して空気が漏れるのを確認する必
要があります。

 要注意
バルブの直径がリムの孔の大きさに合って
いて、バルブが常にまっすぐになっているこ
とを確認してください。

バルブによって直径が異なりますので注意して
ください。リムに合うバルブのついたチューブ
のみを使用してください。合っていないバルブ
を使用すると、突然空気が抜けて、事故の原
因となる恐れがあります。

仏式バルブではバルブの弁体がしっかり締ま
っていないと、僅かずつ空気が抜けてゆきま
す。細長いステムに弁体がしっかりと固定され
ていることを確認してください。

携帯用のポンプは、タイヤに高圧のエアーを入
れるには適していないものがよくあります。高
圧の充填に適しているのは、圧力計つきのフ
ロアポンプで、自宅で空気圧の検査に使用す
るタイプです。どのバルブのタイプにもアダプ
ターがあります。アダプターを使えば、仏式バ
ルブつきのチューブでもガソリンスタンドで空
気を入れられます。

ホイール　タイヤとチューブ



真円度を点検しよう

振れ取り台

71リムとスポーク 　ホイール

リムの真円度・スポ
ークテンション
スポークによってリムは車輪中央のハブに連
結されています。スポークテンションが均一に
なっていることが、真円度を出すためには大
切です。高速で段差を乗り越えたりスポーク切
れによって、個々のスポークのテンションが変
化すると、張力のバランスが崩れてリムに振れ
が生じます。走行中に自転車がふらついて異常
に気がついた時には、Canyonの機能にすでに
障害が生じている可能性があります。

 危険
振れのあるホイールでの走行はやめてくだ
さい。転倒の危険があります。ですから定
期的にリムの真円度を確認しよう。確認す
るには、車輪を地面から持ち上げて手で回
転させてみます。

 要注意
緩んだスポークはすぐに張り直す必要があ
ります。そのままにしておくと、その周囲に
ある他のコンポーネントにかかっている負
荷が、急激に増大します。

 要注意
ホイールの振れ取り（テンション修正）は高
度な技術が必要な作業ですので、専門業者
に依頼することをお奨めします。



クイックリリースレバーを開く

クイックリリースレバーを閉じる

スルーアクスルによる固定
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 危険
ホイールがしっかりと固定されていること
を乗る前に必ず確認しよう。万が一走行中
に車輪が外れたら、転倒してしまいます。

 注記
付属の説明書に記載されているフォークメ
ーカーの注意事項も必ず守ってください。

 注記
Canyonのマウンテンバイクにもスルーアク
スルが使われています。これについては「
スルーアクスルの取り扱い」の項参照。

 要注意
自転車をどこかに停めておく場合には、ク
イックリリースで固定されたホイールも、フ
レームと一緒に固定物に繋いだ状態で鍵
をかけよう。

ホイール　スルーアクスル

スルーアクスルによるホイールの固定

現在市販されているスルーアクスル製品には、
さまざまなものがあります。その中には、クイ
ックリリースで固定するタイプのものもありま
す。それ以外のタイプでは、取り付けや取り
外しに特殊な工具が必要となることがありま
す。

固定状態を一時間から二時間走行した時点で
点検し、その後は走行時間20時間ごとに確認
してください。



後輪を取り外す時は、リアディレイラーを手で軽く後ろ
に引く

後輪を取り外す前に一番小さなスプロケットに切り替え
る
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 危険
ブレーキディスクは熱くなることがありま
す。ローターが冷めるのを待ってからホイ
ールを取り外してください。

 注記
ブレーキメーカーおよび変速機メーカーの
取扱説明書を確認してください。

 要注意
ホイールを取り外したら、絶対に（ディス
ク）ブレーキのレバーを引かないでくださ
い。車輪を取り外したらパッドスペーサー
を必ず取り付けよう。

パンク 　ホイール

パンクの修理
パンクは自転車にはつきものです。しかしパン
クしたぐらいで、せっかくのサイクリングをあき
らめることはありません。タイヤやチューブの
交換に必要な工具と、予備のチューブかパン
ク修理キットさえ持っていれば修理できます。
クイックリリース式の車輪なら、チューブ交換
に必要なのはタイヤレバー2本とポンプだけで
す。車輪がナットで固定されている場合やロッ
キングスキュアーを使用してる場合には、この
他にそれぞれ対応するレバーやレンチが必要
になります。

車輪の取り外し

	y 油圧式ディスクブレーキの場合は、ホイール
を取り外したら、絶対にブレーキレバーを引
かないように注意してください。車輪を再び
取り付ける時には、キャリパー内でブレーキ
ディスクが擦れないことを確認しよう。ブレ
ーキをかけた直後のブレーキディスクには
絶対に手を触れないでください。非常に熱
くなっていますので火傷する恐れがありま
す。
	y 外装変速機のついた後輪を取り外すには、

その前にギアを一番小さなスプロケットに
切り替えておいてください。そうすれば、リア
ディレイラーが最も外側の位置に移動しま
すので、車輪を取り外す時に邪魔になりませ
ん。
	y「スルーアクスルの取り扱い」の項にある解

 説に従ってクイックリリースを開きます。クイ
ックリリースを開けてもまだホイールが引
き出せない時には、クイックリリースのナッ
トをもう数回転緩めます。
	y 後輪が取り外しやすくなるように、リアディ

レイラーを手で軽く後ろに引っ張ってくださ
い。



タイヤをリムの中央に向けて押し込む

タイヤを取り外す時のシマノとSRAMのリアディレイラ
ーの扱い方

タイヤレバーを差し込んでタイヤのビードをリムの外に
出す

タイヤからチューブを抜き取る

74 ホイール　パンク

	y シマノの変速機では、まずレバーでリアディ
レイラーのロックを解除します。そうすると
リアディレイラーを後ろに引っ張ることがで
きます。
	y SRAMの変速機では、リアディレイラーを取

付位置に引き込み、ボタンで固定する必要
があります。
	y Canyonを軽く持ち上げて、タイヤを軽く叩

けば、車輪が下に抜け落ちます。 

クリンチャータイヤの取り外し

	y バルブからキャップとリムナットを外し、空
気を完全に抜きます。
	y タイヤをリムの側壁から中央に向けて押し

込みます。全周にわたって押し込んでおくと
取り外しやすくなります。
	y タイヤレバーをバルブの左右5cmぐらいの

位置でタイヤの下に入れて、タイヤのビード
がリムのビード座の外にでるように持ち上
げます。レバーをこの位置で押さえておきま
す。
	y もう1本のタイヤレバーを、最初のタイヤレバ

ーから10cmぐらい離れたところで、リムとタ
イヤの間に差し込んで、やはりこちらもタイ
ヤのビードがリムの外に出るように持ち上げ
ます。
	y タイヤのビードの一部がビード座の外側に

出てしまえば、あとはタイヤレバーを全周に
わたってスライドさせることで、たいていの
場合ビードを完全に外すことができます。
	y これで、チューブを抜き取れる状態になりま

した。バルブがリムに引っ掛かったり、チュ
ーブを傷つけたりしないように注意してくだ
さい。
	y パンク修理キットメーカーの取扱説明書に

従ってチューブの穴をふさいでください。



リムの中にはリムテープが

バルブをリムの孔に差し込む

タイヤを手でリムに押し込む
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 危険
タイヤの繊維層に異物が突き刺さって破損
した場合には、念のためタイヤを交換して
ください。

 危険
リムテープに問題がある場合には、すぐに
交換する必要があります。

	y タイヤを取り外したら、リムテープの状態を
確認しておくことをお奨めします。リムテー
プは、むらや損傷、亀裂等がなく、スポーク
のニップルと穴をすべて覆っていなくてはな
りません。断面が空洞になったダブルウォー
ルリムでは、リムテープがリム底面全体を覆
っている必要があります。このタイプのリム
の場合は、織布製または固形樹脂製のリム
テープのみを使用することをお奨めします。
リムテープについて疑問がある場合には、
弊社のホットラインに問合せるか、弊社ホー
ムページ www.canyon.com にある問合せ
フォームを利用してください。
	y タイヤのもう片方のビードも必要であれば

簡単に外すことができます。

クリンチャータイヤの取り付け

タイヤを取り付ける時には、ゴミや砂などの異
物が内部に入ったり、チューブを傷つけたりし
ないように注意してください。

	y リムの片方のビード座をタイヤの中に入れま
す。こちら側のビードが完全にリムのビード
座の内側に入るように親指で押し込みます。
この作業はどのタイヤでも工具なしで可能
なはずです。チューブのバルブをリムのバル
ブ用の孔に挿入します。
	y チューブに軽くエアーを入れて、円形に膨ら

ませてから、タイヤの中にチューブ全体を入
れます。チューブに折り目がつかないように
注意してください。
	y タイヤを完全にリムにはめる作業は、バルブ

の反対側から始めます。親指を使いタイヤ
をリムの内側に押し込んでゆきます。
	y チューブがタイヤとリムの間に挟まって押し

つぶされてしまわないように注意してくださ
い。そのため作業の途中で何度も人差し指
でチューブをタイヤの中に押し込むようにし
ます。

パンク 　ホイール



チューブが挟まっていないように、タイヤを両側から押
す

リムラインがリムに沿って見える
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 注記
出先でパンクした場合には、ホイールを取
り外さず、チューブを完全に取り出さない
方法もあります。バルブはリムにつけたま
まにしておいて、まず空気が漏れている穴
を探します。そのためにチューブにエアーを
入れます。チューブを耳に近づけて動かし、
シューという音が聞こえる箇所を探しま
す。穴が見つかったら、タイヤの対応する箇
所を探して、その部分も確認してください。
まだ異物が刺さったままになっていること
がよくあります。何かが刺さっていたら取り
除きます。

	y タイヤの周に沿って、左右均一に作業を進
めます。作業が終わりに近づいたら、タイヤ
を思いっきり下に引っ張って、すでに取り付
けた部分がリム中央の凹みに落ちるように
します。こうしておくと、最後の部分をリムに
はめる作業がかなり楽になります。
	y もう一度チューブの位置を確認してから、手

のひらでタイヤをリムの内側に押し込みま
す。
	y うまく押し込めない場合には、タイヤレバー

を使う必要があります。タイヤレバーの丸く
なっている側がチューブに向くようにして、
チューブに傷をつけないように注意して下さ
い。
	y バルブをタイヤ内部に押し込んで、バルブが

タイヤのビードの下に挟まってしまわないよ
うにします。バルブがまっすぐになっていま
すか。もしバルブが曲がっていたら、タイヤ
の片側をもう一度外して、チューブの位置を
直す必要があります。
	y チューブがタイヤの下に挟まって押しつぶさ

れるのが心配な人は、タイヤに半分空気を
いれた状態で、タイヤを全周左右に（回転方
向に垂直に）もんでやります。その時に、リ
ムテープがずれていないかも確認すること
ができます。
	y ここでチューブに規定の空気圧でエアーを

入れます。エアーを入れることのできる最大
空気圧は、通常タイヤ側面に書いてありま
す。
	y タイヤがしっかりと嵌まっているかどうかを

リムラインとリムの縁を見て確認してくださ
い。大切なのは、リムラインのリムとの間隔
がタイヤの全周にわたって一定になっている
ことです。

ホイール　パンク



チューブレスタイヤをリムの中央に向けて押し込む
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 危険
取り付けに問題があると機能に支障をきた
し、場合によってはブレーキが完全に機能
しなくなる恐れがあります。ですから必ず付
属の説明書に記載されているメーカーの
指示に従ってください。

チューブレスタイヤの取り外し
（チューブレス/UST）

空気を完全にタイヤから抜いてください。タイ
ヤの側面を両手でリムの中央に向かって押し、
タイヤのビードがどちら側もリムから離れた状
態にします。バルブの反対側から始めて、タイ
ヤのビードを指でリムの側壁（ビード座）の外
側に出します。片側を完全に外に出してくださ
い。次にタイヤのもう片方のビードをリムから
外します。 

チューブレスタイヤの修理 
（チューブレス/UST）

チューブレスタイヤがパンクした時には、チュー
ブを入れて使用することもできます。その前に
タイヤに刺さっている物体を取り除いてくださ
い。バルブもリムから取り外します。軽くエア
ーを入れたMTBチューブをタイヤの中に入れま
す。上記の解説に従ってタイヤを取り付け、適
正な空気圧になっていることと、タイヤがリム
にしっかりと嵌まっていることを確認してくだ
さい。チューブレスタイヤは、市販のパンク修
理キットを使って内側から穴をふさぐことがで
きます。パンク修理キットメーカーの説明書に
従ってください。 

パンク 　ホイール



組み立ての前に石鹸水でタイヤのビードを濡らしておく

タイヤの側面に表示されている空気圧

タイヤの位置をチェックするためのリムライン
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 要注意
チューブレスタイヤを取り付けられるの
は、USTリム/USTホイール（Mavicなどのメ
ーカー製）に限られます。 

ホイール　パンク

チューブレスタイヤの取り付け 
（チューブレス/UST）

取り付けの前に、タイヤの内側およびビード部
分に汚れや潤滑油が付着していないことを確
認してください。両側のビードを組み立ての前
に全周にわたって石鹸水かマウンティングペー
ストで濡らしておきます。タイヤレバーは使用
しないでください。

手だけを使ってタイヤを押しリムに嵌めること
で、タイヤのビードが傷つくことを防ぎます。ま
ず片方のビードを全周にわたってリムのビード
座の内側に押し込みます。次にもう片方のビー
ドをリムの中に入れてください。タイヤをリム
の中央に合わせます。タイヤがリムベースに入
っていることと、バルブがタイヤの両側のビー
ドの中央に位置していることを確認してくださ
い。タイヤに最大可能な空気圧までエアーを入
れます。最大の空気圧は通常タイヤの側面に
書いてあります。

そうすると、タイヤがリムの所定の位置に落ち
着きます。位置が正しいかどうか、タイヤとリム
の境目の上にある細いリムラインを見て確認
します。リムラインは、リムとの間隔がタイヤの
全周にわたって一定になっているのが理想的
です。最後にバルブを使って、最大の空気圧か
ら次第にエアーを抜くことで空気圧を調節し
ます。適正空気圧範囲を守ってください。 



クイックリリースがしっかりと固定されていることを確
認する
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 危険
走り出す前に、ディスクブレーキが擦れな
いことを確認してください。ホイールの固
定状態を確認してください。取り付けたブ
レーキディスクにグリスなどの潤滑油がつ
いていないかどうか確認してください。必
ずブレーキのテストを行ってください。

 危険
タイヤの繊維層に異物が突き刺さって破損
した場合には、念のためタイヤを交換して
ください。

 危険
取り付けに問題があると機能に支障をきた
し、場合によってはブレーキが完全に機能
しなくなる恐れがあります。ですから必ず付
属の説明書に記載されているメーカーの
指示に従ってください。

パンク 　ホイール

車輪の取り付け

ホイールの取り付けは、ホイールを取り外した
時と逆の手順で行います。ホイールがドロップ
アウトないしフォークエンドにぴったりとはま
っており、フォークのブレードおよびフレーム
のステイの中央にきているかどうかを確認して
ください。クイックリリースがしっかりと固定さ
れていることを確認し（「スルーアクスルの取
り扱い」の項参照）、Vブレーキの場合にはブ
レーキもすぐに元に戻しておきます。



ステアリングヘッドの遊びを確認するには、わんの回り
に指を回し、ブレーキをかけた状態でCanyonを前後に
押してみる

ステアリングヘッドが滑らかに回ることを確認するに
は、前輪を持ち上げてスムーズに動くかどうかを確かめ
る
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 危険
ステアリングヘッドが緩んだ状態で走行す
ると、フォークとステアリングヘッドにかか
る負荷が非常に大きくなります。ステアリン
グヘッドが破損したり、フォークが折れたり
して、重大な事故につながる恐れがありま
す。

 危険
ステアリングヘッドの調整を行った後は、
前輪を足ではさんでハンドルをひねってみ
ることで、ステムが確実に固定されている
かどうか確認してください。ステムが緩ん
でいると、転倒の原因となる可能性があり
ます。

 要注意
ステアリングヘッドの調整にはある程度の
経験が必要ですので、この作業は専門業者
に依頼することをお奨めします。自分でや
りたいという人は、調整を行う前に、ステア
リングヘッドメーカーの取扱説明書を最後
までよく読んでください。

ステアリングヘッド
フォークやステム、ハンドルおよび前輪は、ヘ
ッドセットとも呼ばれるステアリングヘッドに
よってフレームに回動自在に軸支されていま
す。Canyonが安定してまっすぐ走行するため
には、この操縦部の回転が非常にスムーズで
ある必要があります。路面の凹凸による衝撃
によってステアリングヘッドには大きな負荷が
かかります。そのため、ヘッドセットが緩んだり
ずれたりする場合があります。

点検と微調整

	y ステアリングヘッドの上わんの周りに指を回
して、遊びがないかを確認します。
	y サドルに上半身で体重をかけながら、もう

片方の手で前輪のブレーキをかけた状態
で、Canyonを前後に強く動かします。
	y ステアリングヘッドに遊びがあると、上わん

が下わんに対して動くのが感じられます。
	y もうひとつの方法は、前輪を軽く地面から持

ち上げて落としてみる方法です。ステアリン
グヘッドに遊びがあると、そこからカタカタ
という音がします。 
	y ステアリングヘッドが滑らかに回転すること

を確認するには、片手でフレームを持ち上
げて、前輪が空中に浮いた状態にします。
ハンドルを左から右まで動かしてみます。前
輪が非常に滑らかに、どこかで止まることな
く、左右いっぱいまで振れるようになってい
る必要があります。中央位置のハンドルを指
で軽くたたいただけで自然に車輪が横に回
転するような状態でなくてはなりません。

ステアリングヘッド



ステムの横についているクランプボルトをトルクレンチ
で締め直す

前輪を押さえてハンドルをひねることができるか試して
みる

横についているクランプボルトを緩めてから上面に埋め
込まれている調整ボルトで遊びを調整する
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AHEADSET®ステアリングヘッド

このシステムの特長は、ステムをステアリング
コラムに差し込む方式ではなく、ステムでスレ
ッドレスタイプのステアリングコラムを挟んで
固定する方式を採用していることです。ステム
がステアリングヘッドを構成する重要な要素と
なっています。ステムのクランプによってステ
アリングヘッドの調整が固定されるようになっ
ています。
	y ステムの側面または後部にあるクランプボ

ルトを緩めます。
	y 上面に埋め込まれている調整ボルトを六角

棒レンチで慎重に少しだけ締めます。
	y ステムの方向をもう一度合わせて、直進時

にハンドルが斜めにならないようにします。
	y ステムの横についているクランプボルトをト

ルクレンチで締め直します。トルクレンチを
使用し、最大締め付けトルクを超過しないよ
うにしてください。最大締め付けトルクは、コ
ンポーネント自体や、君のモデルのクイックス
タートガイド、またはコンポーネントメーカー
の取扱説明書に記載されています。
	y 左の解説に従って遊びを確認してください。

ステアリングヘッドの調整もきつすぎないよ
うに注意してください。

最後に、Canyonの前に立って前輪を膝の間に
挟みます。ハンドルをつかんで、前輪を押さえ
たままひねってみます。ハンドルをひねること
ができる場合には、ステムのクランプボルトを
もう少し硬く締めてください。

 ステアリングヘッド

 危険
ステアリングヘッドの調整を行った後は、ス
テムが確実に固定されていることを確認し
てください。ステムが緩んでいると、重大な
転倒事故の原因となる可能性があります。

 危険
ステムのボルトをきつく絞めすぎると、ステ
アリングコラムが押しつぶされてしまうこ
とがありますので注意してください。

 要注意
調整ボルトを硬く締めてしまわないでくだ
さい。遊び調整専用です。



リアサスペンション

サスペンションフォーク

コンプレッションダンピングがばねの縮むスピードを遅
くする
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サスペンション
用語解説ーサスペンション

コンプレッションダンピング
調整用のボタンやダイヤルが青の場合が多
い。
ばねの縮むスピードを遅くすることです。非常
に高速な衝撃が加わった時にサスペンション
フォークが底つきすることを防ぎます。特にハ
イエンドのサスペンションでは、ハイスピード 

（強い衝撃＝ばねの縮む速度が速い）とロー
スピード（立ちこぎ時の浮き沈みなどのゆっく
りしたばねの縮み）のコンプレッションダンピ
ングに分かれています。

リアサスペンション（通称リアサス）
リアサスペンションとは、フルサスペンションタ
イプの自転車で後輪ステイ用のばねとダンパ
ーが一体化したものです。

サスペンションフォーク
可動式の部品によって衝撃を和らげる緩衝機
能つきの自転車のフォーク。最も一般的なの
はテレスコープ型のサスペンションフォークで
す。インナーチューブと呼ばれるのが、テレスコ
ピックフォークのクラウンに圧入やボルトで固
定された細い方のパイプです。アウターチュー
ブというのは、通常下側についているインナ
ーチューブが沈み込むようになっているパイプ
のことです。
パイプの上下が逆になったアップサイドダウン
フォークもあります。

ばね定数/スプリングレート
ばねを一定のストローク縮めるのに必要とさ
れる力。単位はニュートン/ミリメートル（N/
mm）またはポンド/インチ（lbs/in）。スプリン
グレートが大きいほど一定ストロークあたり
の反発力が大きくなります。エアサスの場合に
は、空気圧が高いことを意味します。

サスペンション　用語解説



ハンドルでロックアウト

フォークのリバウンドストローク ー 「サグ」

リアサスのリバウンドストローク ー 「サグ」

リバウンドダンピングがばねの伸びるスピードを遅くする
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プリロード
広く普及している空気ばね方式では、フォーク
の空気圧によってばね定数とプリロードが決ま
ります。メーカーの推奨値に従ってください。

コイルばねには一定の範囲内でプリロードを
かけることができます。そうするとサスペンシ
ョンが作動し始める荷重が大きくなります。し
かし、スプリングレートが変化するわけではあ
りません。体重の重いライダーがプリロードを
高くしても、スプリングレートが低すぎるのを
補正することはできません。

ストローク調節ー「トラベルアジャスト」
多くの場合つまみを廻すことでサスペンション
フォークのストロークを短くできるようになっ
ています。一旦ばねを奥まで押し込まないとス
トロークが短くならないフォークもあります。
後輪にもサスのついたフルサスペンションタイ
プでは、サスペンションの受けとなる部品を取
り外したり、ビスを緩めて位置を変更する方式
が一般的です。

ロックアウト
サスかハンドルにレバーがついている場合が
多い。
フォークまたはリアサスの動作を止める装置
のことです。アスファルトや平滑な路面でサス
が浮き沈みするのを防ぐことができます。オフ
ロードでのロックアウトの使用は厳禁です。

リバウンドストローク ー 「サグ」
静止状態でライダーが通常走行時と同じ姿勢
で乗った時にリアサスまたはフォークが沈むス
トロークの長さ。全ストローク長に対するパー
セント値で表すことが多い。ライダーごとに調
整が必要です。

プラットフォームサスペンション
このタイプのサスは（ロースピード）コンプレ
ッションダンピングが強く、浮き沈みを抑えま
す。ロックアウトとは違い、サスペンションの動
作を完全に止めるものではありません。

リバウンドダンピング
調整用のボタンやダイヤルが赤の場合が多
い。ばねの伸びるスピードを遅くすることで
す。自転車が浮き上がることを防ぎます。 

用語解説 　サスペンションフォーク



サスペンションフォーク

ハンドルでロックアウト
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 危険
Canyonのマウンテンバイクはすべて、標準
装備されているサスペンションフォークか、
それと同等のサスペンションフォークの使
用を前提に設計されています。ダブルクラ
ウンフォークやフォーク長の異なるフォー
クを使用することは認められていません。
使用した場合には保証を受ける権利を喪
失します。君のCanyonの大きな破損や破
断の原因となる可能性があります。事故の
危険があります。

 注記
フォークにはほぼ例外なくメーカーのわか
りやすい説明書がついています。その説明
書をよく読んでから、フォークの調整や整
備作業をするようにしよう。

 注記
本項冒頭にあるサスペンション用語解説も
読んでください。 

サスペンションフォ
ーク
自転車業界では、乗り心地と走行の安全性
を重視する傾向がますます顕著になっていま
す。Canyonのマウンテンバイクにサスペンショ
ンフォークが装備されているのもそのためで
す。オフロードや路面の状態が悪い場所での
Canyonの操縦性が向上し、衝撃による自転車
とライダーの負担が大きく軽減されます。さま
ざまな構造のものが市場には出回っています
が、サスペンションフォークで最も一般的なの
は、オートバイでよく使用されるサスペンショ
ンと同じ仕組みのテレスコピックフォークと呼
ばれるタイプです。

サスペンションフォークには、ばね部分の仕様
とダンパーの種類によってさまざまなものが
あります。ばねの素材にはスチールが使われ
るほか、空気を密閉した空気ばねもあり、これ
らを組み合わせて用いることもあります。 

ダンパーには、特殊な圧力室にオイルを充填し
て使用するのが一般的です。希ですが摩擦力
やエアーを使ったダンパーもあります。

長時間にわたって立ちこぎできつい登り坂を
上るような場合は、ダンパーの動きを止める 

（ロックアウト）ことをお奨めします。ラフな路
面の下り坂では、コンプレッションダンピング
をしっかりと開いておいたほうがよいでしょう。

サスペンションフォーク 　仕組み



サスペンションフォーク
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仕組み

前輪に衝撃が加わると、フォークのアウターチ
ューブが上に押し上げられます。アウターチュ
ーブは内側のインナーチューブの上をスライド
します。インナーチューブはボルトや圧入、接
着剤などでフォークのクラウンに固定されて
います。フォークが圧縮されると、内部にある
ばねが押されて縮みます。

このばねの作用で、衝撃を受けた後にフォー
クがまたスライドして伸び、元の位置に戻るの
です。これが理想的なばねだったら、瞬時に伸
びて元に戻るでしょう。ばねの伸びる動作を
制御し、フォークの飛び上がりを防ぐため、振
動を減衰するダンパーがフォークには内蔵さ
れています。ばね部分の仕様とダンパーの種
類によって、さまざまなサスペンションフォー
クがあります。ばねの素材にはスチールが使
われるほか、空気を密閉した空気ばねもあり、
これらを組み合わせて用いることもあります。

ばね定数の調節

サスペンションフォークが最善の性能を発揮
するためには、ライダーの体重や姿勢、自転車
の用途に合わせた調整が必要です。

原則として、自転車のサドルに座っただけで、
サスペンションフォークが軽く沈み込む必要
があります。これをリバウンドストローク（「サ
グ」）といいます。路面に穴があってもばねが
伸びることによりサスペンションフォークが凹
凸を吸収します。空気圧やプリロードが強すぎ
ると、サスペンションフォークがすでに完全に
伸びきった状態になっているため、その効果
がなくなります。タイヤが瞬間的に空中に浮い
た状態となり、安全性および乗り心地のため
に重要な機能が失われます。

ばね定数 　サスペンションフォーク

 要注意
サスペンションフォークはごく希な状況を
除いて底つきしないように設計および調整
されていなくてはなりません。ばねが柔ら
かすぎる（空気圧が低すぎる）と、強い衝
撃を感じるだけでなく、たいていの場合は
大きな音もします。この衝撃は、フォークが
急激に限界まで縮まることによって生じま
す。サスペンションフォークの底つきが頻繁
に発生すると、フォークおよびフレームが
いずれ破損・故障する恐れがあります。



ケーブルタイをインナーチューブに巻く 

ケーブルタイの動いた距離を見れば、使用したストロー
クがわかる

サスポンプを使ってスプリングレートを調整 

サスペンションフォーク・リアサスペンション用エアポン
プ
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クロスカントリーやマラソンのレーサーは、悪
路のオフロードを走ることが多いフリーライド
やダウンヒルのライダーよりもリバウンドスト
ロークを短く設定するのが普通です。サドルに
座ったときにサスペンションフォークが沈む量
は、クロスカントリーおよびマラソン用の自転
車では最大ストロークの10～25パーセント、オ
ールマウンテン・エンデューロ・フリーライドで
は20～40パーセントをお奨めします。

サグを測るには、サスペンションフォークの沈
み込む側の細いパイプについているゴム輪を
使うことができます。ゴム輪がついていない場
合には、インナーチューブにケーブルタイを巻
き付けてください。ケーブルタイが滑り落ちな
いもののまだ動かせる程度の強さで締め付け
ます。

エアサスペンションフォークでは、フォーク内
の空気圧によってばね定数を調整します。空
気圧は圧力計つきの高圧ポンプを使って、初
めて乗車する前に調整し、その後もライダーの
体重や携行品重量が変わった場合には修正す
る必要があります。
エアサスペンションフォークの多くは、参考値
となる表が貼付されています。自分の体重に
推奨された圧力でエアサスペンションフォーク
にエアを入れてください。

 注記
これは重要な作業ですのでひとつひとつ慎
重に行い、疑問がある場合には、弊社のホ
ットラインに問合せるか、弊社ホームペー
ジ www.canyon.com にある問合せフォー
ムを利用してください。

サスペンションフォーク 　ばね定数



コイルばねつきフォークのプリロード
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 危険
サスペンションフォークは、衝撃を吸収で
きるように、またそれを前提に設計されて
います。フォークが固定されていて動かな
いと、衝撃がそのままフレームに伝わって
しまい、ほとんどの場合フレームはそのよ
うな負荷に耐えられるようには設計されて
いません。したがってロックアウト（サスペ
ンションフォークを固定する機構）が搭載
されたフォークで、ロックアウト機能を使
用できるのは、平滑な路面（自動車道、未
舗装道）のみに限られます。悪路のオフロ
ードでの使用は厳禁です。

 注記
サスペンションフォークメーカーの取扱
説明書にある説明に従うか、弊社のホッ
トラインに問合せるか、弊社ホームページ 
www.canyon.com にある問合せフォーム
を利用してください。

 注記
自分に合った設定が見つかったら、後から
確認できるように最適な空気圧を書き留め
ておこう。

 要注意
初回乗車後およびその後も定期的にサス
ペンションフォークの設定と空気圧を点検
してください。サスペンションフォークが正
しく調整されていないと、サスペンションフ
ォークが十分に機能しなかったり、破損し
たりする恐れがあります。

いつも着るウェアを着用し（必 要に応じ携
行品を入れたリュックサックをしょって）
Canyonのサドルに座り、通常の走行姿勢をと
ってください。動かない物（手すりや壁など）
につかまって倒れないようにしよう。誰かに手
伝ってもらって、ゴム輪かケーブルタイをアウ
ターチューブの埃取りリングにぶつかるまで押
し下げてもらいます。

それ以上フォークが沈み込まないように自転
車から降ります。この状態でのゴム輪/ケーブ
ルタイと埃取りリングの間の距離がリバウンド
ストロークになります。その距離を全ストロー
ク長（メーカー公称値）と比較して、サスペンシ
ョンをさらに硬くないし柔らかく調整する必要
があるかどうかを判定します。

エアサスペンションフォークでは空気圧を調
整してください。

適正な設定値をメモしておき、その後も定期
的に点検してください。メーカーの推奨値を守
り、サスペンションフォークの最大空気圧を絶
対に超えないようにしてください。設定を変え
たら、試乗してみてください。

コイルばねを使用したフォークの多くは、狭い
範囲ですがばねの調節が可能で、クラウンの
上についているつまみを廻すことでプリロー
ドを調整できます。調整ができない場合や、
所望のリバウンドストロークにならない場合に
は、コイルばねを硬いものまたは柔らかいも
のに交換する必要があります。自信がなかった
り、疑問がある場合には、弊社のホットライン
か、弊社ホームページ www.canyon.com にあ
る問合せフォームを利用してください。

部品交換時には、表示のある適切な純正部品
のみを使ってください。設定を変えたら必ず、
できるだけさまざまな路面で試乗してみてく
ださい。



ロックアウトの作動

コンプレッションダンピングの調整ボタン

サスペンションフォーク ー ストローク調節
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試乗の後、ゴム輪/ケーブルタイの位置を確認
してください。その時の埃取りリングとの距離
が走行時に使った最大のストロークです。ゴム
輪/ケーブルタイがわずか数ミリしか動いてい
ない場合には、フォークの設定が硬すぎます。
空気圧を下げるか、コイルばねフォークではプ
リロードを減らします。コイルばねの場合に、
それでも改善しない場合には、ばねを交換し
てもらってください。

ゴム輪/ケーブルタイがパイプ全長にわたって
動いていたり、路面の状態が悪いところでフ
ォークが底つきする音が何度もはっきりと聞
こえるような場合にはサスペンションが柔ら
かすぎます。エアフォークでは空気圧を上げ
る必要があります。コイルばねフォークでは
スプリングを自転車専門店で交換してもらう
か、Canyonの整備工場に依頼してください。

ダンパーの調整

ダンパーの調整は内部のバルブによって行い
ます。このバルブを通るオイルの流れによって
サスペンションフォークの伸縮するスピードが
遅くなり、障害物通過後のサスペンションの 
「揺り戻し」を防止します。つまり障害物に対
するリアクションを最適化できるわけです。

リバウンドダンピングの調整ができるサスペ
ンションフォークでは（通常赤い）調整用ボタ
ンでばねの伸び速度（リバウンド）を調整する
ことができます。もうひとつの（通常青い）ボ
タンがついている場合には、ばねの圧縮速度 

（コンプレッション）を調整または/およびロッ
クアウト機能を有効にすることができます。

調整作業はまず、ダンパーを完全に開いた状態
（リバウンドおよびコンプレッションを「ー」に

合わせる）から始めます。ハンドルを両手で掴
んで前輪のブレーキをかけます。前輪のフォー
クに全体重を載せて寄りかかり、すぐにまた力
を抜きます。フォークは圧縮されたのとほぼ同
じ速度で伸びて元の状態に戻ります。

サスペンションフォーク 　ばね定数



調整することができるリバウンドダンピング

前輪のブレーキをかけながらフォークを押し下げる 
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 危険
フォークのダンパー（リバウンド）が強すぎ
ると立て続けにいくつもの障害物を通過し
たときにフォークが伸びなくなることがあ
ります。転倒の危険があります。

 危険
新しい前輪のタイヤを取り付ける場合は、
フォークが完全に圧縮された状態でもタイ
ヤがクラウンに擦れないことを確認してく
ださい。必要に応じてサスペンションフォ
ークのエアを完全に抜いてハンドルを思い
切り押し下げて確認してください。前輪が
ロックする恐れがあります。転倒の危険が
あります。

ダンパー　 サスペンションフォーク

次に赤い調整ボタンを「＋」の方向に一段廻し
ます。再度前輪のブレーキをかけた状態でフ
ォークを押し下げてすぐにまた手を離します。
今度はばねが伸びる速度がいくらか遅くなっ
たのがわかります。
一段ずつリバウンドダンピングを閉じてゆき
ながら、押しつけては手を離す動作を繰り返
してください。そうすることでリバウンドダンピ
ングの効果についての感触を掴むことができ
ます。
通常はリバウンドがいくらか減衰するものの、
伸び速度が遅くなりすぎないように調整しま
す。減衰によってばねの伸びがのろのろとした
動きになってしまうようではダンパーが明らか
に強すぎます。 
次に障害物（歩道と車道の段差など）の上を走
ってみてください。そしてサスペンションフォー
クが一旦圧縮されて伸びた後の揺り戻しが最
大でも二回になるようにリバウンドダンピング
を少しずつ閉じて（「＋」方向に廻して）ゆきま
す。設定を変えたときは必ずオフロードで試乗
して確認してください。
サスペンションフォークにさらにコンプレッ
ションダンピングが備えられている場合があ
ります。一般的なコンプレッションダンピング 

（ハイスピードコンプレッションダンピングと
いうサスペンションフォークもあります）は、高
速で障害物を通過する場合のばねの圧縮速度
を減速します。ばねの圧縮速度が速いとフォー
クが底つきしてしまうからです。
ダンパーが弱い方が反応は良くなりますが、場
合により段差などの障害物を高速で通過した
ときのサスペンションフォークの圧縮や立ちこ
ぎ時の浮き沈みが強くなりすぎることがあり
ます。ダンパーが強すぎるとサスペンションが
硬くなり、乗り心地が悪くなります。

「サグ」を前述の通り適正に調整し、通常の走
行時にはフォークが支障なく作動するものの、
過酷な条件下ではフォークの底つきが発生す
る場合には、コンプレッションダンピングをい
くらか強くすることができます。



フォークのインナーチューブはいつもきれいにしておこ
う
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 危険
調整用のボルトかもしれないと思って不用
意にボルトを工具で廻さないでください。
固定メカニズムが緩んでしまい転倒の原因
となる恐れがあります。通常調整用のつま
みは手で動かすことができるようになって
おり、どのメーカーでも目盛りや「＋」（強
いダンパー/硬いサスペンション）と「－」の
記号がついています。ウサギと亀が速度を
表している場合もあります。

 注記
サスペンションフォークメーカーの取扱
説明書にある説明に従うか、弊社のホッ
トラインに問合せるか、弊社ホームページ 
www.canyon.com にある問合せフォーム
を利用してください。

 要注意
サスペンションフォークが底つきする状態
での走行はやめてください。フォーク自体
およびフレームが損傷する恐れがありま
す。ばね定数は必ずライダーと荷物の重量
および走行条件に合わせて調整しよう。

 要注意
悪路のオフロードではロックアウト機能
を使用しないでください。使用できるのは
平滑な路面（自動車道、未舗装道）のみで
す。

サスペンションフォーク 　ロックアウトと整備

調整は一段ずつ変えてゆくようにしよう。コン
プレッションダンピングがきつすぎると、サス
ペンションフォークのストロークを最大限まで
利用できなくなるからです。コンプレッション
ダンピングの調節は意識的に常に細かい段階
で進めてゆく必要のある作業ですので、長い
時間を要する可能性があります。 

この場合にも一番下の段階、すなわち調整ボ
タン/調整ダイヤルを完全に「－」方向に廻した
状態から始めてください。

設定を変えたときは必ずオフロードで試乗し
て確認してください。

ダンパーの調整をする自信が無かったり、うま
くいかなかったりした場合には、サスペンショ
ンフォークメーカーの取扱説明書にある説明
に従うか、弊社のホットラインに問合せるか、
弊社ホームページ www.canyon.com にある
問合せフォームを利用してください。

ロックアウト

長時間にわたり立ち上がった状態（「立ちこ
ぎ」）できつい登り坂を上ると、通常サスペン
ションフォークが浮き沈みします。サスペンシ
ョンフォークにロックアウト機能が装備されて
いる場合には、ダンパーの動きを止めること
をお奨めします。平滑でない路面の（下り）走
行時には、ロックアウトを必ず解除してくださ
い。

Canyonのハードテイルバイクにはハンドルに
ロックアウト用レバーがついたものが多数あり
ます。Foxのサスペンションでは「クライムモー
ド」がロックアウトに相当します。

整備

サスペンションフォークは複雑なコンポーネン
トで、定期的な整備と手入れが必要です。その
ためサスペンションフォークメーカーのほとん
どはサービスセンターを設置しており、フォー
クの修理や定期点検（用途により毎年一回な
ど）を依頼することができます。 



清掃の後は認定された潤滑剤を少量塗布する

空気ばねの空気圧を定期的に点検
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常に心がけるようにしたい整備の基本ポイン
トをお教えします。

1. インナーチューブのスライド面と埃取りリン
グはきれいにしておこう。

2. サスペンションフォークが汚れたら、ライド
から帰ってすぐに水と柔らかなスポンジで
清掃する。

3. 自転車の洗車が終わったら、サスペンショ
ンフォークのインナーチューブにメーカー
認定の潤滑剤スプレーを少量噴霧するか、
油圧オイルをごく薄く塗る。そしてフォーク
を何回か伸縮させる。その次に乗る前に余
分な潤滑剤をきれいな布で拭き取っておこ
う。

4. 清掃時にスチームジェットクリーナーや強
い洗剤の使用は禁物です。サスペンション
フォークメーカーの取扱説明書にある説明
に従うか、弊社のホットラインに問合せる
か、弊社ホームページ www.canyon.com 
にある問合せフォームを利用してくださ
い。

5. 空気ばね式のフォークでは定期的に空気
圧を点検する必要があります。時間が経過
すると空気圧が下がることがあるからで
す。

6. コイルばね式のフォークではコイルばねを
定期的に清掃し、樹脂や酸を含まないグリ
スを塗ってもらうことをお奨めします。手入
れ用の特殊グリスを販売しているメーカー
もあります。必ずメーカーの推奨事項に従
ってください。これはサスペンションフォー
クサービスセンターの仕事です。不明な点
があったら、弊社のホットラインまたは弊
社ホームページ www.canyon.com にある
問合せフォームを利用してください。

サスペンションの構造は複雑です。サスペンシ
ョンの整備作業、特に解体作業はサスペンシ
ョンフォークメーカーのサービスセンターに依
頼しよう。

 注記
調整および整備に関する情報は下記の各
社ウェブサイトにもあります。
https://www.sram.com/en/rockshox
www.ridefox.com
www.srsuntour-cycling.com

 注記
サスペンションフォークは最低でも一年に
一度フォークメーカーのサービスセンター
に出してください。

 要注意
サスペンションフォークは、前輪がまき散
らす水やゴミが常にあたる位置にありま
す。自転車に乗った後は必ず、水をふんだ
んに使って布できれいにしよう。



リアサスペンション

空気ばね式のリアサスペンション

コイルばね式のリアサスペンション
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 注記
リアサスペンションには通常メーカーの説
明書があります。その説明書をよく読んで
から、リアサスペンションの調整や整備作
業をするようにしよう。自信がなかったり、
疑問がある場合には、弊社のホットライン
か、弊社ホームページ www.canyon.com 
にある問合せフォームを利用してくださ
い。

 注記
本項冒頭にあるサスペンション用語解説も
読んでください。 

 注記
これは重要な作業ですのでひとつひとつ慎
重に行い、疑問がある場合には、弊社のホ
ットラインに問合せるか、弊社ホームペー
ジ www.canyon.com にある問合せフォー
ムを利用してください。

フルサスペンション 　サドルの位置とばね定数

フルサスペンション
フルサスペンションタイプの自転車では、サス
ペンションフォークと同様、後部のステイも可
動式になっていて、やはりばねとダンパーを備
えたリアサスペンションがついています。これ
によりタイヤの路面との接触が増えるため、オ
フロードや悪路で自転車をコントロールしや
すくなります。自転車およびライダーへの（衝
撃）負荷が減るのがはっきりとわかります。

サスペンションには、ばね部分の仕様とダンパ
ーの種類によってさまざまなものがあります。
サスペンションは一般に空気ばね式またはコ
イルばね式（比較的希）です。ダンパーには通
常オイルが使用されます。タイプによってつい
ているピボットの数が異なります。

サドルの位置に関する注意事項

リアサスペンションの設定によっては、乗車時
にサドルが軽く後ろに傾くことがありますの
で、その点をサドルの角度を調節するときに考
慮する必要があります。座り位置が気になる
時は、通常よりもサドルの先端を軽く下げてみ
るとよいかもしれません。

ダートやフリーライド、ダウンヒルなどでは、サ
ドルをかなり低くし、後方に傾けて走行するこ
とがよくあります。



Oリングがダンパーの一番上にある

ダンパーのOリングが動いた距離が使用したストローク
を示す
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ばね定数の調節

リアサスペンションが最善の性能を発揮する
ためには、ライダーの体重や姿勢、自転車の用
途に合わせた調整が必要です。 

原則として、自転車のサドルに座っただけで、
リアサスペンションが軽く沈み込む必要があり
ます。これをリバウンドストローク（「サグ」）と
いいます。路面に穴があってもばねが伸びるこ
とによりリアサスペンションが凹凸を吸収しま
す。空気圧やプリロードが強すぎると、リアサ
スペンションがすでに完全に伸びきった状態
になっているため、その効果がなくなります。
タイヤが瞬間的に空中に浮いた状態となり、
安全性および乗り心地のために重要な機能が
失われます。 

クロスカントリーやマラソンのレーサーは、悪
路のオフロードを走ることが多いフリーライド
やダウンヒルのライダーよりもリバウンドスト
ロークを短く設定するのが普通です。サドルに
座ったときにリアサスペンションが沈む量は、
クロスカントリーおよびマラソン用の自転車
では最大ストロークの10～25パーセント、オー
ルマウンテン・エンデューロ・フリーライドでは
20～40パーセントをお奨めします。

サグを測るには、リアサスペンションの沈み込
む側の細いパイプについているゴム輪を使う
ことができます。ゴム輪がついていない場合
には、細い方のパイプにケーブルタイを巻き
付けてください。ケーブルタイが滑り落ちない
もののまだ動かせる程度の強さで締め付けま
す。

エアリアサスペンションでは、サスペンション
内の空気圧によってばね定数を調整します。
空気圧は圧力計つきの高圧ポンプを使って、
初めて乗車する前に調整し、その後もライダー
の体重や携行品重量が変わった場合には修正
する必要があります。エアリアサスペンション
の多くは、参考値となる表が貼付されていま
す。自分の体重に推奨された圧力でエアリア
サスペンションにエアを入れてください。

 危険
フルサスペンションのフレームは、リアサス
ペンションが衝撃を吸収できるように、ま
たそれを前提に設計されています。サスペ
ンションが固定されていて動かないと、衝
撃がそのままフレームに伝わってしまい、
ほとんどの場合フレームはそのような負荷
に耐えられるようには設計されていませ
ん。したがってロックアウト（サスペンショ
ンを固定する機構）が搭載されたリアサス
ペンションで、ロックアウト機能を使用で
きるのは、平滑な路面（自動車道、未舗装
道）のみに限られます。悪路のオフロード
での使用は厳禁です。

 注記
フルサスペンションタイプの自転車はサスペ
ンションのない自転車よりもボトムブラケッ
トハイトがかなり高くなっています。サドル
の高さを適正に合わせると、地面に足が届
かなくなるのが普通です。慣れるまではサド
ルを低くして、乗車と降車を練習しよう。



圧力を調整

コイルばねは調整用のサムリングを廻してプリロードを
調整 

94 フルサスペンション 　ばね定数

いつも着るウェアを着用し（必要に応じ携行
品を入れたリュックサックをしょって）自転車
のサドルに座り、通常の走行姿勢をとってくだ
さい。動かない物（手すりや壁など）につかま
って倒れないようにしよう。誰かに手伝っても
らって、ゴム輪かケーブルタイをアウターチュー
ブの埃取りリングにぶつかるまで押し下げても
らいます。

それ以上リアサスペンションが沈み込まない
ように自転車から降ります。この状態でのゴム
輪/ケーブルタイと埃取りリングの間の距離が
リバウンドストロークになります。 

その距離を後輪ステイではなくリアサスペンシ
ョンの全ストローク長（メーカー公称値）と比
較するか、目安としてばねが沈み込む真っ直ぐ
な部分ないし表面がスムーズな部分の長さを
測って、サスペンションをさらに硬くないし柔
らかく調整する必要があるかどうかを判定し
ます。

エアリアサスペンションでは空気圧を調整して
ください。

適正な設定値をメモしておき、その後も定期
的に点検してください。メーカーの推奨値を
守り、リアサスペンションの最大空気圧を絶対
に超えないようにしてください。設定を変えた
ら、試乗してみてください。

コイルばねを使用したリアサスペンションの
多くは、狭い範囲ですがばねの調節が可能
で、調整用のリングを廻すことでプリロード
を調整できます。調整ができない場合や、
所望のリバウンドストロークにならない場合
には、コイルばねを硬いものまたは柔らかい
ものに交換する必 要があります。弊 社のホ
ットラインに連絡するか、弊社ホームページ 
www.canyon.com にある問合せフォームを
利用してください。

部品交換時には、表示のある適切な純正部品
のみを使ってください。 



バルブには走行中常にバルブキャップをつけた状態に
しておく

ダンパーのOリングが動いた距離が使用したストローク
を示す
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 注記
サスペンションフォークメーカーの取扱
説明書にある説明に従うか、弊社のホッ
トラインに問合せるか、弊社ホームページ 
www.canyon.com にある問合せフォーム
を利用してください。

 要注意
初回乗車後およびその後も定期的にリア
サスペンションの設定と空気圧を点検して
ください。リアサスペンションが正しく調整
されていないと、リアサスペンションが十
分に機能しなかったり、破損したりする恐
れがあります。

 要注意
リアサスペンションはごく希な状況を除い
て底つきしないように設計および調整され
ていなくてはなりません。ばねが柔らかす
ぎる（空気圧が低すぎる）と、強い衝撃を
感じるだけでなく、たいていの場合は大き
な音もします。この衝撃は、リアサスペンシ
ョンが急激に限界まで圧縮されることによ
って生じます。リアサスペンションの底つき
が頻繁に発生すると、サスペンションおよ
びフレームがいずれ破損・故障する恐れが
あります。

バルブには走行中常にバルブキャップをつけ
た状態にしておいてください。設定を変えたら
必ず、できるだけさまざまな路面で試乗してみ
てください。試乗の後、ゴム輪/ケーブルタイの
位置を確認してください。その時の埃取りリン
グとの距離が走行時に使った最大のストロー
クです。 

ゴム輪がわずか数ミリしか動いていない場合
には、リアサスペンションの設定が硬すぎま
す。空気圧を下げるか、コイルばねリアサスペ
ンションではプリロードを減らします。コイル
ばねの場合に、それでも改善しない場合には、
ばねを交換してもらってください。

ゴム輪がパイプ全長にわたって動いていたり、
路面の状態が悪いところでリアサスペンション
が底つきする音が何度もはっきりと聞こえるよ
うな場合にはサスペンションが柔らかすぎま
す。エアリアサスペンションでは空気圧を上げ
る必要があります。弊社のホットラインに連絡
するか、弊社ホームページ www.canyon.com 
にある問合せフォームを利用してください。

ばね定数 　フルサスペンション



サスペンションのストローク変更

リアサスペンションのリバウンドダンピング

サドルを押し下げる
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 注記
Striveなどを買った場合は必ず補足的な取
扱説明書も読んでください。

 注記
サスペンションフォークメーカーの取扱
説明書にある説明に従うか、弊社のホッ
トラインに問合せるか、弊社ホームページ 
www.canyon.com にある問合せフォーム
を利用してください。

サスペンションのストローク変更

通常はフルサスペンションのリアサスに備えら
れた最大限のストロークを使って走行します。
そうすればライドを最大限楽しむことができ、
自転車を一番良くコントロールできます。

自転車の中には路面の状態に合わせてサスペ
ンションのストロークを変更できるものもあり
ます。

ダンパーの調整

ダンパーの調整は内部のバルブによって行い
ます。このバルブを通るオイルの流れによって
リアサスペンションの伸縮するスピードが遅く
なり、障害物通過後のサスペンションの「揺り
戻し」を防止します。つまり障害物に対するリ
アクションを最適化できるわけです。

リバウンドダンピングの調整ができるリアサス
ペンションでは（通常赤い）調整用ボタンでば
ねの伸び速度（リバウンド）を調整することが
できます。

もうひとつの（通常青い）ボタンがついている
場合には、ばねの圧縮速度（コンプレッショ
ン）を調整または/およびロックアウト機能を
有効にすることができます。

調整作業はまず、ダンパーを完全に開いた状態
（リバウンドおよびコンプレッションを「ー」に

合わせる）から始めます。サドルを両手で掴み
ます。サドルに全体重を載せて寄りかかり、す
ぐにまた力を抜きます。リアサスペンションは
圧縮されたのとほぼ同じ速度で伸びて元の状
態に戻ります。

次に赤い調整ボタンを「＋」の方向に一段廻し
ます。再度サドルを押し下げてすぐにまた手を
離します。今度はばねが伸びる速度がいくらか
遅くなったのがわかります。

一段ずつリバウンドダンピングを閉じてゆき
ながら、押しつけては手を離す動作を繰り返
してください。そうすることでリバウンドダンピ
ングの効果についての感触を掴むことができ
ます。

フルサスペンション 　ストロークとダンパー



リアサスペンションのコンプレッションダンピング
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 要注意
ストロークを短くした状態で悪路のオフロ
ードを走らないでください。特に下りは禁
物です。

ダンパー 　フルサスペンション

通常はリバウンドがいくらか減衰するものの、
伸び速度が遅くなりすぎないように調整しま
す。減衰によってばねの伸びがのろのろとした
動きになってしまうようではダンパーが明らか
に強すぎます。

次に障害物（歩道と車道の段差など）の上を走
ってみてください。そしてリアサスペンションが
一旦圧縮されて伸びた後の揺り戻しが最大で
も二回になるようにリバウンドダンピングを少
しずつ閉じて（「＋」方向に廻して）ゆきます。
設定を変えたときは必ずオフロードで試乗し
て確認してください。

リアサスペンションにさらにコンプレッション
ダンピングが備えられている場合があります。
一般的なコンプレッションダンピング（ハイス
ピードコンプレッションダンピングというリア
サスペンションもあります）は、高速で障害物
を通過する場合のばねの圧縮速度を減速しま
す。ばねの圧縮速度が速いとリアサスペンショ
ンが底つきしてしまうからです。

ダンパーが弱い方が反応は良くなりますが、場
合により段差などの障害物を高速で通過した
ときのリアサスペンションの圧縮や立ちこぎ時
の浮き沈みが強くなりすぎることがあります。
ダンパーが強くするとサスペンションが硬くな
り、乗り心地が悪くなります。

「サグ」を前述の通り適正に調整し、通常の走
行時にはリアサスペンションが支障なく作動す
るものの、過酷な条件下ではリアサスペンショ
ンの底つきが発生する場合には、コンプレッ
ションダンピングをいくらか強くすることがで
きます。

調整は一段ずつ変えてゆくようにしよう。コン
プレッションダンピングがきつすぎると、リア
サスペンションのストロークを最大限まで利用
できなくなるからです。 

コンプレッションダンピングの調節は意識的
に常に細かい段階で進めてゆく必要のある作
業ですので、長い時間を要する可能性があり
ます。

 危険
リアサスペンションのダンパー（リバウン
ド）が強すぎると立て続けにいくつもの障
害物を通過したときにリアサスペンション
が伸びなくなることがあります。転倒の危
険があります。

 危険
調整用のボルトかもしれないと思って不用
意にボルトを工具で廻さないでください。
固定メカニズムが緩んでしまい転倒の原因
となる恐れがあります。通常調整用のつま
みは手で動かすことができるようになって
おり、どのメーカーでも目盛りや「＋」（強
いダンパー/硬いサスペンション）と「－」の
記号がついています。

 危険
新しい後輪のタイヤを取り付ける場合は、
リアサスペンションが完全に圧縮された状
態でもタイヤがフレームに擦れないことを
確認してください。必要に応じてリアサス
ペンションのエアを完全に抜いてサドルを
思い切り押し下げて確認してください。後
輪がロックする恐れがあります。転倒の危
険があります。



リアサスペンションを水とスポンジで清掃

清掃の後は認定された潤滑剤を少量塗布する 
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 危険
サスペンションの構造は複雑です。サスペ
ンションの整備作業、特に解体作業はリア
サスペンションメーカーのサービスセンタ
ーに依頼しよう。

 要注意
悪路のオフロードではロックアウト機能
を使用しないでください。使用できるのは
平滑な路面（自動車道、未舗装道）のみで
す。

フルサスペンション　ロックアウトと整備

この場合にも一番下の段階、すなわち調整ボ
タン/調整ダイヤルを完全に「－」方向に廻した
状態から始めてください。

設定を変えたときは必ずオフロードで試乗し
て確認してください。

ダンパーの調整をする自信が無かったり、うま
くいかなかったりした場合には、サスペンショ
ンフォークメーカーの取扱説明書にある説明
に従うか、弊社のホットラインに問合せるか、
弊社ホームページ www.canyon.com にある
問合せフォームを利用してください。

ロックアウト
長時間にわたり立ち上がった状態（「立ちこ
ぎ」）できつい登り坂を上ると、通常リアサス
ペンションが浮き沈みします。リアサスペンシ
ョンにロックアウト機能が装備されている場
合には、ダンパーの動きを止めることをお奨
めします。平滑でない路面の（下り）走行時に
は、ロックアウトを必ず解除してください。

Canyonのバイクにはハンドルにロックアウト
用レバーがついたものが多数あります。Foxの
サスペンションでは「クライムモード」がロック
アウトに相当します。「クライムモード」ではサ
スペンションが非常に硬くなりますが、完全に
ロックはされません。

整備
リアサスペンションは複雑なコンポーネント
で、定期的な整備と手入れが必要です。そのた
めリアサスペンションメーカーのほとんどはサ
ービスセンターを設置しており、リアサスペン
ションの修理や定期点検（用途により毎年一
回など）を依頼することができます。 

常に心がけるようにしたい整備の基本ポイン
トをお教えします。 

1. ピストンロッドのスライド面はきれいにして
おこう。

2. リアサスペンションや後輪ステイ、特に軸
受部分が汚れたら、ライドから帰ってすぐ
に水と柔らかなスポンジで清掃する。

 要注意
リアサスペンションが底つきする状態での
走行はやめてください。リアサスペンション
自体およびフレームが損傷する恐れがあ
ります。ばね定数は必ずライダーと荷物の
重量および走行条件に合わせて調整しよ
う。



リアサスペンション・後輪ステイのボルトがすべてしっか
りと所定のトルクで締まっているかどうか定期的に点検

空気ばねの空気圧を定期的に点検
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 要注意
リアサスペンションは、後輪がまき散らす
水やゴミが常にあたる位置にあります。自
転車に乗った後は必ず、水をふんだんに使
って布できれいにしよう。

整備 　フルサスペンション

3. 自転車の洗車が終わったら、リアサスペン
ションのピストンロッドと軸受部分にメーカ
ー認定の潤滑剤スプレーを少量噴霧する
か、油圧オイルをごく薄く塗る。そしてリア
サスペンションを何回か伸縮させる。その
次に乗る前に余分な潤滑剤をきれいな布
で拭き取っておこう。メーカー推奨の潤滑
剤を使用してください。

4. 清掃時にスチームジェットクリーナーや強
い洗剤の使用は禁物です。

5. コイルばね式のリアサスペンションでは、
コイルばねとその下にあるピストンロッド
を定期的に清掃し、下にあるピストンロッド
にはメーカー認定のスプレーで注油するこ
とをお奨めします。必ずメーカーの推奨事
項に従ってください。

6. 空気ばね式のリアサスペンションでは定期
的に空気圧を点検する必要があります。時
間が経過すると空気圧が下がることがある
からです。

7. リアサスペンション・後輪ステイのボルトが
すべてしっかりと締まっているかどうかトル
クレンチを使い記載されている所定値に従
って定期的に点検してください。後輪ステイ
の軸受に横方向の遊びがないかどうか、ま
たリアサスペンションの軸受に縦方向の遊
びがないかどうか検査してください。

検査するにはサドルを持って自転車を持ち上
げ、後輪を横方向左右に動かしてみます。誰か
にフレームの前の部分を押さえておいてもらう
といいかもしれません。

リアサスの遊びがないかどうかを確認する
には、後輪を静かに地面に置いてからまた
軽く持ち上げ てみます。カタカタ異音がし
ないか耳を澄ましてください。遊びがあった
ら自分ですぐに遊びをなくすか、弊社のホッ
トラインに問 合 せるか、弊 社ホームページ 
www.canyon.com にある問合せフォームを
利用してください。

 注記
リアサスペンションは最低でも一年に一度
リアサスペンションメーカーのサービスセ
ンターに出してください。 

 注記
調整および整備に関する情報は下記の各
社ウェブサイトにもあります。
https://www.sram.com/en/rockshox
www.ridefox.com
www.srsuntour-cycling.com
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K.I.S. – KEEP IT 
STABLE
CanyonのMTBの中には、画期的なK.I.S.システ
ム（Keep It Stableの略）を搭載したモデルも
あります。

K.I.S.は、ステアリングコラムについているカム
リングが、フレームのトップチューブに設けら
れたアンカーポイントに連結されている一体
型のバネ機構です。ハンドルが中央位置から
左右に振れると、バネの力が働いて、ハンドル
を再び中央に戻そうとします。

このシステムは、両輪の振り切れを強制的に
阻止し、前輪の急激な切れ込みをフィルタし
て遮断するもので、アンダーステアを減らすの
にも役立ちます。その結果として、自転車をよ
り確実にコントロールできるようになります。

K . I . S .システムは 、ステアリング 操 作 の 安
定と、コントロール 性の改善 をもたらしま
す。K.I.S.は、君がハンドルをセンターに保てる
ように強制的にサポートするシステムです。

K.I.S.システムの調整

K.I.S.システムは自分のライドスタイルに合わせ
て調整可能です。安定性を追求するならサポー
トを最大に設定し、機敏な動きを重視するな
らサポートを減らします。

Canyonトルクレンチに4mmのヘッドを装着し
て、自転車のトップチューブにあるK.I.S.システ
ムの六角穴ボルトを1～2回転緩めます。

ボルトを完全に抜き取ってしまうと、メカニズ
ム全体がばらばらになってしまうことがありま
すので、絶対にやめてください。

ボルトを緩めたら、横にあるマークでK.I.S.シス
テムの設定を行います。
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 注記
K.I.S.システムについての詳細やビデオは、 
https://www.canyon.com/en-jp/cus-
tomer-service/mountain/spectral/spec-
tral-k.i.s.-2022---2023/にあります。

 要注意
K.I.S.システムの調整にはある程度の経験
が必要です。ですから、トルクレンチの取り
扱いに必要な知識と能力がある場合にの
み、この作業を行ってください。自分でや
りたいという人は、これは重要な作業です
のでひとつひとつ慎重に行い、疑問がある
場合には、弊社のホットラインに問合せる
か、弊社ホームページ www.canyon.com 
にある問合せフォームを利用してくださ
い。

設定には、K.I.S.アジャスターをスライドさせま
す。 

Canyonでは、まず－3～0に設定してみること
をお奨めします。

K.I.S.システムが機能することを確認するため
に、前輪を持ち上げ、手でハンドルを中心位置
から少し廻します。そしてハンドルから手を放
し、自転車の前輪を持ち上げたままにしてお
きます。K.I.S.システムが正しく設定されていれ
ば、ハンドルは自然に中心位置に戻るはずで
す。

設定ができたら、4mmのヘッドを装着した
Canyonトルクレンチで、自転車のトップチュ
ーブにあるK.I.S.システムの六角穴ボルトを
4 Nmで締めます。

 K.I.S.

https://www.canyon.com/en-jp/customer-service/mountain/spectral/spectral-k.i.s.-2022---2023/
https://www.canyon.com/en-jp/customer-service/mountain/spectral/spectral-k.i.s.-2022---2023/
https://www.canyon.com/en-jp/customer-service/mountain/spectral/spectral-k.i.s.-2022---2023/
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センター出し、工具を使ってハンドルとステ
ムの向きを中央に合わせる

自転車の前輪を軽く持ち上げてください。ハン
ドルが勝手にどちらか片方に廻ってしまう場
合には、コックピットのセンター出しが必要で
す。

前輪を下ろします。Canyonトルクレンチと
4mmのヘッドを用意します。

君のCanyonバイクのヘッドチューブ側面につ
いているカバーを外して置いておきます。

ヘッドチューブ側面のカムボルトを緩めます。
緩めるのは最大でも一回転半までにしてくだ
さい。カムボルトを決して完全に緩めてはいけ
ません。フレーム内部のメカニズムがばらばら
になってしまいます。
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前輪が動かないように押さえながら、ハンドル
を中央位置に合わせます。つまり、ハンドルが
前輪と直交するようにします。

サドルの後ろからトップチューブを見るか、ボ
トムブラケットシェルに向かって見て、ハンド
ルがねじれていないことを確認します。必要が
あれば、ハンドルの方向を再調整します。詳細
は「ステアリングヘッド」の項にあります。疑問
がある場合には、弊社のホットラインに連絡す
るか、弊社ホームページ www.canyon.com に
ある問合せフォームを利用してください。

もう一度前輪を軽く持ち上げてください。今
度はハンドルが中央位置から動かないはずで
す。

問 題 が な け れ ば 、前 輪 を 下 ろ し ま
す。CANYONトルクレンチを使って、カムボル
トを1,5 Nmで締めます。
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最後に、ヘッドチューブ側面のカバーを閉めま
す。

工具を使わないハンドルのセンター出し／
工具を使わずにハンドルの向きを中央に合
わせる

次に、工具を使わないセンター出し、つまり工
具を使わずにハンドルとステムの向きを中央
に合わせる方法を説明します。

前輪を軽く持ち上げてください。ハンドルが左
右のどちらかに少し動きます。

前輪を下ろします。そして、ハンドルを左右の
どちらかに最大限振って、ハンドルにぐっと力
を入れて下に押します。

K.I.S.
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 危険
トレイルで転倒した後など、出先でこの調
整を行った場合には、その後必ず自宅で工
具を使って上記の精密な調整をしよう。

ハンドルを中央に戻し、前輪を軽く持ち上げ
ます。今度はハンドルが中央位置から動かな
いはずです。

 K.I.S.



自動車での搬送
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 危険
ディスクブレーキのついた自転車を上下逆
さにして搬送しないでください。ブレーキ
系統に空気が入ってしまう可能性があり、
ブレーキが効かなくなります。事故の危険
があります。 

 危険
Canyonを上下逆さにして、ハンドルとサド
ルを下にして固定するようなキャリアを使
用しないでください。運搬中にハンドルや
ステム、サドルおよびシートポストに非常に
大きな負担がかかります。折れる危険があ
ります。前輪なしのCanyonをフォークで固
定するタイプのキャリアを使用しないでく
ださい。特にサスペンションフォークは、こ
のような固定方法によって折れる恐れがあ
ります。 

 要注意
Canyonのマウンテンバイクを、従来タイプ
のクランプを使った自転車キャリアで搬送
することは許されていません。断面積の大
きなフレームチューブを押しつぶしてしまう
恐れがあります。特にカーボン製フレーム
は修復不能になる可能性があります。外観
をみただけではわからない損傷が生じ、重
大な事故を招く恐れがあります。

 要注意
車内に積載する場合もCanyonを固定して
ください。固定されていない物体がある
と、事故時に搭乗者にぶつかる危険があり
ます。車内に積載する場合には、前輪また
は両輪を取り外さなければならないことが
よくあります。ホイールの取り外しに関して
は、必ず「ホイール」の項およびその中にあ
る「パンクの修理」を読んでください。 

CANYONバイクの
搬送
自動車で搬送

自動車でCanyonを搬送する方法はいくつかあ
ります。Canyonではトランクに積載して搬送す
る方法のみを推奨しています。

自転車をトランクに入れると場所を取りますが、
汚れや盗難、破損などの心配がありません。

	y ただし、ケーブルやライト、コードなどを始
め、特にディレイラーが損傷しないように注
意してください。Canyonを毛布などに包ん
で積載しましょう。Canyonの汚れが酷い場
合には、毛布などを下に敷いて、車内が汚れ
ないようにすることをお奨めします。
	y 自転車が滑って動かないように固定してくだ

さい。

ディスクブレーキのついたホイールを取り外し
たら、ブレーキレバーは引かないようにしてく
ださい。ブレーキパッドが押しつけられてしま
って離れなくなり、ホイールが取り付けられな
くなります。パッドスペーサーをキャリパーに差
し込んでおきましょう。それからブレーキレバ
ーを引いてゴムやベルトで固定します。

自転車をトランクに積載することができない
場合には、自動車用品店や自動車販売店に行
けば大体どこでも、自転車を分解しないで運
ぶことのできる自転車キャリアがあります。自
転車をルーフに取り付けたレールに乗せて、ダ
ウンチューブをクランプで挟んで固定するタイ
プが一般的です。

搬送



Canyon BikeGuard

Canyon BikeShuttle
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このところ人気が高まっているリアマウントタ
イプのキャリアの利点は、搬送のために自転
車を高いところに持ち上げる必要がないこと
です。キャリアの固定方法がフォークやフレー
ムを傷めないことをよく確認してください。折
れる危険があります。

キャリア購入時には、ドイツのGS規格などに
相当する、君の国の安全規格に準拠したもの
であることを確認してください。ドイツでは、
ドイツの道路交通法第22条に定められた承認
が自転車キャリアには必要です。

飛行機で搬送

Canyonを輪行して飛行機で移動する場合に
は、自転車をBikeGuardまたはBikeShuttleに
入れて梱包してください。

ホイールは、ホイール専用のバッグに入れてか
ら、ハードケースや段ボールに収納してくださ
い。目的地で自転車を走行可能な状態に戻す
ことができるように、トルクレンチと交換用ヘ
ッドなどの組み立てに必要な工具、そしてこの
説明書を持参するのもお忘れなく。

 　搬送

 危険
自転車の固定状態を出発前だけでなく、移
動中もひんぱんに点検してください。自転
車がルーフキャリアから外れると、周囲を
巻き込む事故につながる恐れがあります。 

 注記
キャリアの取扱説明書に記載されている許
容荷重および最高速度に従ってください。
最高速度が義務づけられている場合もあ
ります。 

 注記
自動車のライトやナンバープレートが自転
車で隠れてしまわないように注意して下さ
い。専用のサイドミラーを取り付けること
が義務づけられている場合もあります。 

 要注意
車高が高くなっていることに注意してくだ
さい。キャリアを含む車高を測って、その高
さをハンドルなどよく見えるところに貼って
おこう。 

 要注意
発送時にCanyonが適切に梱包されていな
かった場合には、運送中の損傷に対する補
償をCanyon Bicycles GmbHから受けるこ
とができなくなります。 



布と水でCanyonを洗車 

軽量構造パーツを点検しよう 
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 注記
チェーンステイの上側など、ケーブルが擦れ
そうな箇所はシールなどで保護してくださ
い。そうすれば、醜い引っ掻き傷や塗料の
剥がれを防ぐことができます。 

 要注意
近距離から高圧の水流やスチームジェット
クリーナーを使ってCanyonを洗わないで
ください。 

 要注意
自分で行うのは、十分な知識があり、必要
な工具が揃っている作業のみにして無理を
しないでください。 

手入れと点検につ
いての一般的注意
事項
Canyonの自転車は品質の高い製品です。しか
し、他のタイプの車輌と同様、Canyonもこま
めに手入れし、定期整備を専門業者に依頼す
る必要があります。

また、軽量構造の自転車は、主要コンポーネン
トを定期的に交換する必要があります。（「点
検・整備頻度」の項参照）そうしてはじめて、
確実にすべてのパーツが常に安全に機能する
ようになります。そうすれば、自転車での走行
を末永く安全に楽しむことができるのです。

CANYONの洗車と手入れ

汗や汚れ、路面凍結防止用の塩や海風の塩分
などがこびりつくとCanyonが傷みます。です
から、こまめな清掃とCanyonのあらゆるパー
ツを腐食から守る作業は、決して欠かすことの
ないいつもの習慣にしましょう。

Canyonの清掃にスチームジェットクリーナー
を使用しないでください。このような高速洗浄
機には重大な欠点があります。高圧で噴出さ
れる水流が強すぎるため、水がパッキンを通
過して軸受の内部にまで入ってしまうことがあ
るのです。潤滑剤が水で希釈されてしまい、摩
擦が増大して、腐食が始まります。その状態が
続くと、軸受の回転面が破壊されてしまい、回
転が甘くなります。スチームジェットによってシ
ール類が剥がれてしまうことも少なくありませ
ん。

手入れと点検



塗装面と金属面にワックスを塗る

清掃が終わったらチェーンに油を差しておこう
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 危険
清掃時には、ひびやひっかき傷、素材の湾
曲や変色などがないかよく見てください。
自信がなかったり、疑問がある場合には、
弊社のホットラインか、弊社ホームページ 
www.canyon.com にある問合せフォーム
を利用してください。傷んでいるコンポーネ
ントがみつかったらすぐに交換してもらい、
塗装の傷は補修してください。 

 危険
ワックスやチェーンオイルがブレーキパッド
やディスクにつかないようにしてください。
ブレーキが効かなくなる恐れがあります。
（「ブレーキ」の項参照）ハンドルやステ
ム、シートポスト、シートチューブなどで、締
め付け部分がカーボン製の場合には、グリ
スやオイルを塗らないでください。 

 要注意
ワックスを君のCanyonに塗る前に、あまり
目立たない場所に塗ってみて問題がないこ
とを確認してください。 

 要注意
オイルやグリスのがんこな汚れを塗装面や
カーボンから取り除くには、石油ベースの
洗浄剤を使います。アセトンや塩化メチル
等を含有する脱脂剤や、溶剤を含む非中性
洗剤や化学洗剤などは使用しないでくだ
さい。表面の腐食につながることがありま
す。 

水圧の高くない水を吹きかけるか、バケツの水
を使ったり、スポンジや大きなブラシなどで
洗車するのが、自転車を傷めない方法です。
手で自転車を洗うと、もうひとつ利点がありま
す。塗装の傷んでいる箇所や、部品の劣化、不
具合などの早期発見にもつながるのです。

Canyonが乾いたら、塗装面や金属面（ブレー
キディスクを除く）にはワックスを塗ります。ス
ポークやハブ、ボルト、ナットなどにもワックス
を薄く塗りましょう。あまり平らでないパーツ
は、ハンドスプレーで吹き付けるのが簡単で
す。ワックスを塗った面は柔らかい布で磨いて
光沢を出し、水をはじくようにしておきましょ
う。

自転車の掃除が終わったらチェーンを点検し
て、必要なら油を差しておくのがよいでしょう。 

（「変速機」の項の「チェーンの手入れ」参照）

 　手入れと点検



チェーンが一番小さいスプロケットに掛かった状態にし
ておこう

長期間の保管ではCanyonを吊り下げておく

定期的にタイヤの空気圧をチェック
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 危険
リムがカーボン製の場合は、リムで自転車
を吊り下げないでください。折れる危険が
あります。 

CANYONの置き場所と保管

シーズン中は、手入れさえこまめにしていれ
ば、Canyonをしばらく停めておく時にも、注意
しなければいけないことは（盗難防止対策以
外には）特にありません。Canyonは、乾燥し
た通気の良い場所に置いておくことをお奨め
します。

冬の間Canyonを保管しておくには、いくつか
注意が必要な点があります。

	y 保管期間が長くなると、チューブから次第に
空気が抜けてゆきます。空気の抜けたタイ
ヤの上にCanyonが乗った状態が長期間続
くと、自転車の構造によくありません。その
ため、ホイールまたは自転車全体を吊り下げ
ておくか、定期的にタイヤの空気圧を点検し
てください。
	y 上記の解説に従ってCanyonを清掃し、腐食

から守ってください。
	y サドルを取り外して、内部に侵入した水分を

乾燥させます。スプレーで細かい霧状にした
オイルを少量シートチューブ内に吹き付けま
す。（カーボン製のフレームを除く）
	y Canyonは乾燥した場所に保管してくださ

い。
	y フロントは（装備されている場合には）一番

小さいチェーンリング、リアも一番小さいス
プロケットにしておきます。こうすればケーブ
ルおよびばねの負荷が最小限に抑えられま
す。

 

手入れと点検
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 危険
特に軽量のコンポーネントは寿命が短いこ
とがあります。ですから、自分の安全のた
めにも「点検・整備頻度」の項に記載され
ているコンポーネントの定期点検を行い、
必要に応じて交換してもらってください。 

 注記
弊社ホームページ www.canyon.com に
は、簡単な修理や整備の作業を説明する
動画が多数掲載されています。ただし、
無理な作業はしないようにしてください。
自信がなかったり、疑問がある場合には、
弊社のホットラインか、弊社ホームページ 
www.canyon.com にある問合せフォーム
を利用してください。

 注記
Canyonを弊社のマイスター整 備工場に
送るために 梱 包する 必 要 がある 場 合 に
は、適切に梱包するように注意してくださ
い。Canyonを梱包する手順をひとつずつ
説明したビデオが弊社公式ホームページ 
https://www.canyon.com/en-jp/custom-
er-service/repair-spares-warranty/rebox-
ing.html にあります。

 要注意
部品の交換が必要になった場合には、必
ず純正品を使用してください。当初二年間 

（ な い し 保 証 期 間 中 ）に つ い て は
Canyonがすべての必要不可欠な交換部品
をご用意しております。ご用意できない場
合には同等ないし上級の交換部品を提供
します。

 要注意
Canyonでのライドを末永く楽しむために
は、定期的な整備が必要不可欠です。「点
検・整備頻度」の項に記載されている整
備間隔は、年間走行距離が750～1,500 km
の場合を前提とした目安です。走行量がも
っと多かったり、悪路やオフロードの走行
が多いと、自転車にかかる負荷が大きくな
りますので、点検間隔は短くなります。頻繁
な雨天走行や全般として雨の多い気候で
の使用時も同様です。 

整備と点検

初回点検
弊社の熟練技術者たちは、独自に作成した整
備項目リストに従って点検を実施します。乗り
始めてしばらくの間は、ホイールの初期振れ
が発生したり、シフトケーブルの初期伸びが生
じて、変速がうまくできなくなることがありま
す。また、走行距離によっては、摩耗のため修
理が必要となるパーツがでてくることもありま
す。パーツの交換が必要な場合には、担当者
が予めご連絡します。

年次定期整備
長く厳しいシーズンが終わったら、自転車を徹
底的に点検してもらうことをお奨めします。点
検は、君の自転車を知り尽くしている弊社の技
術者に是非お任せください。一年に一度の点
検は、君の自転車のタイプに合わせて、整備頻
度一覧表に従って専門の技術者が行います。 

Canyon安全チェック
年間の走行距離が1000kmを大きく下回る場合
には、整備の手間もそれに応じて少なくなりま
す。そのような方にぴったりなのがCanyon安全
チェックです。弊社のスペシャリストたちがその
ために特別に作成した整備項目リストは、通常
の年次定期整備よりも簡略化されていますが、
安全に関わる項目はすべて網羅されています。
このチェックを毎年シーズンが始まる前や、自
転車旅行に出かける前に済ませておけば、心置
きなく自転車ライドを満喫できること間違いあ
りません。 
待時間をできる限り短縮するために、事前に
予約をお願いします。

 　手入れと点検

https://www.canyon.com/en-jp/customer-service/repair-spares-warranty/reboxing.html
https://www.canyon.com/en-jp/customer-service/repair-spares-warranty/reboxing.html
https://www.canyon.com/en-jp/customer-service/repair-spares-warranty/reboxing.html
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点検・整備頻度
購入してからしばらく乗った自転車は、一定の
間隔で専門業者に整備してもらう必要があり
ます。下の表に記載されている整備間隔は、年
間走行距離が750～ 1,500km（年間走行時間

約50～100時間）の場合を前提とした目安で
す。走行量がもっと多かったり、悪路の走行が
多いと、自転車にかかる負荷が大きくなります
ので、点検間隔は短くなります。 

コンポーネント 点検項目 乗車前に
必ず確認

月一回 年1回 その他の 
間隔

ライト 点検 y

タイヤ 空気圧の点検 y

溝深さ・側壁の点検 y

ブレーキ 
（ディスク）

パッド厚測定 y

ブレーキホース 目視検査 

リアサス メンテ 

サスペンション
フォーク 
 

ボルト点検 

オイル交換・サービス 

フォーク 
（アルミ製・ 
カーボン製）

点検 
少なくとも2
年に1回

ボトムブラケ
ット 
 

軸受の遊び点検 

グリスアップ 

チェーン 
 

点検および注油 y

点検および交換 
750 キロメー
トル以上

クランク 点検および締め直し 

塗装 ワックス塗布 y
少なくとも 
半年に1回

yの印がついた点検項目は、手先が器用で、ある程度の経験があり、トルクレンチなどの適切な工具を持っていれ
ば、自分で実施できます。点検の結果不具合がみつかった場合には、すぐに適切な措置をとってください。質問や
不明な点がある場合は、弊社のホットラインに問合せるか、弊社ホームページ www.canyon.com にある問合せ
フォームを利用してください。
の印がついた作業は、最近の自転車の技術に詳しい専門業者（自転車整備の資格を持ったスタッフがいる自転
車店など）に依頼することをお奨めします。質問や不明な点がある場合は、弊社のホットラインに問合せるか、弊
社ホームページ www.canyon.com にある問合せフォームを利用してください。
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コンポーネント 点検項目 乗車前に
必ず確認

月一回 年1回 その他の 
間隔

ホイール／スポ
ーク

真円度・張力点検 y 
振れ取り・張り直し 

随時
ハンドルと 
ステム、カーボン 
およびアルミ

点検 
少なくとも2
年に1回

交換 
転倒後また
は3年

ステアリングヘ
ッド 
 

軸受の遊び点検 y 
グリスアップ 

金属面 ワックス塗布 
（ブレーキディスク除く）

y
少なくとも 
半年に1回

ハブ 
 

軸受の遊び点検 y 
グリスアップ  

ペダル 
 

軸受の遊び点検  
固定部分の清掃 y 

後ディレイラー／
前ディレイラー

清掃・注油 y 

クイックリリース 位置確認 y 
ボルト・ナット 点検および締め直し  
バルブ 位置確認 y 
ステム/ 
シートポスト

取り外してグリスアップ 
カーボンにはアッセンブリ
ーペースト 
塗り直し（要注意:グリス
不可）



ケーブル：変速機/
ブレーキ

取り外してグリスアップ  

yの印がついた点検項目は、手先が器用で、ある程度の経験があり、トルクレンチなどの適切な工具を持っていれ
ば、自分で実施できます。点検の結果不具合がみつかった場合には、すぐに適切な措置をとってください。質問や
不明な点がある場合は、弊社のホットラインに問合せるか、弊社ホームページ www.canyon.com にある問合せ
フォームを利用してください。
の印がついた作業は、最近の自転車の技術に詳しい専門業者（自転車整備の資格を持ったスタッフがいる自転
車店など）に依頼することをお奨めします。質問や不明な点がある場合は、弊社のホットラインに問合せるか、弊
社ホームページ www.canyon.com にある問合せフォームを利用してください。



Canyonのトルクレンチ

取り付けにはCanyonトルクレンチを使う
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 注記
最大締め付けトルクは、コンポーネント自
体や、君のモデルのクイックスタートガイ
ド、またはコンポーネントメーカーの取扱
説明書に記載されています。不明な点があ
ったら、弊社のホットラインまたは弊社ホ
ームページ www.canyon.com にある問合
せフォームを利用してください。

推奨締め付けトルク

推奨締め付けトルク

 危険
Canyonの走行の安全を確保するために
は、各コンポーネントのボルト締め付け時
に細心の注意が必要で、その締め付け状
態を定期的に点検する必要があります。こ
の作業に最適なのは、望ましい締め付けト
ルクに達した瞬間に空回りするタイプのト
ルクレンチです。必ず、締め付けトルクを弱
い状態から徐々に最大締め付けトルクまで
上げてゆくようにして、コンポーネントが確
実に固定されているかどうかを確認する方
法は、各項の解説に従ってください。締め
付けトルクの範囲がわからないパーツは、
締め付けトルクを少しずつ上げてゆくよう
にして、こまめに各項の解説に従ってコン
ポーネントが確実に固定されているかどう
かを確認してください。最大締め付けトル
クを絶対に超えないようにしてください。 

 要注意
ブレーキに関する作業をする時には必ずブ
レーキメーカーの取扱説明書を読んでくだ
さい。 



ドイツの認証マークつきヘッドライト

ドイツの認証マークつきテールランプ
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法律で定められた
要件
君の自転車でドイツの一般道を走行するため
には、国の条例で定められた規定に準拠する
装備が必要です。異なる国で自転車を購入使
用する場合には、その国で現行の規定を自転
車専門店で教えてもらおう。

交通に参加する自転車利用者には、原則とし
て自動車運転者と同じ規則が適用されます。
その国の道路交通法規定を学ぼう。

自転車で公道を走るためには、自転車がその
国の規定に準拠した仕様になっている必要が
あります。特にその対象となるのが、リフレク
タとライトの装備です。公道を走るために守ら
なければいけない法律の規定にどのようなも
のがあるかよく調べてください。

 危険
自分の安全のためにも、日が陰り始めたら
ライトを点灯しよう。視界が悪いのにライト
やリフレクタなしで走行すると、重大な事故
や身体と生命に関わる不測の事態に至る
恐れがあります。 

 危険
ライトに汚れがなく確実に機能することを
日頃から確認しておこう。特に電池やバッ
テリー式ライトの場合には、出発前に電池
の残量を確かめてください。 

 注記
走行に関するこの他の重要なアドバイスは
「本取扱説明書について」の項にありま
す。 

 注記
弊社ホームページ www.canyon.com でも
各種ライトをメールオーダーで注文できま
す。注文するライトが君の国で使用を許可
されているどうか確認してください。

 注記
ペダルのリフレクタは種類が多すぎるた
め、Canyonではご用意できません。この点
に関してはペダルメーカーの国内代理店に
お問い合わせください。連絡先はインター
ネットで調べることができます。 



常に所定の用途に合わせて自転車を使ってください
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 注記
各コンポーネントメーカーの取扱説明書が
付属しています。その中に使用・整備・手入
れなどに関する詳細が記載されています。
本説明書では各所で、該当する詳細な説明
書の参照を促しています。ビンディングペダ
ルや変速・ブレーキ関連のコンポーネント
などの各種説明書をなくさないように、本
冊子および説明書と一緒に大切に保管して
おいてください。 

 注記
カーボンは、軽量化設計に使用される複合
材料です。その製造工程の性格から、表面
に乱れ（小さな気泡や孔）が生じるのは避
けられません。これは瑕疵にはあたりませ
ん。 

 要注意
フルサスペンションのフレームは、サスペン
ションが衝撃を吸収できるように、またそ
れを前提として設計されています。サスペ
ンションが固定されていて動かないと、衝
撃がそのままフレームに伝わってしまい、
ほとんどの場合フレームはそのような設計
にはなっていません。したがってロックアウ
トが搭載されたサスペンションでは原則と
して、ラフなオフロードでのロックアウト機
能の使用は許されず、平滑な路面（自動車
道、平滑な未舗装道）のみに限られること
を意識する必要があります。 

瑕疵担保責任
君の自転車は、細心の注意を払って製造し、
大部分を予め組み立てた状態で君に引き渡さ
れたものです。弊社は法律に従って、君の自転
車に、その価値や有用性を無くしたり、大きく
減じたりするような瑕疵がないことなどに対し
ての責任を負うものです。購入後2年間は、法
律に定められた保証の完全な請求権が君には
あります。瑕疵が発生した場合には、弊社記載
の住所に連絡してください。

君からの苦情への対応がスムーズに行われる
ためには、購入証明書を手元に用意しておく
必要があります。そのために購入証明書は大
切に保管しておいてください。

君の自転車の寿命と耐用期間が長く持続する
ためには、自転車をその用途（「意図される使
用」の項参照）に従ってのみ使用することがそ
の条件となります。また、許容重量や荷物・子
供の輸送に関する規定（「意図される使用」の
項記載）を遵守してください。さらに、各メー
カーの取り付けに関する規定（ボルトの締め
付けトルクなど）および所定の整備頻度を厳
密に遵守する必要があります。本説明書およ
びその他の付属説明書に記載されている検査
および作業（「点検・整備頻度」の項記載）お
よび状況に応じて必要となる、ハンドルやブレ
ーキなどの安全に関わるコンポーネントの交
換を行ってください。

君の自転車でのライドが常に良いものとなり
ますように。何か質問があったら、弊社のホ
ットラインに問合せるか、弊社ホームページ 
www.canyon.com にある問合せフォームを
利用してください。



ブレーキパッドの厚みが1ミリを下回ったら、純正品の交
換パッドに取り替えてください

軸受にはある程度の劣化が生じます
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摩耗と劣化について

自転車の部品には、その機能に起因する摩耗
や劣化が生じるものがあります。摩耗や劣化
の程度は、自転車の手入れと整備、そして使い
方（走行距離、雨天走行、ゴミ、塩分など）に
よって変わってきます。屋外に駐輪することの
多い自転車も、気候の影響を受けることによ
り、摩耗や劣化が早く進行することがありま
す。
該当するパーツは定期的な整備と手入れが必
要ですが、使用の頻度や条件に応じて、いつか
は寿命の限界に達します。
下記の項目は、劣化寿命の限界に達したら交
換が必要です。 
	y チェーン 
	y ケーブル 
	y ハンドルグリップおよびバーテープ 
	y チェーンリング 
	y スプロケット 
	y リアディレーラーのプーリ 
	y シフトケーブル
	y タイヤ 
	y サドルの上皮（レザー） 
	y ブレーキパッド 

ディスクブレーキのパッドには、その機能に起
因する摩耗が生じます。スポーツ性の高い使
用や、山の多い地形を走行すると、パッドを頻
繁に交換する必要が生じることがあります。パ
ッドの状態をこまめに点検し、必要に応じて
専門業者に交換してもらってください。

フルサスペンションフレームのピボットとリア
サスペンション

リアサスペンションおよびフルサスペンション
フレームには、その機能に起因するある程度
の劣化が生じます。リアサスペンションのパッ
キンやフレーム後部のピボットなどに、特にそ
の傾向があります。リアサスペンションの固定
ボルトの締め付けが強すぎるとフレームに負
担がかかり、場合によっては間接的損害が生じ
る可能性があります。そのため、組み立ての規
定に従い、トルクレンチを使用してください。



6年間保証
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 危険
Canyonのマウンテンバイクは、ハイエンド
のスポーツ用製品です。最高の技術力を駆
使した軽量構造が採用されています。君も
自転車の取扱のプロになろう。誤った使用
や、不適切な組立、不十分な整備などは、
レース用マシンである自転車の安全性を損
なうことがあります。事故の危険がありま
す。 

保証
弊社では法律で定められた保証期間を超える
全6年間の保証をマウンテンバイクフレーム 

（ピボットおよびリアサスペンションを除く）
について自主的に行っています。 

弊社の保証は、ご購入日から始まり、その自
転車を最初に購入した人についてのみ有効で
す。塗装の損傷は保証の対象とはなりません。
弊社は、不具合のあるフレームやフォークの修
理または適切な後続モデルとの交換のいずれ
かを行う権利を留保します。これ以外の保証
を請求することはできません。Canyonは、自
転車の再生にかかる組立費用を顧客に請求す
る権利を留保します。

怠り（不十分な手入れと整備）や転倒、過負荷
など、不適切な使用や意図されていない使用
による損害およびフレームまたはフォークの
変更または追加コンポーネントの取り付けや
改造による損害は、保証の対象外となります。
ジャンプやその他の過度の負荷がかかった場
合も、保証を受けることはできません。



クラッシュリプレースメント ― 破損したCanyonのフレ
ームを優待条件で交換
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 注記
「意図される使用」の項に記載されてい
る注意事項を守ってください。

クラッシュリプレー
スメント
事故に遭ったり激しく転倒してしまったりする
と、フレームやフォークに大きな力がかかって
破損し、機能を損なうことがあります。クラッ
シュリプレースメント（CR）は、破損してしまっ
たCanyonのフレームを優待条件で交換する
ことのできるサービスです。このサービスはご
購入日から3年間ご利用いただけます。君のフ
レームと同じまたは同等のフレーム（シートポ
ストやフロントディレイラー、リアサスペンショ
ン、ステムなどの取り付けパーツは含まれませ
ん）をご用意します。

CRサービスは、自転車の最初の所有者のみに
限定され、機能を損なう破損のみを対象とし
ています。弊社は、個別のケースにおいて、破
損を故意に生じさせたことが判明した場合に
は、本サービスを停止する権利を留保します。

C R サ ー ビ ス の 請 求 は 、弊 社 の ホ ットラ
イ ン に 問 合 せ る か 、弊 社 ホ ー ム ペ ー ジ 
www.canyon.com にある問合せフォームを
利用してください。

詳しくは弊社の公式ウェブサイトにあります。 
www.canyon.com



Canyon Bicycles GmbH 
Karl-Tesche-Straße 12 
D-56073 Koblenz


